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「ノルンの嫁入り　前編」




　ビヘイリル王国の戦いから数ヶ月が経過した。

　ヒトガミはあれ以来、沈黙を保っており、敵の気配を感じられない日々が続いている。

　とはいえ、俺のやることは変わらない。

　八十年後のラプラスとの決戦に備え、粛々と各地への根回しをしていくだけ……。

　なのだが、最近は自宅にいることが多い。

　エリスとロキシーの妊娠が、同時期に判明してしまったからだ。

　やはりギースを倒したということでハメをはずして、してしまったのが原因だろう。

　乱れた生活を送った結果だ。

　結果そのものは喜ばしいが、妊娠中は運命が弱まるのでヒトガミから狙われやすいという話もある。

　俺もできる限り、妊娠中の妻とは一緒にいたい。

　というわけで、久しぶりに家族との時間を取りつつ、各地に設置した傭よう兵へい団からの情報を整理したり、その情報を見つつオルステッドと今後どう動くかについて会議をしたりといった日々が続いている。




　そんな、ある日のことである。

　その日、俺はオルステッドと二人で、次に赴く国の情報について打ち合わせをしていた。

　次の王国の次期国王はまだ幼いけど傑物なので、今のうちに声をかけておいて後に活かそうとか、そんな話をしていたはずだ。

　オルステッドはその次期国王を落とす手段に対して明言せず、沈黙を保っていた。

　何らかの理由があってのことか、今回のループでその次期国王を落とすためのキーとなる人物がいないのか。はたまた、本来ならもっと遅いタイミングで声をかけるので、現時点で確実に落とす方法がないのか。

　なら、俺はどう動くべきか。

　俺はオルステッドから聞いたその傑物氏の人物像のメモを見つつ、考えを巡らせていた。

　そんな時のことであった。




「ノルン・グレイラットを結婚させよう」




「い……？」

　唐突だった。

　オルステッドが唐突に沈黙を破り、おかしなことを言い出したのだ。

　オルステッドに対する言葉遣いには特に気をつけている俺が、思わず「いきなり何イカレたこと言ってんだお前？」なんて言葉が漏れそうになるほど、唐突だった。

　今は、傑物氏をどうやって落とすかを考えていたところである。それが、なんの脈絡もなくこれだ。

　と、そこで俺はふと考えた。

　いや、本当に脈絡がなかったのか、と。

　すると、一つの答えにたどり着いた。

「……政略結婚、ということですか」

　話の流れを考えるに、その傑物氏を落とすためにノルンを……ということになるのだろうか、と。

「政略というわけではないが、未来のことを考えると、な」

「それは……俺だけでは、ダメということでしょうか」

　しかしながら、悔しいことである。

　オルステッドは、俺が赴いてもその傑物とやらは口説き落とせない、と判断したということだ。

　いや、それはまだいい。俺も自分に自信があるというわけじゃない。その傑物氏を口説き落とす算段などない。その傑物氏がパウロの如ごとき無類の女好きで、女をあてがわないとダメということなら、オルステッドの提案も納得できる。

　だとしても、だ。

　ノルンはダメだ。

　ノルンもいつかは結婚するだろうとは思う。

　だが、パウロが無類の女好きだったからって、ノルンを同類に渡すのはダメだ。

　ノルンの相手は、もっとこう、誠実な人物でなければならない。そして俺が認める人物でなければならない。どこの馬の骨ともわからん奴にノルンを渡すわけにはいかない。パウロに顔向けができない。どれだけ崇高な目的があろうとも、家族を切り捨てて先に進んではいかんのだ。

「そうではない」

「では、なぜ？」

「ノルン・グレイラットの子には世話になった」

「世話……？　つまり、ノルンがどうこうではなく、ノルンの子供に用があると？」

「用があるわけではない。今回のループでは、それほど重要でもなかろう」

　要領を得ない会話である。

　オルステッドの言葉から真意が読み取れないのは、今に始まったことではないが、今までのパターンから、彼が何を言わんとしているかはわかる。

　つまるところ、布石だ。

　ノルンの子供は重要ではないが、ひとまず昔のループで使えたことがあるから、打っておこう、みたいな。

「わかりました」

　俺は立ち上がった。

　そして、座ったまま俺を見上げているオルステッドを、見下ろした。

　彼は今、ヘルメットをつけていない。相変わらず怖い顔をしているが、今はきっと俺の方が怖いだろう。

「もしどうしてもというのであれば、三日後の正午に北の森においでいただけますでしょうか」

　ノルン、安心してくれ。

　お前の貞操はこの俺が守る。たとえ相手がオルステッドであっても、俺は一歩も引きません。

　だからパウロ……俺に力を貸してくれ。願わくば、この強大な敵を打ち倒し、生きて帰るだけの力を。

「まて。お前は勘違いをしている」

「勘違い？」

「俺とて、幾度となく繰り返される二百年の中で、思い入れのある奴は存在する。ノルン・グレイラットの子供もその一人だ。彼女には幾度となく助けられ、世話になった。ゆえに、できることなら、この世に生を授けてやりたいのだ。このままであれば、それは叶かなわぬだろうからな」

　確かに、ノルンに男っ気はない。

　卒業をしても相変わらず家にいる。家にはいるが、無職というわけではない。現在は学校のツテで入った魔術ギルドで、本部の事務員をしている。いわゆる、ＯＬというやつだな。

　魔術ギルドには男も相当数いるが、ノルンに男の気配は感じられない。

　休日でも出かけることなく、ずっと家で子守や家事なんかを手伝ってくれている。

　学生時代も、特定の誰かと付き合っていたということはないようだ。

　いずれはノルンも、と思っていたが、正直、このまま結婚せずに一生を終えてしまいそうな雰囲気すらあった。

「……」

　この世界では、立場のある人間はお見合い婚が多いようだし、俺は中途半端だが、一応は立場というか、ツテとコネのある人間になってきただろう。

　となれば、この提案はそれほどおかしくないのだろうか。

「……いや、でも子供って、一人で作るものではないですし。相手が誰でも同じ人物が生まれるってわけじゃないでしょう？」

　一国の王なら、相手の立場としては十分だ。

　だが、俺は承知するつもりはない。実際この目で見て、どういう人物かを確かめるまでは。

「それとも、その、傑物とやらが本来のノルンの相手なんですか？」

　そう思いつつオルステッドを睨にらみつけると、彼は眉をひそめていた。

　相変わらず怖い顔である。

　だが、この顔には憶おぼえがある。「いきなり何言ってんだお前？」って顔だ。

　そして、ハッとしたように眉尻を動かして、口を開いた。

「いや……すまん。その話とは関係ない」

「え？」

「別の話だ」

　別の話……じゃあ、あれか。

「次の国の攻略じゃなくて、単純に、ノルンに結婚相手を見繕おうって話なんですか？」

「そうだ」

　そうなのか。なるほど、そうなのか。

「オルステッド様」

「なんだ」

「話を変える時は、『話は変わるが』とか『ところで』とか、そういう前置きをしたほうがいいと思うのです」

「そうだな。次から気をつけよう」

　そうして場を整えた上で、俺は椅子に座り直した。





★　★　★






　気を取り直して、話を続ける。

「それで、ノルンの相手というのは誰なんですか？　ノルンは毎回、その人物と結婚するんですよね？」

「ああ、俺の知る限り、ノルン・グレイラットの相手は決まっている」

　ノルンの運命の相手か。

　幸せな奴だ。ただ生きているだけで、ウチのノルンと結婚できるなんていう幸運が飛び込んでくるなんて。毎日を怠惰にのうのうと過ごしている奴だったら、拉致って鍛え直してやろう。スパルタだ。朝起きてから寝るまで、訓練に漬けてやる。はいとイエスとありがとうございますしか言えない体にしてやれば、浮気もすまい。

　指標としてはそうだな……ノルンの伴侶になりたければ、最低でもエリスにぶん殴られて気絶しない程度には──。




「ルイジェルド・スペルディアだ」




　思考が止まった。俺の頭の中に、五百年ほど生きたハゲ頭の戦士の顔が思い浮かんだ。

　いや、もうハゲではないのだったか。

　立派な緑の髪を生やした、立派な男だ。

「二人の間の子供はスペルド族の最後の戦士となる。晩年、疫病で倒れたルイジェルドの遺志を継ぎ、スペルド族の名誉を挽回すべく人族の側に立って魔族と戦い、ラプラスにトドメを刺す存在だ。重く、苦しく、誰にも認められず……。だが、今回はスペルド族は数多く生き残っている。あの子が重い使命を背負うことは、恐らくあるまい」

　俺の思考が停止している間にも、オルステッドは滔とう々とうと語った。

　きっと、その子の一生を思い出しているのだろう。

　ラプラスを倒すとなれば、オルステッドとも協力関係にあったのかもしれない。

　となれば、なるほど、オルステッドがこういう提案をするのは、わからないでもない。

「……」

　だが、さて。今回は違う。俺がいる。転移事件もあった。

　今までのループでノルンとルイジェルドがどうやって仲を発展させたのかは知らないが、今回、オルステッドの知っているラブストーリーへと発展してはいないのは間違いない。ノルン側にいきなり結婚話を持ちかけても、嫌だと突っぱねるかもしれない。

　なにせ、歳の差五百歳だ。ルイジェルドだって困惑するだろう。

　ルイジェルドと血縁関係になれる、というのは俺としては決して嫌ではない。

　だが、やはりこうしたものは俺が決めてしまっていいものではない。うむ。

「……俺としては、ノルンの気持ちが大事かな、と思います」

「わかった。急ぐ話ではない」

　オルステッドはそう言って、頷いた。




　その後、以前までのループにおけるノルンの話を聞かせてもらった。

　俺がいない世界において、ノルンは冒険者となるらしい。

　歌を歌ったり、詩を書いたりしながら冒険をする、歌って踊れて戦える吟遊詩人で、似たような趣味を持つ者たちとパーティを組んで、北方大地を旅していたそうだ。

　しかしながら、ノルンの剣術や魔術の腕前はお世辞にも優れているとは言えない。

　冒険者の基準で言っても、せいぜいＢ級止まり。

　なので、ある依頼をこなしている最中に、パーティは魔物の手によって全滅。ノルンも死にかけてしまう。

　そこに現れるのが、我らのルイジェルド。

　迫り来る魔物をバッタバッタとなぎ倒し、ノルンを窮地から救い出す。

　そして、ノルンはそんなルイジェルドに一ひと目め惚ぼれ。

　そのままスペルド族を探す旅をするルイジェルドについていき、ささやかながらアタックを開始。

　ルイジェルドは当初は相手にしていなかったらしいが、スペルド族が疫病で全滅していると知り、絶望に陥る。

　ノルンはそんなルイジェルドを献身的に慰め、ルイジェルドもまたそんなノルンに絆ほだされて、夫婦となる。

　ビヘイリル王国の片隅で暮らし始める二人。

　やがてノルンは、ルイジェルドとの間に子供をもうけ、ルイジェルドは他のスペルド族と同じく疫病に罹かかって死亡。

　残されたノルンは、責任を持って子供を育て、寿命でその一生を終える。

　寂しく切ない最期だと思うが、オルステッド曰いわく、ノルンは満足した死に顔だったそうだ。

　にわかには信じがたいラブストーリーだが、男女の間には何があっても不思議ではない。

　とはいえ、今回そうした流れのなかったノルンとルイジェルドをくっつけていいものだろうか。

　好きでもない相手とくっついて、ノルンは嬉うれしいのだろうか。

　ルイジェルドは受け入れるのだろうか。

「……」

　と、俺が一人で悩んだところで意味はない。

　大切なのは、ノルンの気持ちである。

　男っ気のないノルンではあるが、年齢的にはいい歳である。そろそろ好きな男の一人や二人くらいいても、恋の一つや二つはしていてもおかしくない。なんなら、俺が知らないだけで、実は付き合っている男がいるとかでも、おかしくはない。

　そして、ある日突然、家に連れてきて、言いやがるのだ。「お義父とうさん、お嬢さんを俺にください」と。そして俺は言うのだ、「誰がお義父さんだ」と……「俺は義兄にいさんだ」と……。

　話が逸それた。

　ともかく、ノルンの気持ちを聞き出さなければいけないだろう。

　しかしながらこういう時、俺が聞くのはよくない気がする。ノルンも俺に聞かれて教えてくれるとは思えない。

　なら、女同士の方がいい。

　でもアイシャはダメだ。アイシャに聞かせるのは、なんかよくないことになる気がする。

　となると、やはりシルフィか、あるいはロキシーか。ノルンは特にロキシーのことを尊敬しているようだし、ロキシーがいいか。

　尊敬という意味では、エリスでもいいだろう。エリスは長いこと、ノルンに剣を教えている。

　ノルンも学校を卒業した後は毎朝エリスと一緒にジョギングやら素振りやらをしている。

　ノルンがエリスに一目置いているのは、見ればわかる。

　だが、エリスのコマンド表に「それとなく聞く」という技があるとは思えない。

　やはりロキシーだ。いやまて、「それとなく聞く」のスキルレベルが高いのはシルフィか。

　尊敬とはまた少し意味合いが違うが、少なくともノルンはシルフィがこの家で一番偉いという認識を持っているようだし。

　いや、ここはいっそ三人に相談してみるか……。

　俺を含めた四人で相談して、誰が適任かを決めるのだ。シルフィやロキシーの意見もあったほうがいいだろう。

　まてまて、三人だけじゃなくて、リーリャとゼニスにも言うべきか？

「……」

　俺はリビングのソファに座り、一人でそんなことを考えていたのだが……。

　そんな俺の目に、一人の女性の姿が飛び込んできた。

「あ」

　ノルンだ。ノルンがリビングへと入ってきたのだ。

「兄さん、ただいま」

「……おかえんなさい」

　こうして見ると、ノルンは何だかんだ言って美人に育った。

　顔立ちは若い頃のゼニスによく似ている。胸もでかいし、金髪はサラサラだ。

　学校でもモテてたんじゃなかろうか。

「……なんですか？」

「いや……あ、ノルン、お茶飲む？」

「頂きます」

　テーブル上にあるカップを一つ取り、ティーポットからとくとくと紅茶を注ついで渡す。

　ノルンはそれを受け取ると、怪け訝げんそうな顔をした。

「……冷めてますけど」

「えっ！」

　先ほどリーリャに淹いれてもらったばかりなのに？

　そう思ってティーポットを触ると、確かに冷たかった。俺の手にあるカップも冷たい。

　どういうことだこれは。何者かの攻撃を受けたのか!?

「……あれ？　そういえばノルン、今日はお仕事じゃなかったっけ？」

「今、帰ってきたところですけど」

　ふと窓の外を見ると、すでに時刻は夕暮れだった。

　オルステッドとの会議を終えて戻ってきて、リーリャにお茶をもらった時が昼下がりだったから、二時間ぐらいは経過したということか。

「ああ、ごめん、なんかボーッとしてたみたいだ」

「ボケるのはもっと歳を取ってからにしてください……私が新しいのを淹れてきますから。兄さんは待っててください」

「……あれ？　誰もいないの？」

　ついさっきまで、シルフィとエリスはいたはずだ。

　ロキシーは……この時間だとまだ帰ってきていないか。

「シルフィ姉さんとエリス姉さんは、私と入れ違いで子供たちを連れてお散歩に行きました。リーリャさんはお買い物です」

「……アイシャは？」

「知りません。まだ傭兵団のところにいるんじゃないですか？」

　そう言って、ノルンはティーポットを持って台所へと入っていった。

　しかし、そうか、誰もいないのか。俺と、ノルンだけだというのか……。

　ある種、お誂あつらえ向きと言えるシチュエーションではなかろうか。

　うん。回りくどいことをせず、正面から行くべきだったのだ。それでダメだったら、そこから次の手を打つべきだ。それが、ノルンに対する誠実さというものではないだろうか。

　うん。うん。外堀を埋めてから話をされるというのは、ノルンだって嫌だろう。なにせ、結婚する当人なのだから。

　まず、ノルンからだ。

「はい、どうぞ」

「ありがとう」

　などと思っているうちに、ノルンが戻ってきて、紅茶の入ったティーカップを俺の前に置いた。

　俺はノルンが真正面に座るのを見届けて、カップの中身を啜すすった。

「ノルンは、お茶を淹れるのが上手になったね」

「学校で習いましたから」

「リーリャさんにじゃなくて？」

「リーリャさんは……多分、教えてくれませんよ」

　まぁそうか。お茶の淹れ方を教えてくれと言っても、そんなことは私がやるから必要ありません、とか言うだろう、あの人は。

「でも、言えば、教えてくれるとは思うけどね」

「そうでしょうけど、せっかく学べる場があるのですから、そちらで学べばいいと思いました。それに、家では淹れる機会はありませんが、学校ではたくさんありましたし」

「それもそうか」

　生徒会で、寮の自室で。今は仕事場でもそうだろう。

　まあ、ノルンがそう選択したというだけのことだ。

「……」

　さて、軽快な会話で場が温まってきたところで、うまく切り出していきたい。

　なんて言うか。何から言うか。

「うー……ごほん、うぇっほん……」

「……」

　咳せき払ばらいをすると、ノルンに怪訝そうな目で見られた。

「……何か、足りないものでもありましたか？」

「いや、違うのだ、うむ。紅茶は美味おいしいとも」

　言いつつ、湯気のたつ紅茶を一口飲む。

　特別に美味しいわけでもなく、また吐き出すほどまずいわけでもない。ノルンらしい、凡庸な淹れ方だ。良は取れるが優は取れない、そんな感じだ。

　つまり、美味しいのだ。

　それはさておき……。

「時に、ノルンよ、最近……どうだね？」

「どう、とは？」

「うむ、例えば仕事の方は、どうだね？」

「どうもこうも、普通ですよ。まだ先輩に仕事を教えてもらってる段階ですけど……それなりにやれていると思います。まぁ、アイシャだったら、ずっとうまくやるんでしょうけど」

「アイシャと比べるのはやめなさい」

　そう言うと、ノルンはこくりと頷いた。

　アイシャは別の仕事をしている。同じ仕事をしていないのなら、比べても良いことはない。

「で、その先輩というのは……あれかね？　かっこいい系かね？」

「綺き麗れいな方ですよ。兄さんも一度ぐらいは話したことあるんじゃないでしょうか。ほら、私が会長をやっていた時に副会長をしていた人です」

「……あの獣族のゴツい子？」

「そっちじゃなくて、女性の方ですよ」

　そうか、女性の方だったか。

　なるほどね。名前も覚えちゃいないが、確かにそんなのもいた。そういえば、就職した時にそんな話を聞いた気もする。一緒の部署に入ったとかなんとか。

「そうか、女性か……男性の先輩はいないのかね？」

「そりゃいますよ」

「その男性の先輩は……かっこよかったりするのかね？」

「かっこいい人もいれば、そうじゃない人もいますよ」

　かっこいい人はいるらしい。そこは重要だ。

「兄さん、さっきから何が言いたいんですか？」

「落ち着きなさいノルン。結論を急ぐことじゃない」

「兄さんが落ち着いてないように見えるんですが」

　落ち着いているとも。俺はいつだってクールでクレバーでクリーンだ。

　ＣＣＣのルーデウスだ。決してクレイジーとかそんな単語は入っていない。

「時にだね、ノルン……コホン、例えばその、えーと、君は、そのかっこいい人を、かっこいいと思うのかね？」

「好きかどうかってことですか？」

「好きなのかね？」

　ああ、しまった。つい、単刀直入に聞いてしまった。

「別に好きじゃないです」

　ええい、ままよ。

「じゃあ、好きな人はいるのかね？」

「…………いますよ」

　いるのか！

　いる、と答えるのか、今、この話の流れで！

　俺に対して、正直に。そう答えるのか！

「そ、そうか！　いるのか、まぁ、ノルンもいい歳だからね。いるだろうね、何もおかしいことはないよ。うん」

「今の兄さんは明らかにおかしいですけどね」

「何を言うか」

　俺はおかしくなんかねぇ。おかしいのはこの世の中だ。この世界が間違っているんだ。そうに違いねえ。

「で、どんな人なんだね、その好きな人というのは」

「……年上で」

「ほう」

「頼りになって」

「ほうほう」

「いつも私を守ってくれる人です」

　その三つの条件に当てはまるのは……。

「もしかして、俺？」

「寝ぼけてるんですか？」

　すいません。調子に乗りました。

「兄さんよりずっと年上で、いざという場面でもおたついたりせず、落ち着いた、貫禄のある人です」

「兄さんもね、最近はね、いざという場面ではね、おたついたりしなくなってきたんだよ」

「自分の今さっきの態度を思い出して言ってください」

　ぐぬぬ……。

　しかし、そうか、俺よりずっと年上で、貫禄があるか、くそう……。

「ずっと……ってことは、俺よりも十年ぐらいは年上？」

「もっとです」

「……ノルンって意外とおやじ趣味だよね」

「おやじ趣味って……まぁ、年上が好きなのは認めますけど」

　もっとということは、二十歳以上は上だろう。

　となると、四十代か五十代。その上で貫禄があるとなると、やはり太り気味の方かもしれない。

　重心が下の方にあると、安定感と共に貫禄も出るもんだ。前世の俺は貫禄なんかなかったが。

「……」

　なんかこう、悪徳貿易会社の社長という肩書きとか持ってそうな脂ぎった狸たぬきおやじの顔が浮かんだぞ。

　年齢差のある交際を咎とがめるつもりはないが、どう考えても援助交際にしか見えない絵え面づらだ。

　認めんぞ、そんなの絶対認めんぞ。

　いやでも、その狸おやじが思った以上に誠実な男であったのなら……年齢差なんてものは、あってないようなものだ。人を見かけでは判断すまい。

「まあ、叶わぬ恋だというのはわかっているつもりです」

「叶わないのか……妻帯者とか？」

「いえ……妻に先立たれてしまったと……」

　先立たれた。あるいはそれは方便で、離婚したのかもしれない。三行半みくだりはんを突きつけられた、という可能性もある。

　ていうか、無理やり別のものとして考えているけど、もしかして……。

「でも、私はちょっと、亡くなった奥さんに似てるそうです」

　ああ、なら、きっと違うな。さすがに違うはずだ。彼はそんなことは言わない。

「それはまた、口説きの常じょう套とう句くだな」

　自分よりずっと若い子を捕まえて、妻に似ているときたら、そりゃもう口説きの常套句だろう。

　結婚を視野に入れるほどの存在です、と言ってるようなもんだ。

　いやまて、よくよく考えると、あんまり口説き文句っぽくないか？　妻とは全然違う、君みたいな子と会ったのは初めてだ、みたいなほうが口説き文句っぽいんじゃないだろうか。

「えっ……私、口説かれたんですか？」

　ノルンが若干赤くなった頬ほおに手を当てていた。

　口説かれたのが嬉しいのか。そうか、向こうがじゃなくて、ノルンが好きなんだもんな。

　でもなノルンよ、騙だまされているという可能性もあるのだぞ。

　今、それを口にするとノルンと喧けん嘩かになるだけなのは目に見えてるから言わないけど。

「ていうか、なんでいきなりそんなことを聞いてきたんですか？」

「え？　いや、うん」

「何か理由があるんですよね」

　ノルンは俺の方を睨むように見ていた。

　ここまで正直に話したんだから、そっちも正直に話してください、って顔だ。

　俺もここまで正直に話してもらえるとは思っていなかった。

　それとなく、顔を見ながら、好きな人がいるか、いないかを確かめられるだけでよかったのだ。

「……今みたいな話を聞いた直後に、こういうことを言うのは気が引けるんだけど」

「はい」

　やや身を乗り出すと、ノルンが少しだけ頭を引いた。

「実はノルン、お前に縁談のような話が上がっていてね」

　ノルンはその言葉で、数秒ほど停止した。

　目を見開いて、口をへの字に結んで。俺を睨むように見てくる。

「縁談ですか……わかりました。お受けします」

「いや、わかっている。皆まで言うな、そういうことなら、なかったことにしよう」

「いえ、ですから、お受けします」

　ノルンを見る。我ながら怪訝そうな目をしているだろう。

「……お前、好きな人がいるんじゃないの？」

「それは、いいんです。どうせ叶わぬ恋ですし」

　ノルンは少し考えるようなそぶりを見せた後、言葉を続ける。

「ウチは貴族ではないですが、兄さんは貴族みたいな立ち位置にいますし、いずれこういう話があるんじゃないかとは、知り合いからも言われていましたし。それに、兄さんが各国に顔つなぎをしていると聞いた時から、こうやって使われることも想定していました」

「使うとか言うんじゃない。俺は、家族を道具にするつもりはない」

　と、やや強めの口調で言うと、ノルンはハッとして、頭を下げた。

「そうですね……すいません」

　素直なものである。

「ノルンが嫌だって言うなら、今回の話はナシだ」

「いえ……それは、別に嫌じゃありません。兄さんが私のところにまで話を持ってきたということは、お相手の方は決して悪い人ではないんでしょう？」

「まぁ、ね」

　悪い相手ではない……と思う。ビヘイリル王国の戦いの時でも、仲良さそうに見えたし。

　ルイジェルドはどこからどこまでも誠実な男だ。

「でも……そうですね。どうしても結婚したいというわけでも、したくないというわけでもありません。兄さんがそう言ってくださるなら、今回の話はなかったことにしていただけると、助かります。もちろん、先方がどうしてもと言うのなら、兄さんは私のことは気にせずに話を進めていただいても構いませんが……」

　ノルンはそう言って、俺から目を逸らした。

　やはり、結婚したいというわけではないらしい。俺の言うことなら従う、というだけなのだ。

　それは俺にとっては都合がいいかもしれないが、ノルンにとっては、よくないだろう。

「いや、先方にはまだ話は通してないんだ。だから、大丈夫だよ」

「そうですか……ありがとうございます」

　ノルンがそう言うなら、オルステッドには悪いけど、この話はナシだ。

「……あ、ちなみに、どういう方だったんですか？　どこかの王族の方とか？　アスラ王国貴族の方とか？」

「王族でも貴族でもないけど……ノルンも知ってる人だよ」

「私の知っている人……？　あ、もしかしてザノバ先輩とか？」

「あいつは結婚なんかしないと思うけどね」

　ザノバのことは置いとこう。

　あれだけラブラブ光線を発しているジュリとも、ましてジンジャーともくっつく気配がないし。

　あいつは人形と添い遂げるつもりなのだろう。

「ルイジェルドだよ」

　俺は相手の名前を告げる。

「……」

　気づいた時には、ノルンがテーブルの上に両手をついて、身を乗り出していた。

　真剣な表情だ。顔は真っ赤で、怒っているようにも見える。

　なんだろうか、何か気に障ることでも言っただろうか。

　ノルンもルイジェルドのことは尊敬しているようだし、やはりそういう対象ではないか。

　うん。ごめんよ、兄さんが間違っていたよ。だからそんな睨まないでおくれ。

「ま、まぁ、さすがにないよな。種族の違いはさておき、年齢差が大きすぎるし、お前だって──」




「兄さん、ぜひともその縁談、進めてください！」




　ノルンは俺の言葉を遮り、興奮と喜びの隠しきれていない声音で言った。





★　★　★






　結局のところ、あるいは、やっぱりと言うべきか。
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　ノルンが好きな相手はルイジェルドだったらしい。

　小さい頃から、ずっと憧れていたらしい。

　小さい頃の憧れは、恋心に至るまで育ち続け、ビヘイリル王国の一件で改めて思ったのだそうだ。

　この人が好きだ、と。

　しかし、ルイジェルドの過去を知っていたノルンは、自分など相手にされないと思い込み、当然のように恋心は押し隠して生きていこうと決めていたそうだ。

「わかった、お兄ちゃんに任せておきなさい」

　全てを聞いた俺は、そう胸を叩たたいて言った。







「ノルンの嫁入り　中編」




　俺に任せろ。

　そう言い放った俺は、そのまま結婚の根回しを開始した。

　ノルンの方はいいとして、問題はルイジェルドの方である。

　彼は大人であるからして、俺の妹と結婚するとなれば、いとも簡単に首を縦に振るだろう。

　状況的に考えても、俺の家族と結婚することはスペルド族のためになる。

　なにせ、肩書きだけを見れば、俺は龍神オルステッドの腹心だ。

　古来より、結婚とは同盟の結束を深める意味もあったりする。

　ノルンとルイジェルドが結婚することで、スペルド族は龍神陣営に逆らわない。俺たちもまたスペルド族を切り捨てない。そんな構図が出来上がるわけだ。

　ハッピーな構図である。

　が、しかしそれでいいのだろうか。

　ノルンはそれで幸せになるのだろうか。

　ルイジェルドが「仕方なし」で結婚したとして、ノルンは満足できるのだろうか。

　自分が愛されていないと気づいた時に、彼女は泣かずにいられるのだろうか。

　ルイジェルドは現在、ビヘイリル王国との折衝の責任者になっている。

　となると、ノルンは魔法都市シャリーアではなく、スペルド族の村で暮らすことになるだろう。

　一応、ビヘイリル王国の一件もあり、彼女の顔と名前は村人全員が知っているようだ。

　だから村人は、受け入れてくれるだろう。

　だが、自分と違う種族がひしめく中、恐らく魔法都市シャリーアとは常識も、生活様式も違う中、ノルンはきちんとやっていけるのだろうか。

　最悪の場合、ノルンだけ近隣の町に別居、という形になったりしないだろうか。

　心配だ。実に心配だ。

　妻三人にそのへんについて相談してみたところ、ロキシーには「ノルンさんなら大丈夫でしょう」と言われ、エリスには「ルイジェルドなら大丈夫よ」と言われ、シルフィには「考えすぎだよ」と言われた。

　つまり大丈夫なのだ。

　しかし心配だ。

　ノルンが不幸な目に遭うのは、許されないことなのだ。

　ノルンが泣きながら毎日を過ごすようなことになれば、パウロは俺の夢枕に立って、恨みがましい目で見てくるだろうし、ゼニスは枕元に座り、すやすやと眠る俺の頬をペチペチと叩たたいてくるだろう。

　二人のためにも、俺はノルンに幸せのレールを敷いてやらなければならない。

　そこから外れるか否いなかは、ノルン次第だとしても。

　もちろん、ルイジェルドが信用に足る男だとはわかっている。たとえノルンを心から愛していなかったとしても、妻としてきちんと扱ってくれることはわかっている。決してノルンが泣いたりしないように気配りもしてくれるとわかっている。

　でも、念押しという概念もある。

　例えばルイジェルドがそれほどノルンのことが好きじゃなかったとしても、だ。

　ここで俺がちょいと二人の仲を取り持つようなイベントを用意してやれば。

　ルイジェルドの気持ちをノルンに向かせてやることもできるんじゃなかろうか。

　そうなれば、全てはハッピーなのだ。

「……よし」

　というわけで、俺はビヘイリル王国、スペルド族の村にやってきた。

　つい数ヶ月前まで復興中だったスペルド族の村は、もうすっかり村としての体裁を整えていた。

　村の周囲は高い柵で囲まれ、村の中には家が立ち並び、まだ収穫物はないが、畑なんかも作られている。

　スペルド族の戦士たちは、俺を見ると頭を下げ、快く俺を村内へと入れてくれた。

　俺は彼らに会釈程度の挨拶を済ませて、足早にルイジェルドの家へと移動した。

　無論、新築である。

　ルイジェルドはこの村ではやや高い立場にいることもあって、家も大きい。

　うん、二人で暮らすには十分だろう。子供が出来てもまだ安心だ。

「……ルイジェルドさん、おられますか？」

「ルーデウスか」

　ルイジェルドは家にいた。

　食事のすぐ後だったのか、部屋の中央にある囲い炉ろ裏りのすぐそばであぐらをかいて、瞑めい想そうでもするように目を閉じていた。

「……」

　俺は彼の前に座った。

　正座である。ルイジェルドはその時点で目を開け、訝いぶかしげな視線を送ってきていた。

「……どうした？」

　改めて聞かれ、俺は片方の手のひらをルイジェルドに向けた。

「ちょっと待ってください、今、言葉を選んでいますので」

「…………ああ」

　そうして、俺は黙りこくってしまった。

　チロチロと燃える火を見ながら、体感時間で小一時間。おかしな話かもしれないが、俺は最初に言うべき言葉を考えていなかった。

　聞くべきことは決まっている。

　ノルンに対する、ルイジェルドの気持ちだ。好きか嫌いか、結婚相手として視野に入れることができるか否か。

　とはいえ、どう言えばいいのだろうか。

　ノルンと結婚する気って、あります？　とかか？

　いや、結婚と、気持ちとは、また別なのだ。それを忘れてはいけない。

「……」

　ルイジェルドは、無言を通す俺に、あれこれと話しかけてくるわけでもなかった。

　彼は俺が喋しゃべりだすのを、待っていてくれた。自分は決して急いではいないから、ゆっくりと言葉にしてくれとでも言わんばかりに。用事があったのか、なかったのかはわからないが、暇な身でもないだろうに。

　きっと、彼はノルンに対しても、そういう態度で接してくれるだろう。

　あるいはノルンは、そういうルイジェルドに対して苛いら立だちを覚えるだろうか。

　何か言ってください、とばかりに噛かみついてしまうだろうか。

　いや、ないな。

　そういうルイジェルドだからこそ、ノルンは好きになったのだろう。沈黙が苦にならない相手は貴重なのだ。俺は今、ちょっと苦しいが。

「……そういえば最近、ノルンにお茶を淹いれてもらったんですが、結構上手だったんですよ」

「ほう、ノルンの茶か」

　探るようにそう言うと、ルイジェルドは食いついてきた。

　やはりノルンに興味があるのだろうか。

　なら第一関門はクリアか……？

　いやまて、さすがに一時間も黙ってた男が何かを言えば、どんな話題だろうと食いつくだろう。

　焦るな。会話は流れだ。

「なんでも、職場でいつも淹れてるので上達したようで」

「そうか……以前、この村に来た時に飲んだことがある。確かにうまかった」

　ルイジェルドは思い出すように目を細めていた。そうか、すでにルイジェルドはノルンのお茶を飲んでいたか。うまかったのか。ということは、また飲みたいとか思ってくれているのだろうか。毎日、俺のためにお茶を淹れてほしい、とか思っているのだろうか……。

　くそっ、どう聞けばいいんだ。

　選択肢の候補が欲しい。

　もしかすると、オルステッドは俺と会話してる時、こんな気持ちだったのか？

　なら、単刀直入に聞くか？

　どうしちゃう、どうしちゃうのよ！

「茶だけではない、料理の方も悪くはなかった」

　迷う間にも会話は進む。なぜなら会話は流れだから。流れは止まらないのだ。

　しかしまて、今なんつった。手料理？

「食べたんですか？」

「ああ」

　ノルンの手料理を？　俺だって食ったことないのに？

「そうですか……」

　どんな料理を作ったのか気になる。

　肉じゃがか、カレーか、オムライスか、あるいはビーフストロガノフか。俺も食いたい。食ってみたい。あのノルンの手料理を。

　いや、俺のことはさておけ。

　ともあれ、悪くはない、ということはダメではないということだ。

　胃袋を掴つかむに至ってはいないが、メシマズＮＧということはないらしい。となれば、結婚後に激ヤセルイジェルドを見ることもなかろう。

「ノルンがどうかしたのか？」

　俺が考えていると、ルイジェルドがそう聞いてきた。

　察しのよろしいことである。

　いや、俺が深刻な顔をして入ってきて、いきなりノルンの話をしたら、聞くのは当然か。

「いえなに……どうかしたというわけではなくて、ただの世間話なんですがね」

　しかし、単刀直入に聞くには、まだ少し勇気と覚悟とガッツが足りない。

　ノルンのことが好きですか？　愛していますか？　今すぐ抱きしめてチューできますか？

　と聞いて、全然好きではない、結婚はできない、仮に結婚したとしても愛することはできない、なんて言われたら……と思ってしまっている。

　そうなると、俺はきっと、凄すごくショックを受けるだろう。

　その場で、「ウチのノルンのどこが気に入らんのじゃあ！」と喧けん嘩かを売ってしまうだろう。

「ノルンも、成人して、仕事も始めたというのに、まだまだ子供なところが残ったままというか……どうにもこう、男っ気というものがなくてですね。ちゃんと結婚とかできるのかなーとかね、思っちゃったりとかしましてね」

　そう言って、ルイジェルドを見る。

　露骨すぎただろうか。ルイジェルドは訝しむような顔をしている。

「……人族の間だと、当主が結婚相手を見繕うのがしきたりなのだろう？　ノルンの相手は、お前が決めるのではないのか？」

「いやいやいやー、ウチは貴族ではないのでですね。ノルンの相手はノルン自身に見つけさせるのもいいかな、なーんて思ったりしていますです、はい」

　チラチラとルイジェルドを見るが、彼の表情は動かない。

　いや、訝しげな表情に、やや厳しさがプラスされてきただろうか。

　まさか、無責任な奴だ、と思われてしまったのか？

「いや！　もちろん！　ノルンがロクでもない男を連れてきたらですね。こう、そいつを荒野に連れ出してですね『ノルンが欲しければこの俺を倒していくがいい！』とか言うつもりですよ。どこの馬の骨ともわからん奴に、ノルンはやれませんからね！」

　慌てて言い訳をしておく。ノルンを薦める前に、俺が無責任だと思われたら大変だ。

　何が大変かはわからないが、とにかく大変だ。

「つまり、ノルンを嫁にもらいたければ、お前を倒さなければいけないということか？」

「いや……！　別に必ずしも強い必要はありません！　が！　ただまぁ、そうですね、胆力……そう、胆力のようなものは見せてもらいたいですね」

　いざという時に怖おじ気けづいて逃げるような奴はダメだ。

　そんなのにノルンは任せられない。

　俺もよく怖気づくが、せめて逃げないぐらいの胆力は持っているつもりだ。だからそう、負けるとわかっていても向かっていくぐらいの気概が必要だってことだ。

「そうか」

「そうです」

　もちろん、ルイジェルドならそのへんは大丈夫だがね。

　という意味合いの視線を、チラチラとルイジェルドに送ってみるが、彼の表情は動かない。

　巌いかめしさは残ったままだが……。

　やはり、彼はノルンになど、興味がないということだろうか。

「……」

　そりゃそうか。彼にとってノルンというのは、子供なのだ。

　小さい頃に知り合ってから、ずっと弱々しい子供なのだ。そしてルイジェルドは子供に対して劣情を抱いたりはしない、そういう男なのだ。

「ルイジェルドさん……単刀直入に聞きますが」

「ああ」

　だが、それでも一応、聞いてみなければいけない。

　ノルンにかわいそうな結果になるとしても、だ。顔色だけで決めつけるわけにはいくまい。

　俺も、覚悟を決めよう。

「ノルンのことをどう思いますか？」

「……」

　ルイジェルドは沈黙した。

　黙りこくったまま、睨にらむような目つきで俺を見てきた。顔色は巌しい、実に厳しい。

　訝しそうな様子は完全に消えている。

「……」

　おかしなことだ。

　いつものルイジェルドならこういう時は即答するはずだ。

　子供か、戦士か。そんな二択のはずなのだ。

「……ノルンのことは、好きですか？」

　意を決した。

　言わなければ始まらない言葉。今、言うべきではなかったかもしれない言葉。俺ではなく、ノルンが言ったほうがよかったかもしれない言葉。

「そうか」

　それを聞いたルイジェルドは、そう短く呟つぶやくと、意を決したように立ち上がり、立てかけてある槍やりを手に取った。

「……ルーデウス、表に出ろ」

　俺はその行動の意味がわからず、彼を見上げた。

　戸惑いつつ見上げる俺に、ルイジェルドはさらに、強い口調で言う。

「出ろ」

「……はい」

　有無を言わせぬその迫力に、俺は唯い々い諾だく々だくと従った。




　スペルド族の村から地竜谷の森の奥に向かって十数分。

　深い森の中。そこにぽっかりと開けた広場にて、俺はルイジェルドと向かい合っていた。

「……」

　ルイジェルドは先ほどから、ずっと険しい顔だ。

　なにか、怒らせてしまったのかもしれない。

　やはり、あんな話をした後に、ノルンが好きかと聞いたのは失敗だったか。

　あるいは、勘違いされてしまったのかもしれない。

　俺が政略的な意味で、ノルンを差し出そうとしている、とか。

　ルイジェルドのことである。

　男らしく、「兄ならばノルンを守れ。他人の機嫌取りになど使うな」と言うのであろう。

　そんなところが頼りになるから、俺はルイジェルドのことを信頼しているのであるが……。

「お前は、とっくに気づいていたんだな」

　しかし、ルイジェルドの口から出てきたのは、俺の予想とは違う言葉であった。

「……？」

　俺が何に気づいたというのだろうか。

　今、この瞬間もわけもわからず混乱している俺が？　お世辞にも察しがいいとは言えない俺が？

「何に？」

「皆まで言うな、いくぞ！」

　問答無用とはこのことであった。

　予見眼など開いているわけもなく、開いていなければルイジェルドの動きなど見えるはずもない。

「──いだっ！」

　ルイジェルドは一瞬で肉薄し、俺は地面に転がされていた。

　それでも、十数年前に比べて、何をされたのかはわかった。日頃の訓練の成果かギリギリで反応もできた。

　ルイジェルドが右から槍をなぎ払い、俺はそれを魔導鎧マジックアーマー『二式改』の篭こ手てにてガードした。

　が、ルイジェルドの次手であるローキックを、片足を上げてガードをし、片足立ちになったところ、軸足をクルリと回った槍の石突きで払われたのだ。

「どうだ？」

　ルイジェルドは俺の首筋に槍を突きつけて、無表情のまま見下ろしている。

「参りました。結構なお点て前まえで」

　何がどうかわからない。

　もはや、そう言うしかない。首を貫かれるってことはないだろうが、この状態では俺の負けは明らかだ。

「足りているか？」

　何の話だ。何が足りているというんだ。

「むしろ、俺の方が足りないかと」

「……なら、十分ということか？」

　何が十分かはわからんが、こんな状況で足りるもなにもないだろう。

　あっさり転がされた俺が何を言ったところで無様なだけである。

「十分かと」

　そう言うと、ルイジェルドは俺の前から槍をどけた。

　俺は体を起こして、その場に座り、そして自分でも情けないであろう顔でルイジェルドを見上げた。

「では、約束通り、お前の妹をもらう」

　すると、ルイジェルドは、おかしなことを言い出した。

　妹を、もらう。妹ってなんだっけか。そんな約束、したっけか？

　あれ？　何の話だっけ？

　ちょっと、話のつながりが見えなくなってしまった。

「お前が睨んでいる通りだ」

　俺が何を睨んでいると？

「俺はノルンに懸け想そうしている」

「懸想……」

　必死に、懸想の意味を思い出す。確かそう……思いをかけること。恋い慕うことだ。

「……え？」

　つまり、ルイジェルドはノルンが好きってことか？

　いやまて、早まるな。勘違いは俺の悪いクセだ。

「つまり、ルイジェルドさんは、ノルンが？」

「…………好きだ」

　もしかすると、俺は担がれているのだろうか。

　ここで喜び勇んで、じゃあノルンとの結婚を認めましょうとか言って、実際に白しろ無む垢く姿のノルンを連れてきたら、「ドッキリ大成功」とかいう看板を持ったルイジェルドが現れるとかじゃなかろうか。俺の精神に大打撃をもたらす攻撃だ。ノルンも寝込みかねない。間違いなくヒトガミの仕業だ。

　くそ、ルイジェルドがヒトガミの使徒だったなんて！

「なんの冗談ですか？　それとも、何かの罰ゲームですか？」

「冗談ではない」

　ルイジェルドは少しムッとした顔で言った。そうだろうとも、ルイジェルドは冗談を言わないのだ。こういう場合は、特に。

「いつから？」

「数ヶ月前、ビヘイリル王国での戦いの時だ。献身的に俺の看護をしてくれる彼女に、そうした感情を抱いた」

　確かに、あの時は仲なか睦むつまじかった。

　だが、あくまでノルンの一方的な恋慕だったのではないのだろうか。

　押しかけ女房のように世話を焼いていただけで、ルイジェルドの方はなんとも思ってはいなかったのではなかろうか。

「無論、手など出すつもりはなかった」

　俺の妹じゃなければ、手を出していたということなのだろうか。

　手を出していたということなのだろうな。オルステッドの知る、いつものループでの話によると、そうなるのだ。そしてノルンは女となり、妻となり、母となるのだ。

「だが、お前は気づいていたのだな。だから、唐突にやってきて、あのような話をしたのだろう」

「……」

　そんなわけがねえ。

　俺が知ってるのはノルンがルイジェルドのことが好きってことだけだ。

　そこから両思いだと知ることができるような、俺じゃねえ。

　俺がそんなに鋭いはずがない。鈍感系だぞ。その切れ味たるや、モーニングスターもかくやというレベルだぞ。

「改めて言わせてもらおう。ノルン・グレイラットを妻に迎えたい」

　ルイジェルドは、そう言って、俺の首に突きつけた槍を持ち上げた。

「そのため、胆力も見せた」

　じゃあ、今のはそれか。今のこの状況は、俺があんなことを言ったからか。

　胆力を見せるために、決闘を、ってことだったのか？　俺には、ルイジェルドの胆力を見せてもらうだけの力はなかったが……まぁ、そんなものは今さら確かめるまでもない。

　だが、こう、なんか。

　あれだな、思った以上に混乱しているのだろうか。

　うまく事が進みすぎている。

　罠わなか？　誰が誰をハメるための罠だ？

　わからん。どうなってるんだ。

「ええっと……前の奥さんとか、息子さんのこととかは、いいんですか？」

　わからないがゆえに、俺は問答を続けることとする。

　その場に座り込み、ルイジェルドを見上げつつ、言葉を発するのだ。

「前にも言っただろう。昔のことを引きずっているわけではない」

　相手がいないだけだ、とは、確かに以前聞いた気もする。ルイジェルドは俺が立ち上がらないのを見て、槍を地面に突き刺して、その場にあぐらをかいた。

　俺は正座へと座り方を移行する。それだけで、目線の高さが一緒になった。

「つまり……」

　ルイジェルドはそれだけ言って、難しい顔で俯うつむいた。

「……」

　そして、黙りこくってしまう。

　突然やってきた俺に恋心を暴かれて、開き直る決心はした、ここまで俺を連れ出して胆力も見せた。だが、彼は元々口下手な男でもある。それ以上、何を言いたいか、何を言うべきか、いろいろと整理がついていないのだろう。

「……」

　俺は、焦りすぎていたのだろうか。

　オルステッドからあんな話があったとしても、すぐにこの二人をどうこうする必要はなかったのではなかろうか。

　やはりもっと、遠回しな作戦を練って、二人の心を近づけていったほうがよかったのだろうか。

　こう、ノルンが攫さらわれたという設定で、ルイジェルドに助けを求めるとか……。

　いや、それで惚ほれるのはノルンだけだから、ルイジェルドを罠に陥れるとか。

　まって、そんなことをしたら俺がノルンに嫌われちゃう。

「俺はいずれ、人族と結婚するだろう」

　悩んでいると、ルイジェルドが言葉を発した。いずれというのはどういうことだろうか。

「どういうことですか？」

「お前のお陰でスペルド族は復興に向かっている。ビヘイリル王国の民や鬼族は、心地よいほどに我らを受け入れてくれている。いずれ、鬼族と同じように、王族か貴族とスペルド族の誰かが血縁を結ぶことになるだろう。そうなれば、まず最初の一人は俺が適任だろうという話はあったのだ」

「ほう」

　そんな話が……まあ、あるだろうな。

　ルイジェルドは立場で言うと、スペルド族の族長補佐という感じだ。

　しかも、かつての戦争の英雄でもあり、敬われている。村のアイドル……というとちょっと違うが、守り神的な存在であろう。

　そんなルイジェルドと、ビヘイリル王国の王族か貴族が結婚する。ビヘイリル王国にとっても、スペルド族が王国を守る立場になってくれることになり、安心するだろう。

「だが、もし、俺に選択権があるとするならば……ルーデウス、お前の家とがいい」

　その言葉に、俺は胸の奥から何か熱いものがこみ上げてくるのを感じた。

　ビヘイリル王国との友好は、スペルド族のためになる。

　きっと、俺の家と血縁関係になるより、ずっとスペルド族のためになる。

　でも、ルイジェルドは、俺の家を選んでくれたのだ。

　俺を選んでくれたのだ！

　いや、俺じゃない。いかんいかん、危うく、乙女デウスになってしまうところだった。

　と、思ったところで、ふと思い至ることがあった。

「ノルンで、いいんですか？」

「どういう意味だ？」

　訝しむルイジェルド。

「ノルンは……なんだかんだ言って、その、結構わがままです。あと、あんまり後先考えずに、相手の嫌なことを言っちゃう時もあります。もしかすると、夫婦間で喧嘩とかしたら、ルイジェルドさんの昔のこととかを、無神経に言っちゃうかもしれません」

「……」

　思ってもいない言葉が出てくる。

　おかしな話だ。俺はノルンを応援する立場にいて、ノルンの良いところを言わなければいけない。

　なのに、出てくるのは、ノルンの悪いところばかりだ。

「家事はひと通りできるみたいですけど、それを専門にやらせて上手にできるかどうかはわかりません。勉強はできるけど、あんまり応用や工夫は得意じゃないようで、初めて何かをすると、失敗が多いです。シャリーアでは簡単にできるけど、スペルド族の村では工夫しないとできないことも、たくさんあるでしょう。あの子は、きっとルイジェルドさんに迷惑をかけます」

　違う、こんなことを言いたいわけじゃないんだ。

　俺の家には、他にも妙齢の女性はいる。

　例えばそう、アイシャだ。正直、アイシャはノルンよりも優秀だ。

　家事もできるし、子守もできる。ノルンにできて、アイシャにできないことはない、ってぐらい優秀だ。そう考えると、どうしてもこう、ノルンでいいのだろうか、という気持ちが湧くのだ。

　俺はノルンを応援したい。

　だが、ルイジェルドもまた、好きなのだ。

　二人に幸せになってほしいからこそ、どちらかに不満がないようにと考えてしまうのかもしれない。

「──だがそれは、一生懸命やってくれた結果だろう」

　俺の言葉を遮ったのは、やはりルイジェルドだった。

「俺は知っているぞ。ノルンの悪いところも良いところもな」

　言葉を失った俺に、ルイジェルドは畳みかけるように言った。

「お前も、知っているのだろう？」

「もちろんです」

　ノルンには、良いところもたくさんある。

　最近のノルンに詳しいわけじゃない。でも、ノルンは人のことを考えられるようになった。

　アイシャと比べられることがなくなったことで、必要以上に卑屈にならなくなった。

　ヒステリーが減って、アイシャとも喧嘩をしなくなった。

　面倒見もいい。家ではあんまりだが、同級生や後輩にも慕われている。

　十五歳の誕生日の時だって、ノルンの友人はたくさん来た。

　今でも、学校の後輩が我が家に来て、勉強や生徒会についてノルンに相談をしてたりもする。

　ノルンは何事にも一生懸命取り組んでいる。

　一生懸命やった結果、一番にはなれないけど、苦手なことでもちゃんとできるようになっている。

　ノルンは苦手なことが多いから、他人と比べれば、そりゃパッとはしないかもしれない。

　それこそアイシャと比べれば、雲泥の差になってしまうだろうけど……。

　でも、他人なんてどうでもいいのだ。

　彼女は努力して、着実に進んでいく。それをきっと、これからも、一生続けていくことだろう。

　今のノルンは、そういう子なのだ。

　とても、いい子なのだ。

　自慢の妹なのだ。

　そして、ルイジェルドも、それを知っているのだ。ノルンが一生懸命な子だと、知っているのだ。

　俺に言われるまでもなく。

　そして、ノルンのダメな部分も。

　昔からあった、ダメな部分も知っていて、許容してくれている。

　全部をひっくるめて、好意を持っていてくれる。

「……どんな時でも、ノルンを守ってくれますか？」

「ああ」

　ルイジェルドは力強く頷うなずく。

　そうだろう、彼ならノルンを死ぬまで守ってくれる。

「結婚したら、ノルンは違う種族に囲まれて、家族からも離れて、大変だと思うのですが、支えてくれますか？」

「ああ」

　ルイジェルドは力強く頷く。

　そうだろう、彼ならノルンを死ぬまで支えてくれる。

「ノルンが、ちょっとしたことで拗すねたり嫌なことを言っても、愛想をつかさないでいてくれますか？」

「ああ」

　ルイジェルドは力強く頷く。

　そうだろう、彼なら拗ねるノルンの頭を、優しく撫なでてくれるだろう。

「ノルンは、ミリス教徒ですけど……浮気しないでくれますか？」

「ああ」

　ルイジェルドは力強く頷く。

　そうだろう、当たり前だ。ルイジェルドは女の色香に迷ったりはしないのだ。

「ノルンは、あいつ、俺よりも泣き虫ですけど、いいですか？」
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「ああ。だからお前も泣くな」

　俺はボロボロと涙を流していた。

　彼の言葉は短いが声音は誠実で、その顔は真剣で、視線は真しん摯しだ。

「問題ない。全てわかっている」

　ふと、思い出した。

　あの転移事件から中央大陸に旅をする間。

　ルイジェルドのそばは、安心できた。どんな魔物が来ても、彼なら守ってくれるという安心感があった。もちろん、魔物以外はちょっとダメな部分もあったけど、それは人なら仕方のないことだ。

　完璧な人間などいないのだから。

　ルイジェルドのダメな部分は、ノルンが助けてやればいいのだ。

　そしてきっと、今のノルンなら、それができる。

　すでに、彼女はそれを証明している。

　でなければ、ルイジェルドが、ノルンをもらいたいと言うはずもない。

　そう考えて、俺は肩の力が抜けた。

　安心した。

「妹を、よろしくお願いします」

　最後に俺は頭を下げた。







「ノルンの嫁入り　後編」




★ ノルン ★




　私はルイジェルドさんと結婚することになった。

　あれよあれよ、という感じだった。

　兄さんにあれこれと聞かれ、正直に答えて。

　それから十日もしないうちに、兄さんにルイジェルドさんと引き合わされて、その場で愛の告白と同時に、プロポーズを受けた。

　ふわふわとした気持ちのまま、話が進んでいった。

　十日後に結婚式も行うという。

　兄さんとルイジェルドさんは着々と準備を進めている。

　私がしたことといえば、スペルド族の女の人と一緒に、結婚衣装を作ったぐらいだ。

　ルイジェルドさんがいつも着ているような、スペルド族っぽい衣装を。

　結婚式はスペルド族の方式でやるらしい。ミリス式に少し憧れていたのは事実だけれど、ルイジェルドさんのところにお嫁に行く、という事実が強調されている気がして、嫌な気持ちはしない。

　スペルド族の皆さんも、いい人ばかりだし。正直、これ以上、望むことはない。人前で額にキスとか、ルイジェルドさんは嫌がるだろうし。

　何にせよ兄さんは「任せておけ」と言った。私はそれをありがたく、受けるだけだ。

　でも、『ミリスの首飾り』ぐらいは欲しいかもしれない。

　頼んでみようかな……。

　きっと、兄さんにワガママを言う機会も、これで最後だろうし。

「……」

　なんてことを思いつつ、私は自分の部屋を整理していた。

　アイシャと一緒に、ルイジェルドさんに連れてきてもらってから、ずっと使っている私の部屋。

　長いこと寮生活をしていたので、この部屋より寮の方が自室という感覚が強い。

　でも、整理していると、一つ一つのものに思い出が宿っているのがわかる。

　ザノバ先輩にもらった、ルイジェルドさんの人形。初めて見た時に感動して、ついねだってしまったもので、卒業まで寮の部屋に飾ってあった。

　なんだかんだ言って、この人形を毎日眺めるのが、日課のようになっていた。

　ルイジェルドさんとは、ちょっとだけ似てないけど、でもルイジェルドさんとわかる人形。

　これを見て、いつも、会いたいなと思っていた。

　それから、木刀。

　エリス姉さんに剣を教えてもらうようになってから、毎日のように振っている。

　あまり上達はしていないし、自分でも才能がないってわかっているけど、それでもいい。

　剣を振るのは楽しいし、世界で一番強くなりたいわけでもない。

　才能がないからやめろ、なんてくだらないことは、このシャリーアでは誰も言わない。

　兄さんはもちろん、エリス姉さんだって、ロキシー姉さんだって、シルフィ姉さんだって……ザノバ先輩やクリフ先輩だって、言わなかった。

　みんな、才能あふれる人たちなのに、言わなかった。

　今となってはそれが、とてもありがたいことだとわかる。

　そして、才能がないけど頑張る、というのが、とても大切なことだとわかる。

　そうでなければ、私は生徒会の会長になんてなれなかっただろう。

　私が会長となった生徒会のメンバーは、みんな才能がなかった。

　一部の教師には、魔法大学始まって以来の、ボンクラ生徒会とまで言われた。

　でも、ジーナス教頭先生だけは「アリエル会長の頃よりも、生徒たちが穏やかに過ごしていますね」と言ってくれた。

　実際、私が生徒会長を務めていた頃は、学校内での暴力事件や犯罪が、アリエル会長の頃より少なかったらしい。もしかすると運が良かっただけかもしれないけど、私はそれは、生徒会のみんなの才能がなかったからじゃないかな、と思う。

　ボンクラだから、生徒会が生徒のことを考えられた。ボンクラだから、生徒たちも、生徒会のことを考えてくれた。助けてあげないとな、と思ってくれたのだろう、と。

　一万人も生徒がいる学校なんだから、十人ちょっとの生徒会が頑張るより、一万人の生徒が少しずつ心がけてくれたほうが、良くなるに決まっているのだ。

　クローゼットの中にある学校の制服も着なくなった。

　たしか、この制服はナナホシさんがデザインした、と聞いている。

　それ以前は、服装はバラバラだったそうだ。

　私が入学した時には、すでに誰もが制服かローブを身につけていた。

　どんな強こわ面もての生徒も、妖よう艶えんな美女も、みんな同じ服だった。

　友達がたくさん出来たのは、みんながみんな、同じ服を着ていたからなんだろうと思う。

　きっと違う服だったら、私も今の友達と仲良くできなかったと思う。

　魔族の人とか、獣族の人は、話しかけようとか思えない格好をしてる時もあるし……まあ、わかんないけど。

　でも、アイシャが自分の傭よう兵へい団でも真似をして、制服制度を採用していたから、生徒全員に同じ服を着せる、っていうのはとても有効だったんだろうと思う。だって、あのアイシャがやっているんだもん。

　そして、壁にかけられた、お父さんの剣。

　お父さんが、お母さんと結婚する前からずーっと使っていたという剣。

　兄さんがお父さんの遺品を分配する時に、私にくれた剣。

　もう一本はアイシャがもらったけど、兄さんが戦いに使うからといって、すぐに持っていってしまった。鎧よろいはお母さんの部屋に飾ってある。

　私は、何かある度に、この剣に向かってお祈りをしている。

　お父さんはミリス教徒じゃないし、ミリス教徒からすると眉をひそめてしまうタイプの人だったけど、私は好きだった。

　今も生きていたら、きっと小言ばっかり言っちゃうだろうけど……でも、嫌いにはならなかったと思う。

　だって、お父さんは、とても頑張っていたから。

　兄さんにしろ、私にしろ、頑張ってもダメな時はあるから……だからずっと好きなままだったと思う。

　そんなお父さんに、今日もまた、お祈りをする。

「私も、結婚することになります」

　いや、こういうのはお祈りではなく報告だったか。

　兄さんはそう言っていた。兄さんも、よく一人でお父さんの墓に行って、報告をしているそうだ。

　忙しい人なのに……そういうところがマメで凄すごいと思う。

「兄さんが、お父さんの代わりを務めてくれています。私は、きっと、今まで兄さんにとって重荷だったでしょうに、私のために、何も文句を言わず、一生懸命、動いてくれています。……兄さんには、感謝しても、しきれません」

　結婚の報告のつもりが、兄さんへの感謝になってしまった。

　兄さんは、本当に、死んでしまったお父さんと、あんな風になってしまったお母さんの代わりになって、私を守ってくれたと思う。

　もちろん、兄さんは忙しい人だから、私まで目が届かないこともあった。

　私はそんな兄さんを見て、お父さんが死んだから嫌々面倒を見てるんじゃ、って思ったこともあったけど。今は、そうじゃない、っていうのはわかる。

　うまく説明できないけど、兄さんはちゃんと、お父さんとお母さんの代わりをしてくれている。

　私には、ずーっと昔の記憶がある。

　私がまだ生まれて間もない頃の記憶だ。

　もちろん、おぼろげで、しっかり憶おぼえているわけじゃない。

　まだ私がハイハイも上手にできなかった頃の話だ。私はアイシャと競争をしていた……んだと思う。どうして競争していたかわからないけど、ゴール地点にはお母さんがいたのを憶えている。

　もちろん、私はアイシャに負けた。

　アイシャは凄い速さでお母さんのところにたどり着いて、お母さんはアイシャを抱き上げて、いい子ね、よくできたね、と褒めた。

　私はそれを見て、泣いた。

　お母さんが遠くて、アイシャにお母さんを取られたような気がして、私は褒めてもらえないんじゃないかって気がして、泣いた。

　そうしたら、お母さんは言ったのだ。

「ノルン、お母さんちゃんと待ってるわ、ここまでいらっしゃい」

　そう言って、私がたどり着くのを待っててくれて、ちゃんと褒めてくれた。

　兄さんも、私を待っていてくれる人だ。

　私がどれだけどんくさくても、待ってくれる。

　辛抱強く、時には苦笑しながら、あるいは狼ろう狽ばいしながらも、でも決して見捨てたりせずに、待ってくれる。そういう人だ。

　だから、ちゃんとお母さんの代わりもしてくれてたんだってわかる。

「……」

　結婚の準備だってそうだ。

　兄さんは、全てやってくれた。

　きっと、お父さんが生きていたら、やっぱり兄さんと同じように動いてくれただろうと思う。

　もしかすると、ルイジェルドさんが気に入らなくて、ちょっと喧けん嘩かとかしちゃったかもしれないけど。でも、いざ、結婚をする、となったら「オレに任せろ」と言って、方々に手を回してくれたんだろうって思う。

　お父さんが、お母さんと結婚する時も、そんな感じだったんだろうし。

「……」

　そんなことを考えつつ部屋の整理をしていたら、すぐに済んだ。

　元々、モノをあまり置いていない部屋というのもあったけど、私の私物はなくなり、ガランとしている。

　この部屋は、ルーシーちゃんあたりが使うらしいけど、これぐらい整理すれば大丈夫だろう。

　あとは、私物と、いくつかの思い出の品を持って、ルイジェルドさんの家に行くだけだ。

　スペルド族の村の、ルイジェルドさんの家に。

　正直、夢でも見ているような気分だ。

　ずっと昔から、ずっと憧れていたルイジェルドさんと結婚するなんて。

　わくわくするし、ドキドキする。シルフィ姉さんもそうだったらしいけど、男の人とふたりきりで生活を始めるというのは、期待と緊張が入り交じる。

　ルイジェルドさんはずっと年上だけど、結婚するとなれば、兄さんとシルフィ姉さんたちがしてるようなこともするだろう。

　やり方については学んだけど、実践経験はない。

　ちょっと不安だ。優しくしてもらえるのだろうか。ちゃんとやっていけるのだろうか。

　でも、不安よりも期待の方が上回っているのはわかる。わくわくが強い。

　あの日、ルイジェルドさんの名前を聞いた時に、咄とっ嗟さに兄さんに縁談を進めてくれと言って、本当によかった。

　そう、心から思う。

「ねぇ、ノルン姉……ちょっといい？」

　ふと、扉がノックされ、そんな声が聞こえた。

　私をノルン姉と呼ぶ人間は、一人しかいない。アイシャだ。

「いいですよ、どうしました？」

「うん……ちょっと、いい？」

　アイシャは部屋に入ってくると、ややもじもじとした様子で扉を閉めた。

　珍しい。私に対してこんな態度を取るアイシャを見るのは、初めてかもしれない。

「座ったらどうです？」

「うん」

　アイシャは促されるまま、ベッドに座った。

　私は整理してあったルイジェルドさんの家に持っていく荷物だけを脇にどけて、椅子に座った。

「その……ノルン姉、結婚……いや婚約？　おめでとう」

「ありがとう」

　そういえば、兄さんが私の結婚について発表した時に、いろんな人に祝ってもらったけど、アイシャには言われていなかった。

「なんか、変な感じする。ノルン姉が結婚なんて、ねえ」

「そんなことを、言いに来たんですか？」

「いや、そうじゃなくて……その、ね……ノルン姉、結婚って、どんな感じ？」

　アイシャは私の方を向かない。

　目を逸そらしたまま、聞いてはいけないことを聞きたいみたいに、聞いてくる。

「どんな……って？」

「ノルン姉は、なんで結婚するの？」

　……あ、そういえば、思い出した。

　アイシャには言われたことがあったっけか。

　「才能がないってわかってるのに、なんでそんなことするの」って。

　相変わらずな妹だ。とはいえ、昔はそれが悪口とか、嫌味に聞こえていたけど、最近はどうも違うらしいというのがわかってきた。

　アイシャはアイシャで、いろんなことに才能がありすぎるせいで、いろいろと迷っているのだ。

　なんでもうまくできちゃうから、うまくできないのにやる、ってことが感覚的にわからないのだろう。いや……昔のアイシャはそういうことを言う時には、嫌味も多分に混ざっていたか。だから昔は、とてもアイシャのことが苦手だったのだ。

　けど、最近は苦手意識も消えた。

　アイシャから嫌味が消えたのは、いつ頃からだっただろうか……私が生徒会長になったぐらいだっただろうか、いや、もっと前からだっただろうか……今となってはわからない。

　ただ、少なくともルーシーちゃんが生まれた頃から、アイシャはかなり変化したように思う。

「なんでと言われましても……この結婚は、意味のあるものですし、私もルイジェルドさんが好きですし」

「好きって何？」

「……一緒にいたいとか、この人を見てると抱きしめたいとか、抱きしめられたいとか、そういう気持ちが自然と湧いてくることです」

「あたしはお兄ちゃんのことが好きだけど、その好きとは違うの？」

「それは……私はアイシャじゃないから、わかりません」

「だよね……」

　そう言うと、アイシャはベッドに座ったまま足を伸ばし、ベッドにバタンと倒れ込んだ。

「わかんないなぁ……」

　アイシャは足をパタパタとさせながら、うーと唸うなった。

「リニアも、プルセナもさ、最近は結婚、結婚ってうるさいんだよね。婚期を逃したとか、ここまで来たらもう妥協はできないとか。結婚って、そんなに必死になるものなのかな？　どうしてもしなきゃいけないのかな？　理屈として、したほうがいいってのはわかるんだよ？　でも、みんなそこまで考えてるわけじゃないでしょ？」

「アイシャは、結婚したくないんですか？」

「したいのか、したくないのかもわかんない」

「好きな相手とかも、いないんですか？」

「いない。小さい頃はお兄ちゃんと結婚するんだと思ってたけど、でもお兄ちゃんとは何か違くて、でも、この家を出るって、何か想像もできなくて……」

　アイシャは小さな頃から兄さんにべったりだった。

　彼女に初めて会ったのはミリスで、お父さんが立ち直って立派に仕事をし始めてしばらくした頃だった。

　正直、あの頃はアイシャのことを妹だとは認識できなかった。

　寮の友人に聞くところの「再婚相手の連れ子」みたいな感じだったんじゃないかと思う。

　リーリャさんも、アイシャを妹というより、もっと別の、部下のメイドみたいに扱おうとしていたし。

　そんな彼女を妹と認識したのはいつからだったろうか。

　一緒に、ミリスの学校に通っていた頃だっただろうか。

　それとも、ルイジェルドさんやジンジャーさんと一緒に、シャリーアに旅する間だったろうか。

　今となっては、思い出せない。少なくとも、このシャリーアで暮らし始めた頃には、妹として認識していた。

「ノルン姉はさ、今どんな気持ち？」

「私は……幸せです」

「幸せ？　それって、どんな感じ？」

「口では説明しにくいですけど、なんていうか、今は何も嫌な感じがしないです。これから、いいことばかりがあるわけじゃないってわかっているんですけど、でも、これから良いことがあるのが疑えないような、そんな感じです」

　言い終わる頃には、アイシャは体を起こして、じっと私を見ていた。

　そしてしばらくして、ポツリと言った。

「そんなのが幸せなの？」

「そんなのって……」

「だって、あたしは大体いつもそうだよ？」

「じゃあ、アイシャはいつも幸せなんじゃないですか？」

　そう言うと、アイシャはまたベッドに倒れ込んだ。

「幸せ……じゃない、気がする。なんか羨うらやましい。ノルン姉に初めて負けた気がする」

「私は別に、勝ったという感じはしませんけど……」

「いや、負けた。多分あたしは、ノルン姉に負けた」

　意外に思った。

　私は生まれてこの方、何をやってもアイシャに勝ったためしがなかった。

　アイシャだけではない。学校でも、特別優秀ということはなかった。攻撃魔術の模擬戦でも勝率は四割五分ぐらいだし、テストの平均点は頑張ってたわりに八十点前後といったところだ。

　もちろん、首席でもなんでもない。

　私が学んでいてアイシャが学んでいないことで勝負すれば、確かに一度や二度は勝てるだろうけど、十回、二十回と続けていくうちに、まったく勝てなくなるだろう。

　アイシャはそれだけ要領がよくて、成長が早くて、本質を見極めるのもうまい。

　そんなアイシャが負けた……と言ったのに、あまり嬉うれしくは感じない。

　別に、私が努力したわけではないし、競ったわけでもないからだろう。

　アイシャに勝とうと思って結婚するわけじゃない。

「ねぇ、ノルン姉」

「なんですか」

「結婚しても、たまに、会いに行ってもいい？」

　これも意外に思った。

　ここ最近、アイシャは私から距離を置いていたように感じていたからだ。

　兄さんの子供の世話をしてる時は、そんなそぶりを見せないけど。

　少なくとも、私が一人でいる時に、用もないのに近づいたり話しかけたりは、あまりしてこない。

「ええ……もちろんです」

「子供生まれたら、あたしにも抱かせてね」

「はい」

　子供……。

　シルフィ姉さんにもいろいろと聞いてはいる。

　まだ早いと思いつつも、いずれはそうなるだろうと思い、覚悟もしている。まぁ、その前の段階についての覚悟の方が強いわけだが。

　アイシャは今もなお、兄さんの子供たちの世話をしている。

　シルフィ姉も、かなり助かっていると言っている。

　思うに、この家を離れるのであれば、自分ひとりで育てなきゃいけない。

　そういう点でも心配だ。私なんかにできるんだろうか……。

　シルフィ姉さんあたりなら、ノルンちゃんなら大丈夫と言ってくれるだろうし、ロキシー姉さんなら一緒に不安がってくれるだろう。エリス姉さんならそんなの勝手に育つわ、なんて言うだろうけど……心配だ。

「むしろ、子育てについて、わからないことを教えてくれると助かります」

「それは、まかせて！」

「はい……ふふっ」

　私は笑った。

　アイシャの笑顔がなんだか嬉しくて、笑った。

　その日、私はアイシャと夜遅くまでお喋しゃべりをした。

　特に、意味のあるお喋りではなく、結論の出ない愚痴のようなものを延々と。

　そして翌日、私は荷物を持ってルイジェルドさんの家に引っ越した。







★ ルーデウス ★




　ノルンとルイジェルドの結婚式はスペルド族の村にて行われた。

　スペルド族の様式だ。

　満月の夜に、村人がそれぞれ料理を持ち寄り、皆で食べながら新郎新婦を祝うのだ。

　俺は村人ではなかったが、当然のように料理を持って、当然のように家族を引き連れて参加した。

　ノルンの家族なのだから、嫌とは言わせない。

　誰も嫌とは言わなかったし、むしろ歓迎されたが。

　料理はリーリャとアイシャが作ったものだ。

　アイシャはノルンの結婚について、実に複雑な感情を抱いているようだった。

　結婚が決まってからというもの、ソファに寝っ転がって何かを考えているところを、リーリャに怒られる、という光景を何度も目にした。

　そういえば、アイシャは結婚の数日前に、ノルンの部屋にて二人で深夜遅くまで何かを話していたようだ。

　話の内容についてはわからないが……彼女もいろいろと思うところがあるのだろう。

　何にせよ、決して祝福していないとか、そういうわけではないようだ。

　結婚式に持っていく料理に関しては手を抜かず、むしろ腕によりをかけて作ってくれた。

　彼女は、ミリスやアスラから材料をかき集めて、巨大なフルーツケーキを作った。

　スペルド族が甘いものを喜ぶのか、と思うところもあったが、そのへんはロキシーが太鼓判を押してくれた。

　まあ、ロキシーが甘いもの好きなだけかもしれないが……。

　一応、ノルンの晴れ舞台ということで、家族は全員参加とした。

　アルスやジークといった小さい子はもちろん、レオにジローにビートもだ。

　家族ではないが、この結婚式の立役者であるオルステッドも、隅の方にこそっと参加する運びとなった。ついでに、魔法都市シャリーアに滞在しているノルンの友人にも声をかけて、積極的に参加してもらった。

　ノルンの後輩である生徒会の面々は、ノルンが結婚すると聞くと、ぜひとも参加させてくださいと、向こうから頭を下げてお願いしてきた。

　スペルド族のひしめく広場の中、人族の一団が震えながら参列しているのは、少々かわいそうな光景ではあったが……。

　まあ、それでもみんな、幸せそうなノルンを見ていると次第に緊張も解けたようで、宴もたけなわとなる頃にはノルンにお酒を注つぎに行くだけの余裕が出来たようだった。

　そう、ノルンは幸せそうだった。

　家では、というか俺の前ではむすっとした表情をしていることも多いノルンだが、ルイジェルドの隣に座っている彼女は、終始はにかんだ笑みを浮かべていた。

　しかもノルンは時折ルイジェルドの方を見て、ルイジェルドがそれを察知してノルンを見る度に顔を赤くして俯うつむくのだ。

　スペルド族の女性陣が作ったという伝統的な花嫁衣装に身を包み、たくさんの料理を前にして、ルイジェルドを見ては顔を赤くして笑みを浮かべる。

　さらに式の途中でサプライズとして、ミリス式の結婚式も組み込んでもらったのもよかった。

　お色直しと称してルイジェルドとノルンの二人に純白の衣装に身を包んでもらい、二人が戻ってきたところで、サプライズゲストとして隠れていたクリフが登場し、ミリス式の祝のり詞とをあげるのだ。

　最後に、ルイジェルドが予あらかじめ用意していた首飾りをノルンにかけると、ノルンは真っ赤な顔をして、膝をついたルイジェルドの額にぎこちないキスをした。

　ノルンは終始驚きの表情だったが、一連の流れが終わった時には泣きそうな顔で笑っていた。

　とてもとても、幸せそうな笑顔だった。

　これを幸せと言わず、なんと言うのだろうか。

「ノルン姉、凄い綺き麗れいだね」

　アイシャはそんなノルンを、綺麗と称した。

　服装が似合っているから美しいのか、それとも幸せであることが美しいのか。

　わからないが、アイシャは羨ましそうにノルンを見ていた。

「アイシャも、いつかああなるさ」

「あたしはならないよ」

　即答であった。

　アイシャは結婚するつもりがないらしい。

　俺としては、ノルンだけでなく、アイシャも送り出してやりたいのだが……。

　まあ、結婚だけが人生ではないから、別にうちにいても構いやしないけど。

「……」

　それにしても、ノルンが嫁か。感慨深い。

　ミリスで会った時は、とても小さくて、攻撃的だった。学校に入学したら、寮の部屋に引きこもる、なんてこともあった。

　手のかかる子、だめでドジな子、という印象もあったノルンが、いつしか生徒会に入って、立派に生徒会長を務め上げて、大勢の後輩に慕われるようになって、そして結婚だ。

「……すん」

　思わず、鼻の奥がツンとなった。

　拝啓、パウロ様。

　ノルンはとても綺麗で、いい子に育ちました。草葉の陰におられますか？　おられないはずがないですよね？　いないんならさっさと来てください。

「お兄ちゃん、こんな時に泣かないでよ」

「泣いてなんかないやい」

「ないやいって……遠くで見てるぐらいなら、ノルン姉に一言ぐらい声かけてきたら？」

「ん、ん～」

　現在、宴もたけなわということで、参列者が順番に、新郎新婦に祝福の言葉を述べている。

　スペルド族の様式にそんな風習はないそうだが……クリフが何か言ったのかもしれない。

　ノルンは笑いながら、それぞれに挨拶を返している。

　そんな幸せな時間。俺が近くに行ってしまっていいのだろうか。

　遠くで見守っているぐらいがいい気がする。

「ノルンに嫌な顔されないかな？」

「されるわけないじゃん」

「そうかな」

「そうだよ」

「……アイシャもついてきてくれる？」

「皆で行けばいいじゃん……」

　まぁ、言うほど心配してるわけじゃない。

　どちらかというと俺の方が心配だ。絶対に泣いてしまう。晴れの舞台なのに、泣いてしまう。

　無様にわんわん泣いて、皆にノルンの兄貴は泣き虫野郎だと指さされてしまう。

　いや、それはいいんだが、俺はこの間、ルイジェルドに泣くなと言われたばかりだ。だからこの場では、あまり泣きたくない。

　せめて家に帰ってから、シルフィの膝に顔をうずめて泣きたい。

「わかったよ。じゃあ行こうか」

　しかし、行かないわけにもいくまい。

　俺は皆を引き連れてノルンの方に近づいた。

「あっ」

　ノルンは俺たちを見ると一瞬だけキュッと口を結んだ。

　すぐに笑顔に戻ったが、ちょっと何か言いたいことがあるのかもしれない。

　なんだろう、怖い……と、怖おじ気けづく俺を追い抜くように、シルフィが最初にノルンの前に立った。

「ノルンちゃん、結婚おめでとう」

「ありがとうございます。シルフィ姉さん」

「これから不安に思うこともいろいろと起きるだろうけど、大抵のことはなんとかなるから、ちゃんとルイジェルドさんとお話しして、頑張るんだよ」

「はい、頑張ります」

　シルフィはそう言って、ノルンに対して笑顔を向けて、その場をどいた。

　次に出たのはエリスだ。

「ノルン、おめでと！」

「はい、ありがとうございます。エリス姉さん」

「剣の修行、さぼったらダメよ？　ルイジェルドは強いけど、守ってあげないといけない時は来るわ」

「はい、肝に銘じておきます」

　エリスは満足げに頷うなずいて、その場をどいた。

　そして、ルイジェルドの方に行って、何かを話し始めた。「ノルンをちゃんと守らなかったら承知しないわ」とかなんとか言ってる。エリスとしてはこっちがメインか。

　そんなエリスの脇から、ロキシーが前に出た。

「ノルンさん、おめでとうございます」

「ありがとうございます、ロキシー先生」

「こんな時まで先生はやめて……いえ、では最後ですので、先生らしいことを言わせてもらいます。異種族間の結婚は、本人たちより、むしろ周囲があれこれと言うかと思いますが、気にすることはありません。普段通りにやっていれば、いずれみんな認めてくれるようになりますから」

「……はい、先生！」

　次いで、リーリャとゼニスが立った。

「ノルンお嬢様、おめでとうございます」

「リーリャさん、お母さん……ありがとうございます」

「思えば、私はノルンお嬢様にとって、あまり快い存在ではなかったと思います。アイシャが何度も、ノルンお嬢様を悲しませることをしでかしたのは、全て、私の責任で……」

「いえ、そんなことはありません。リーリャさんも、私のお母さんでした。アイシャも、私の妹でした。確かに、ちょっと嫌なこともありましたけど、それはリーリャさんだからとかじゃなくて、普通のことなんだと思います」

「……そう言っていただけると、ぐすっ……うぅっ……」

　神妙にしていたリーリャだが、すぐに泣きだしてしまった。

　本当に、最近のリーリャは涙もろい。そんなリーリャを、ゼニスがよしよしと撫なでていた。

　が、しばらくして、ゼニスはフラッとノルンの隣に移動した。

「お母さん？」

「……」

　ゼニスは少しだけ微ほほ笑えんで、ノルンの手を取った。

　両手で、大切なものでも包むように、優しく、握った。

「お、おか、お母さん……」

　ゼニスは何も言わない。

　でも確実に思いは伝わり、ノルンの両目から、ボロボロと涙がこぼれ落ちた。

　先ほどの表情は、泣きたいのをこらえていたのだと、すぐにわかった。

「お母さん、い、いままで……ぐすっ、あ、あり、ありがとう……ございました……」

　もはや言葉にならないノルン。

　俺の番が回ってきた時には、ノルンの顔は涙と鼻水でぐちゃぐちゃだった。

　結婚式、晴れの舞台だというのに……。

「兄さん……」

　とりあえず俺は懐からハンカチを出して、ノルンの鼻に当てた。

「ほら、ビーッてやりなさい」

「自分でできますから！」

　ノルンはハンカチをひったくると、ビッと鼻をかんだ。

　そして、鼻をかんだハンカチをどうしようかと困った顔をしたため、俺はそれを受け取り、ポケットにしまった。

　そして、改めて向き直る。

「その……ノルン……おめでとう」

「兄さん……」

　ノルンは、きゅっと口元を引き締めた表情で、俺を見上げていた。

　なんと言えばいいものか。何か言葉を用意していた気がしたが、すっぽりと抜けてしまった。

「兄さん、その、今まで、ありがとうございました。私、今、幸せです。けど、幸せなのは、きっと、兄さんのお陰だと思います」

　迷っていると、ノルンが言った。

　今幸せだと言ってくれた。そんなのは、見ればわかる。

「いや……ノルンが頑張ったからだよ」

「私は、頑張ってないです。この結婚だって、兄さんが全部やってくれましたし」

「ノルンが頑張ってなかったら、ルイジェルドから結婚させてくれなんて、言われてないさ」

　ルイジェルドは、戦士か子供かの人だ。

　ノルンが昔と変わらず子供だったら、きっと、こんなことにはなっていない。

「でも、私は、兄さんのお陰だと、思うんです。本当に、ありがとう、ございました」

　ノルンがまた泣きそうになっていたので、俺はポケットからハンカチを取り出そうとして、しかしそのハンカチが湿っていることに気づいた時、ふと隣からハンカチが差し出された。

　アイシャだった。

　俺はそのハンカチを受け取り、ノルンの涙を拭いてやった。

「ノルン」

「はい」

「その、うまく言えないし、大切なことは皆が言っちゃったから、俺が言えることってあまりないんだけど」

「はい」

「これから、辛つらいこととか、苦しいこともあるだろうけどさ……頑張って、その、これからもずっと、幸せでいてくれ」

　不思議と涙は流れなかった。

　絶対に泣くと思っていたし、先ほどまで涙ぐんでもいたのだが、言葉を発した時には、もう涙は引っ込んでいた。

　ただただ誇らしい気持ちで、ノルンの前に立てていた。

「……はい！」

　するとノルンも泣き止やんで、満面の笑みで大きく頷いたのだった。





★　★　★






　こうして、ノルンは結婚した。

　ルイジェルドとノルン、身長差も年齢差も大きいカップルだが、思いのほか相性は良かったようで、一年後には子供が生まれた。

　ノルンそっくりの顔に、緑色の髪とキュートな尻尾、額に宝石を持つ、スペルド族の女の子だ。

　その子は『ルイシェリア・スペルディア』と名づけられた。

　その名前を聞いた時のオルステッドは、とてつもなく怖い顔をしていた。

　とてつもなく怖い顔で、笑っていた。その身の毛もよだつような笑みを見て、俺は悟った。

　きっと、思い出にある名前と一致していたのだろう、と。














「ルーシーの入学初日　前編」




　時は流れた。

　エリスとロキシーは無事に子供を出産した。

　両方とも女の子だった。

　ロキシーの娘にはリリ、エリスの娘にはクリスティーナと名づけた。

　これで、娘が四人、息子が二人だ。家も手狭になってきた。家の増築も視野に入れつつ、そろそろ家族計画も考えるべきかもしれない。

　さらに、ルーシーが七歳になった。

　七歳といえば、小学校一年生である。

　小学校とは、同世代の子供たちと共同生活をしつつ、生きていくために必要な基礎的な知識を学ぶ場所である。

　無論、知識は親が教えればいい。

　学校において最も大切なキーワードは、集団生活だ。

　人間は群れる動物である。大抵の人間は、一人では生きていけない。支え合い、助け合い、時には喧けん嘩かしながら、まとまって暮らしていくものだ。あるいは、一人で生きていける強さを持っている奴もいるが、ごくごく少数だろう。

　学校という場所は、友人や仲間の作り方、接し方、喧嘩の仕方などを教えてくれる場所でもあるのだ。

　しかしながら、このラノア王国には小学校という施設はない。義務教育がないのだから、当然だ。

　学校という場所は行きたい者が行くものと思われている。

　だが、やはり俺は思うのだ。

　学校には行くべきだ、と。

　前世で俺が高校を中退したからというのもあるが、この世界においても、学校でいろんなものを得られた。ザノバと仲良くなり、クリフに出会い、バーディガーディに、ナナホシ、アリエル……そして、シルフィとも結婚できた。

　俺の現在の豊富な人間関係は、間違いなく、ラノア魔法大学に通学したから築けたものだといえる。

　だから、学校には行くべきだし、行かせるべきだ、と俺は思うのだ。

　と、去年の家族会議で発言したところ、半数以上の賛成が得られた。

　シルフィにロキシー、リーリャが賛成派だ。

　エリスは「別に行かなくてもいいわ」とは言ったものの、強く反対はしなかった。

　というわけで、ウチの子供たちは、七歳からラノア魔法大学に通わせることとした。

　入学するのは同世代だけではないが、そこで学ぶことは、必ずや子供たちの将来のためになるだろう、と思って。

　そして本日は、ルーシーの登校初日である。

　これから七年間、あるいは留年すればもっとだが、長いこと通うことになる学校の第一日目だ。

「ルーシー、忘れ物はない？」

「大丈夫！」

　ルーシーは、大きくてだぼっとした制服に身を包み、体に対して大きめのカバンを背負い、玄関に立っている。

　身につけているものは、全て新品である。

　カバンの中に入っている初心者用の杖つえやローブ、魔術教本、お弁当箱に至るまで、全て新品である。そしてルーシーはそんな新品で身を固めているのが嬉うれしいのか、姿見で自分の姿を見て、にまにましている。

　そのせいか、俺の言葉に対しても、ややおざなりである。

　まあ、昨日の夜に何度も確認していたし、そもそも持ち物がそんなに多いわけでもない。

　そりゃ、大丈夫だろうとも。

　しかし、あれ、もしかしてあれを忘れていないか？　とリマインドするのもいいんじゃなかろうか。

「ハンカチは持った？」

「ポケットに入れた！」

「筆記用具は？」

「カバンに入れた！」

「お弁当は？」

「カバンに入れた！」

「お父さんにいってきますのちゅーは？」

「それはダメ！」

　ダメ!?　バカな、そんなはずは……。

　じゃなくて。

　えーと、あとなんだっけか。忘れやすそうなもの。将来の夢とか、希望とか、真実とか……。

「ルディ、大丈夫だって」

　考えていると、シルフィが俺の背中をポンと叩たたいてきた。

「ルーシーだってもう大きいんだから、大丈夫」

　大きい。確かに、大きくなった。もう七歳だ。七歳といえば、もう一人でいろいろなことができる。

　ひとりでで○るもん、だ。

「パパ、大丈夫だよ！　私、頑張るもん！」

　ルーシーはギュッと拳を握りながらそう言った。

　その仕草は健けな気げで、可か愛わいらしく、とても不安である。もし俺が人さらいであったら、こんなものを見たらすぐに捕まえてしまうだろう。そう、大きくなったとはいえ、まだまだ小さいのだ。

「ルーシー、知らない人についていったらダメだよ？」

「はい！」

「もし無理やり連れていかれそうになったら、大声で自分の名前を叫ぶんだ、いいね？」

「はい！」

「もし、口を塞ふさがれたり、騒いだら殺すって言われたら、パパがあげたお手紙を、その人に見せて読んでもらうんだ、いいね？」

「はぁい！」

　ちなみに手紙には、誘拐犯への俺からのお願いが書いてある。

　俺がいかなる人物の配下で、どういった人間とつながりがあるか、といったことから、万が一ルーシーの体に傷をつけてしまった時のことも書いてある。

　文字を読めない可能性もあるが、奴隷商にも根回しをして、ウチの子を攫さらうような奴がいたら社会的リンチにしてやってほしいと頼んである。

　俺の娘を攫うような犯罪者は犯罪社会からもムラハチだ。

　しかし、それでも不安の種というのはどこにでも転がっているものだ。

　予測できない事態はいくらでもある。俺はルーシーがそういったものに巻き込まれないか、心配で心配で仕方がない。

「ルーシー、もし学校でお友達にイジメられたら、先生に言うんだよ」

「はい」

「ないと思うけど、先生がイジメてきたら、青ママか教頭先生に言うんだ。二人とも職員室にいるからね」

「はい」

「青ママにも教頭先生にも言えないなって思ったら、白ママか、赤ママか、アイシャおばちゃんか、リーリャおばあちゃんか、エリナリーゼおばあちゃんか……とにかく誰かに相談するんだ。もちろんパパでもいいし、パパの友達でもいい。一人で抱え込んだらいけないよ」

「はぁい」

「それから、もし別の子がイジメられてるなって思ったら……」

　と、そこで襟首を掴つかまれて後ろに下げられた。

　見ると、シルフィが怖い顔をしていた。ルーシーはというと、ちょっとしょんぼりしていた。

「パパ、私、大丈夫だよ……？」

　上目遣いで、ちょっと不安そうに言うルーシー。

　怖がらせてしまっただろうか。もっと、学園生活のバラ色加減を教えてあげるべきだっただろうか。友達百人頑張って作るんだよ、とか。

　でも大事なことなんだ。

　イジメというのは、時として誰も助けてくれない気持ちにさせられるけど、味方はどこかにいる。

「ルディ、ルーシーをもうちょっと信用してあげて」

「…………はい」

　でも、そうだ。

　子供の自主性を高めるため、学校に行かせるのだ。

　なんでもかんでも俺が解決してやろうと思ってはいけない。

　いずれルーシーも、成人すれば、我が家を出て独り立ちするだろう。

　もちろん、まだまだ先のことであるが、その時にしっかりやっていけるように、学校に行かせるのだ。

　そう、家族みんなで決めたのだ。

「ルーシー、みんなに行ってきますって」

「行ってきます！」

　そう言って、ルーシーは扉を開けて、元気よく家から飛び出していった。

　俺はそれを、行ってらっしゃいと言いつつ見守った。

「……」

　見送りにいたのは、俺とシルフィ、エリスにレオ、そしてリーリャとゼニスだ。

　ロキシーはすでに学校に出勤していた。

　アイシャは傭よう兵へい団の方で問題が起きたようで、早い時間から出かけている。

　他の子供たちは、まだおねんねだ。

「素振りしてくるわ」

「では、私は洗濯を」

「じゃあ、ボクはお掃除を」

　皆がそれぞれの用事に散らばる中、俺はじっと扉を見ていた。

　レオも一緒だ。心中は、きっと一緒だろう。

　心配だ。

　もしかすると、今頃、ルーシーは道に迷っているかもしれない。学校までの道は、何度もシルフィやロキシーと一緒に歩いたという。しかし、今日は一人だ。心配だ。

　やはり、七歳の子を一人で歩かせるべきではないのかもしれない。

　あんな可愛い子は、一人で道を歩くべきではないのだ。

　屈強なボディガードを何人もつけるべきなのだ。

　例えばそう、緑色の髪をして、白い槍やりを持ってて、子供好きな奴だ。

　それから、授業だ。

　ルーシーには、シルフィが、エリスが、ロキシーが、それぞれ英才教育を施している。

　ついていけないということはないだろうが、しかし、逆に先を行きすぎていて、浮いてしまうこともあるだろう。

　特別生というわけではない。

　ジーナス教頭からそういう話はあったが、あくまで普通の経験を積ませたいと考え、一般生徒として入学させた。試験もちゃんと受けさせた。かなりいい点だった。

　それが良い方向に出るのか、それとも悪い方向に出るのかわからない。

　実験のように使ってしまっているのでは、と危惧する思いもある。

「レオ」

「わふっ」

　レオは俺の呼びかけにひと鳴き応え、皆まで言うなとばかりに顔を上げた。

　さすが、ウチの守護神だ。阿あ吽うんの呼吸というやつである。

　俺たちに言葉はいらない。

「ルディ！　ダメだからね！」

　玄関の扉に手をかけたところで、後ろからシルフィの鋭い声が聞こえた。

　振り返ると、シルフィが腰に手を当てて、怖い顔で立っていた。

「しばらくは何もしないで見守るって、昨日約束したでしょ!?」

「や、違うんだ。レオがね、散歩に行きたいって」

　そう言うと、レオはそっぽを向いて廊下を歩き、子供部屋へと逃げていった。

　裏切りである。

　彼は外敵から子供たちは守ってくれるが、嫁から俺を守ってはくれないのだ。

「あのね、ルディ」

　俺が硬直していると、シルフィが腰に手を当てたまま、ため息をついた。

「前にも言ったけど、ボクはルディと離れたことで、成長できたと思ってるんだ。ルディに魔術を教えてもらって、勉強の仕方を教えてもらって、それを礎いしずえにして、いろんなことを学んでいったんだ。ルディがいなくなった後も、転移事件でアリエル様のところに行った後も」

「うん」

「確かにね、いろんなことを教えてあげて、守ってあげることは大事だと思う。けどね、やっぱり与えられるものだけじゃダメなんだよ。自分で見つけて、自分で知ろうとしないと、いつまでたっても、一人で立って歩いていけないと思うんだ」

　俺は今日という日を楽しみにしていた。

　ルーシーの保護者として、一緒に学校に行き、先生に「ウチの子をお願いします」と頼み、ルーシーに学内を案内してやるつもりでいた。

　そのために、今日という日に休みを取ったのだ。

　オルステッドに休ませてくださいと頼み、一日を空けたのだ。

　しかし、昨日になってシルフィは今のように主張した。

　俺がついていくことはまかりならぬ。ルーシーは一人で学校に行くのだ、と。

　そう主張した。

「だから、ね。今は静かに見守ってあげて？　何かで失敗しても、絶対にルーシーのためになるから」

「……はい」

　俺も納得した。

　シルフィは七年間、ルーシーを見守り、育ててきた。

　そんな彼女が、自信を持って、ルーシーを送り出したのだから、それを尊重すべきなのだ。

　俺がなんでもやってあげるというのはダメなのだ。

　まぁ、心配しすぎだというのはわかっている。

　ルーシーはしっかりした子だ。弟妹たちの面倒見もいいし、素直だし、近所の子供たちにも慕われていると聞く。むしろ、俺なんかよりも、ずっと簡単に学校生活に馴な染じめるだろう。

　なら俺がすることは一つだ。

　ルーシーが学校を楽しめるように、祈るのだ。

　俺の神様は学校にいる。ならば祈りは届くだろう。

「……じゃあ、俺はオルステッド様のところに行ってくるよ」

「うん。わかった。もし何かあったら任せてね」

　……でもやっぱり、何か寂しい。

　そう思いながら、俺はオルステッドの事務所へと向かった。




　それが一時間前のことである。

「というようなことがあったんですよ」

「……」

「確かにシルフィの言う通りだと思います。俺だって、シルフィだって、親元を離れたからこそ、成長できた。それは間違いなくある」

　現在、俺は愚痴を吐露していた。

　納得はしている。シルフィがそう決めたのなら、俺もそれに従うつもりだ。

　幸い、魔法大学には知り合いも多く、危険も少ない。

　ノルンが精力的に生徒会活動をしたお陰で、かなり治安も良くなっていると聞く。

　アイシャ率いるルード傭兵団も大きくなっており、町全体の治安も良くなっている。

　が、しかしやはり心配なのだ。言い知れぬモヤモヤ感があるのだ。

「でもですよ。ルーシーはまだ七歳なんです。まだあんなに小さいのに、一人で学校に行くなんて……いや、確かに俺がエリスのところに行ったのも七歳ですし、五歳の頃には村の中を歩きまわってましたけど……でも、せめて送り迎えぐらいはするべきだと思うんですよね。オルステッド様、どう思います？」

「……」

　オルステッドは怖い顔をしていた。

　その話は仕事と関係あるのか、って顔だ。

　相談相手を間違えたかもしれない。よくよく考えると、オルステッドは上司だ。この手の愚痴を言うべき相手ではない。

　ヒトガミ関連でのことなら、こういう愚痴もアリだろう。

　けど、さすがに、家庭のことを持ち込むのはよくないな。

　オルステッドだって、こんなことを言われても、どう答えればいいかわからないだろう。

　ルーシーはオルステッドの知る歴史には存在しない人物だし……。

　ただなんとなく、オルステッドならわかってくれそうな気がしたのだ。

　俺のこの居ても立ってもいられない感覚を！

「……」

　と、思ったらオルステッドが立ち上がった。

　肩を怒らせているようにも見える。

　もちろん、さすがに俺もオルステッドとの付き合いは長い。

　こんなことで怒ったりしないというのはわかる。

　全然怒ってないですよ。オルステッドを怒らせたら大したもんですよ。

「お前は愚かだ」

　あれ？　怒られた？　怒ってないよね？

　怒ってるように見える。おかしいな。怒られてるぞ。

「……これを使え」

　オルステッドが俺に手渡したのは、黒いヘルメットであった。

　呪い軽減のヘルメットの予備だ。

「……」

　これをどう使えというんだろうか。

「お前は娘が心配なのではなく、ただ娘を見に行きたいのだろう？」

「！」

　そうか、そうだ！

　俺は見に行きたいんだ。ルーシーのことを心配してるとか、してないとかじゃない。いや、もちろんそれもあるけど。俺はルーシーが教室で自己紹介をしているところとか、先生の質問にピッと手を挙げて答えるところとか、図書館で本を取ろうとして背伸びをするところとか、そういうのが見たいのだ。
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　魔法大学に授業参観はない。

　ノルンのも見たかったけど、見られなかった。せめてルーシーのは見たい。

　その気持ちが大きいのだ！

「で、でも、俺が見に行ったら、きっとシルフィが怒ります」

「……」

　そう言うと、オルステッドは無言で自分の上着を脱いだ。

　そして、俺の肩に羽織らせてくれた。まるで、「これも使え」と言わんばかりに。

　さっきのヘルメットといい、これといい、どうしろというのだ。

「あの、これは？」

「お前が行かなければいい」

　オルステッド様、何を言っているのかわかりません。どうか愚かな俺にわかるように言ってください。俺が行きたいのに俺は行けない。そんなとんちは一休みでお願いします。

「……ん？」

　いやまて、つまりそういうことか。

　ルーデウスはこのはしをわたるべからず。

　となれば、ルーデウスがわたらなければいい。

　立場というものは服を着ている。

　服が変われば立場も変わる。

　立場が変われば人も変わる。

　俺はねずみ色のローブを身につけて、オルステッドの右腕という立場にいる。

　でも、黒いヘルメットと白い上着を身につけたら？

「……」

　俺はヘルメットをかぶり、上着を羽織った。

　ヘルメットは重く、上着は分厚くまだ温かい。長時間身につけていれば、きっと肩がこるだろう。

　でもそんなことはどうでもいい。

　俺は鏡の前へと立った。

「これが、あたし……」

　鏡に映る姿は間違いなく……龍神オルステッド！

　そう、黒いヘルメットと白い上着を身につければ、俺でも龍神オルステッドになれるのだ！

　俺が行って怒られるのなら、オルステッドが行けばいい！

　万事解決だ！

「……」

　……いや、どう見ても違うな。

　オルステッドとは似ても似つかない。

　背丈も違うし、肩幅も違う。そもそも、全体の雰囲気からしてダメだ。オルステッドから立ち上る、あの異様な強者のオーラがない。鏡に映る存在は、どうみてもパチモンだ。

　これは、見る人が見れば、一発で偽物だとわかってしまうだろう。

「うーん……コレ、さすがにバレるんじゃないですか？」

「お前だと知られなければいい」

　それもそうか。

　そうだな、その通りだった。オルステッドじゃなくてもいいのだ。

　俺じゃなければいいのだ。となれば、ぶっちゃけヘルメットだけでもいいぐらいだ。

　さすが、オルステッド様は本当に頭の良いお方だ。

「オルステッド様」

「……」

「ありがとうございます」

「ああ」

　オルステッドはやれやれといった風情で、椅子に座り直した。

　また何か書類整理を行うのだろう。俺はそれを邪魔してしまったかもしれない。

　本来なら、今日は休みにしていたのだったからな。

「では、行ってきます」

　俺はオルステッドの姿をしたまま、会議室を飛び出した。

　こうしちゃいられない、急いで魔法大学へと向かうとしよう。




　龍神スタイルで事務所を出る。

　外は、実に良い天気である。

　ルーシーの初登校にふさわしい晴天だ。

　そして、こんな格好をしているせいか、なんだか強くなった気がする。これが虎の皮をかぶった狐きつねの気分なんだろうか。今なら北神だって小指の先でちょいちょいと片付けられる気がする。

「オルステッド様、お出かけですか？」

「……！」

　そう思った時、事務所の陰から唐突に声をかけられた。

　見ると、そこには大きな剣を持った少年の姿があった。

　アレクサンダー・ライバック。北神カールマン三世である。

　まさか、今の心の声を聞かれてしまっただろうか。

　いや、違うんだ。片付けられる気はするけど、それはなんていうか、ボクシング映画を見て強くなった気になっているのと一緒でね？　天井から吊つり下がっている電気のヒモでシャドーボクシングをしているだけでね、いわゆる動画勢というやつなんですよ、ええ。

「オルステッド様は、本日はどちらに行かれるのですか？　お供致しましょうか？」

「……？」

　一瞬、からかわれているのだと思った。

　だが、アレクの目はどこまでも澄んでおり、声音は真しん摯しだった。

「あ、先日はありがとうございました。まさか、北神流の四足の型にあんな利点があるとは……。オルステッド様があそこまで北神流にお詳しいとは思いもしませんでした。まだまだ自分が未熟であるとわかりました。ビヘイリル王国での自分を思い返すと、赤面して転がってしまいそうです」

　まさかこいつ、俺がオルステッドではないと気づいていないのだろうか。

　いやまさか。最近、アレクは常にオルステッドのそばに控えている。住居だって、事務所の地下の一室だ。オルステッドの番犬のような立ち位置になっているのだ。

　なのに番犬が主人を見間違えるとか、ヤバいだろう。

「気づいていないのか？」

「何にですか!?」

　いや、北神流のことだ、俺が謀たばかられている可能性もある。

　死神の幻惑剣。相手を戸惑わせる技術だ。

「正直に言ってくれ。わかってるんだろう？」

　そう言うと、アレクはきょとんとした顔をして、そして、すぐに真面目な顔になり、顎あごに手を当てた。

　さらに首をかしげつつ、眉根を寄せた。中空に浮かぶクエスチョンマークが見えるようだ。

　これは本気でわかっていない奴の顔だな。たまにエリスもやってる。演技だったら凄すごいが。

「申し訳ありません。なにぶん、鈍いもので、わかりません」

「……本当か？　何かいつもと違うところがあるだろう」

「細かいことでしょうか、申し訳ありませんが、僕はあまり、細かいことを気にしないタイプでして、罠わなとかも回避できませんし、それがいけないとはわかっているのですが、どうにも、生まれ持ったものというのは……」

　言い訳をしだした。本当にわからないのだろうか。

　背丈も違う、体格も違う、声音だって別に似せてるわけじゃないし、そもそも声質も違う。

　呪いだって、軽減しているだけで、まだ不快感程度は覚えるはずなのに……。

　嘘うそだろ？　え？　マジで？

「……事務所の、社長室に正解がある」

「なるほど、わかりました！」

　アレクはそう言うと、意気揚々と事務所の中に入っていった。

　ビヘイリル王国で戦った時は、もっと鋭い奴だと思っていたんだが、どうしたんだろうか。

　平時だとあんなものなのだろうか。

　そうだな、俺だって、戦う時とそうでない時では、集中力が違う。そんなものなのだろう。

　とはいえ、あいつをオルステッドのそばに置いておくのが、少し不安になってきたな……。

　まあ、今はそんなことより、ルーシーだ。

　アレクの反応を見るに、少なくとも、遠目に見れば俺がルーデウスだとはわからないという証明にはなった。

　これなら大丈夫だろう。





★　★　★






　アレクサンダーが事務所内に入ると、受付のファリアスティアと目が合った。

　彼女はアレクサンダーを見て、聞くか聞くまいか、一瞬だけ迷った後、口を開いた。

「あの、アレクサンダー様」

「ファリアさん、どうしました？　今から社長室にあるという『正解』を見に行くところなので、手短にお願いします」

「先ほど、ルーデウス様がオルステッド様の格好をして出ていったのですが……何かやっておられるのですか？」

　そう聞くと、アレクサンダーは実に驚いた顔をした。

「えっ……ルーデウス様が、オルステッド様の格好を……!?」

　アレクサンダーは、そんなことは考えたこともなかった。

　あのオルステッドの格好を真似するなど、自分にはとてもじゃないが恐ろしくてできないからだ。

　同時に、ゴクリと生唾が飲み込まれた。

　ルーデウスがオルステッドの格好をしている理由。

　そんなものは、考えるまでもない。

　オルステッドの格好をしなければできないことをやるつもりなのだ。

　恐らく、囮おとりか何かだろう。

　オルステッドの格好をすることで敵をおびき寄せ、足止めをする。

　その間に、オルステッドが何か目的を達成するのだ。

　となれば、敵はオルステッドでなければ相手ができないような強大な存在だろう。

　まだ見ぬ列強、技神か。それとも、アレクサンダーにとって苦々しい思い出の残る死神ランドルフか。はたまた、かの魔神殺しの三英雄の一人、甲龍王ペルギウスか。あるいは北神カールマン二世である、アレクの父アレックスか。

　どれも、ルーデウス一人の手には余る存在だ。

　あるいはあの魔導鎧マジックアーマーを装着すれば勝負にはなると思うが、それでは囮の役目は果たせない。

　ルーデウスの勇敢さは、アレクサンダーもわかっていた。

　恐れ知らずのルーデウス。

　アレクサンダーは彼の戦闘力に関しては自分より下だと理解しているが、ビヘイリル王国で見せた彼の動きはまざまざと記憶に残っている。自分よりも強大なものに愚直なまでに向かっていく力。

　それが何か、アレクサンダーはよく知っている。

　勇気だ。

　ルーデウスは、アトーフェラトーフェに認められた勇者なのだ。

　そして気づいた。

　それが正解なのだ、と。

「ファリアさん、そのことは、どうかご内密に」

「は、はぁ……」

　ファリアスティアの首かしげ度は徐々に上がっていっていたが、アレクはそれに気にすることなく、社長室への扉に手をかけた。

　願わくば、勇者と共に戦う栄誉をオルステッドから賜ろう。

　そう胸に秘めながら。

　そんなアレクがオルステッドより「正解」を聞くのは、ほんの数分後のことである。







「ルーシーの入学初日　後編」




　道を歩く。

　できる限り、人通りの少ない道を。

　それでも、さすがに注目されている気がするのは、俺が今、変装をしているからだろう。

　気のせいというやつだ。

　他人は、それほど他人に興味はない。いや、でもやっぱり、チラチラとこっちを見ている奴が多い気がする。

　それも当然か。

　オルステッドがこの町の郊外に事務所を作ってから、しばらく経たった。

　その姿を見たことのある者は少ないが、姿を知っている者は大勢いる。

　黒いヘルメットに、白い上着。今の俺の格好は、オルステッドの象徴だ。

　そんなのが道を歩いているのだから、注目されるのも当然だろう。

　むしろ、今の状態だと呪いもないし、人々に良い印象を与える可能性もある。

　なら、大通りの方に行ってみようか。デッドエンドを名乗っていた頃のように、良いことをしてイメージアップを図ってみるのもいいだろう。大通りの方が、学校までも近いし。

「うん、それがいい」

　一石二鳥だ。

　オルステッドの評判を良くすることは、俺にとってもプラスにつながる。

　そうだ、今度『龍神祭』として、皆で黒いヘルメットに白い上着を着て、踊り明かす祭りを提案してみようか。

　そう思って、大通りへと足を向ける。

「うおっ!?」

　と、その瞬間、俺はくるりと回れ右して物陰に隠れた。

　ちょうど、見覚えのある赤い髪が大通りに姿を現したからだ。赤髪に引き連れられた、白く大きな犬の姿もあった。ついでに、犬の背中には二人の子供の姿もあった。

　エリスとレオだ。

　レオの上に乗っていたのは、ララとアルスか。

　レオの奴、俺との散歩は逃げたくせに、エリスとの散歩には行くのか。

　いや、俺とのは違うか。あれは散歩のフリをした自己満足だった。エリスとレオがやっているのは、ナワバリの見回り。真の散歩だ。

　しかし参ったな。

　こんなところでエリスに遭遇するとは。いや、エリスなら言いくるめられるか。

　そうとも、二人で一緒にルーシーを見に行こうじゃないか。

「……」

　でも、この格好はどう説明しよう。

　いきなり斬りかかられたりしないだろうか。

　それに子供たちも心配だ。俺は今、ハッキリ、悪いことをしている。シルフィとの約束を破っている。そんな情けない姿を、子供たちに見せるべきか？

　否いなだ。

　……考えてみると、やっぱりよくないよな。

　こんな、変装までしてさ。やっぱり、帰ったほうがいいよな。

　一時の気の迷いで、ここまで来てしまったけど、家で待っていて、シルフィと一緒に帰ってきたルーシーを迎えてやるのが一番ではなかろうか。

　…………ああ、でもやっぱりルーシーの晴れ姿を見たい。

　ワガママだ。わかってる。

　でも、シルフィの言っていたこととは違うのだ。

　決して、ルーシーを信用してないから、こんなことをしているわけではない。

　ルーシーを陰ながら助けるためにこうしているわけではないのだ。

　約束する。神に誓う。もしルーシーが泣きそうになっていても、俺はその場では手助けをしない。

　家に帰って、ルーシーから話を聞いて、その時に助けてあげる、教えてあげるんだ。

　いいね、ルーデウス君。それがラインだ。シルフィとの約束を破らないラインだ。

　今、シルフィとの相談なしに勝手に決めてるけど、それを守る限り、俺はシルフィとの約束を破ったことにはならない。

　それでも、事が終わったら、ちゃんとシルフィに話して、謝るんだ。

　実はルーシーの授業での姿がどうしても見たかったから、見に行きましたって。

　ごめんなさい、我慢できませんでしたって。

　いいね？　できるね？　素直に怒られることはできるね？　うん。できる！　よーし、いい子だルーデウス。

「ワンッ！　ワンッ！」

　む、どうやらレオが俺に気づいたらしい。

　鼻をひくつかせて、こっちの方を見てる。

「何よ、どうしたの？」

　エリスにも気づかれるだろう。

　別に見つかったところで困ることはないが、そもそもこんな格好をしているのを説明するのも長くなる。引き止められても面倒だ。ここは迂う回かいすることにしよう。

「そこに隠れている奴、出てきなさい！」

　と、思った時にはもう遅い。エリスにも見つかってしまっていた。

　目立つ格好はこれだから……。

　さて、どうしよう。出るか、出ないか。出たとして、どう説明する？

　いや、でも、うん。まだ距離は遠い。遠目なら、バレないはずだ。

「……」

　半身だけ姿を出す。

　腰の剣に手をかけたエリスに、しっぽを振るレオ。

　そして、その上、レオにまたがるララと、ララに抱きかかえられるように座るアルスと目が合った。

　二人はきょとんとした顔で俺を見ていた。純真な目だ。

「オルステッド……？」

　エリスが怪け訝げんそうな顔をして剣から手を離したところで、俺は踵きびすを返した。

　さりげなく。ただ道端で見つけただけだよと言わんばかりの動作で。

「……ちょっと待ちなさい」

「っ……！」

　エリスが呼び止めてくる。バレただろうか。

　エリスも剣王だ。前剣神とほぼ対等に戦えるほどの猛者である。

　物腰を見れば、一発でオルステッドではないと看破するのではなかろうか。

「いえ、気のせいね。やっぱりいいわ。行くわよレオ」

　だが、俺が立ち止まるとすぐにそう言って、そっぽを向いて歩き始めた。

　レオは俺の方をチラチラと見ていたが、追いかけてくることはなく、エリスに追従した。

　作戦は成功だ。

「……」

　ふと、レオの背に乗る、ララとアルスと目が合った。

　ボーッとした顔のララに、きょとんとした顔のアルス。彼らはレオの背に乗りながら、俺を見ていた。二人に見送られるように、俺はその場を後にした。




　学校に到着した。

　俺は正面門を避け、塀を乗り越えて中へと侵入した。

　そして、そのまま学校の教室を目指す。

　あまり授業には参加していなかったとはいえ、数年は真面目に通った学校だ。一年生が授業を受けている教室の場所はわかる。

　俺は校庭で授業を受ける生徒や、授業の合間に歩きまわっている生徒の目を避けつつ、一年生の教室を目指した。

　ここも変わらないな。

　俺が卒業してから何十年も経ったというわけではないが、本当にそう思う。

　ただ、やはり見慣れぬ生徒が増えた。心なしか、俺が通っていた頃より、長耳族エルフや獣族、小人族といった種族が増えている気もする。魔族も結構多いか。

　食事の席でロキシーに聞いたが、最近の生徒会のメインメンバーの中に、長耳族エルフと小人族の族長筋が入った、というのが主な理由らしい。

　人族以外の種族の発言力や立場が強くなり、結果として各国からの他種族の入学が増えたのだ。

　アリエルが生徒会長だった頃には、見られなかった光景である。

　他種族が増え、しかしそれほどでかい顔をしすぎていないのは、ノルンが生徒会長だった頃の名残だろう。

　彼女は、基本的に種族差別を許さなかった。

　それが、今の学校の空気感になっているというわけだ。

　魔法三大国の一部の貴族が眉をひそめているらしいが、個人的には鼻が高い。

　そんな風に考えながら廊下を歩いていて、ふと曲がり角に差しかかった時、

「むっ」

「あっ」

　ちょうど、曲がり角の先から来た人物とハチ合わせた。

　その人物は、五人の生徒を引き連れていた。

　否、引き連れていたというより、まとわりつかれていた、といった風情か。

　まとわりつくというと、なんだか嫌な感じだが、要するに生徒に人気があって、一緒に歩いていた感じだ。生徒側がノートを手にしているところを見ると、どうやら授業でわからないところがあって、それを聞いているところなのだろう。

　とても感心なことだ。

　そうだな、その人に聞けば、なんでも答えてくれる。

　そして、その人が口から発するのは、真理だ。まぁ、たまに間違ったことも言ってしまうが、その間違いも含めて真理だ。君たちは今、啓示を受けているのだ。リベレーションだ。その人の言葉ほど心に響き、意味を持ち、力となるものはない。生徒たちよ、君たちは今、その言葉を真しん摯しに受け止め、意味をよく考え、人生に活かすべきなのだ。生徒たちよ、君たちは今、とても幸福なのだ。

「…………オルステッド？」

　その人物は、やや眠そうな目を訝いぶかしげにひそめた後、俺を見上げた。

　数秒で、その瞳が見開かれる。

「いえ、ルディ？　ルディですね。ルディでしょう？」

　さすがはロキシー。

　その慧けい眼がん、ごまかせるものではなかった。

「……なぜ、わかったのですか？」

　それでも俺は聞いてしまう。

　愚かな俺は、真実を知らずにはいられないから。

　わかっている。聡そう明めいなロキシーのことだ。特に理由もなく、真実にたどり着いてしまうだろうことは。

「そんなの、この町で、そんな格好してオルステッドのまねができる勇気があるのは、ルディだけだからに決まっています」

　理由はあった。さすがロキシーだ！

「このことをオルステッド様は知っているのですか？」

「ええ、一応。オルステッド様からの提案ですので」

「そうですか……なら、意味があってのことなんですね」

　ロキシーは頷うなずいて、俺の格好をじろじろと見た。

　何か、いい方向に勘違いをしてくれた気がする。

「……」

　しかし、いいのだろうか。俺はロキシーをだますのだろうか。一時のワガママのために、ロキシーに嘘うそをつくのだろうか。

　それでいいのか？　ルーデウスよ、それでいいのか？

「いえ、意味があってのことではないです」

　いいわけがない。俺がロキシーに嘘をつけるわけがない。

　いや、重要な局面でロキシーに嘘をつくのは仕方がないが、コレは違う。

　もしここで嘘をつけば、次の瞬間、二十年ぐらい先の未来から俺が飛んできて、俺に岩砲弾ストーンキャノンを撃ち込むだろう。あるいは、この瞬間、アイデンティティを失った俺は、手足の先からグズグズに溶けて不定形の存在に落ちぶれるだろう。

「では、なぜそんな格好を？」

「その、ルーシーを見たくて……」

「……見たくて？　シルフィと約束したのでは？」

「ルーシーを陰ながら助けるとか、過保護に育てようっていうんじゃないんです。ただ、その、ただ、授業中にどんな風か、見たくて……」

　しどろもどろにそう言うと、ロキシーはじっと俺を見上げた。

　責めるような目だ。周囲の生徒たちも、唐突のことで戸惑っている。

　申し訳ない、申し訳ない。

「……わかりました」

　しかし、ロキシーはふと視線をゆるめた。

「手助けせずにちゃんと見守るというのなら、わたしは見なかったことにします。オルステッド様が学校に視察に来ていた、ということにしておきます」

「先生……！」

「今回だけですからね」

「もちろんです。帰ったら、シルフィにも謝ります」

「それがいいでしょう」

　お許しをいただけた。もはや俺はロキシーに頭が上がらない。

　これからは一日に五度、ロキシーのいる方角に向かって三度拝礼しよう。

「では、わたしは次の授業までにこの子たちに勉強を教えないといけないので……ちなみにルーシーの教室はわかりますね？」

「はい。もちろんです」

「では」

　ロキシーはそう言って、俺の手を一度だけギュッと握ると、廊下を歩いていった。

　生徒たちは「今の誰なんですか!?」なんて言いつつ、それを追いかけていった。

　大人気だ。当然だろう。俺の先生だ。

「よし」

　気合を入れ直して、俺は廊下を歩き始めた。
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　教室に到着した。

　俺は廊下側から教室を覗のぞこうとして、やはり廊下はまずいかと思い、外に回った。

　オルステッドが覗きをしているなんて噂うわさが立ったら、我が社の命運にも関わるからな。

　そう思い、教室の窓の近くに衝つい立たてを作り、周囲から見えないようにして窓から……。

「……あれ？　普通に視察と称して授業見学という形でもよかったか」

　ロキシーが許してくれたんだから。

　許可を取って教室に入って見ればよかった気もする。ジーナスあたりに事情を話せば、それっぽくしてくれるだろうに、失敗したな。

　まあいいか。ひとまず、俺はルーシーの姿を見られれば、満足だ。

　そう思い、俺は千里眼を開眼しながら、中を覗いた。

　机の並ぶ教室。一年生と思おぼしき生徒たちがズラリと並んでいる。

　大半は十五歳を超えた大人。

　少数ながら、十歳前後の子供もいるが、七歳ぐらいとなるとほぼ皆無だ。

　七歳ぐらいに見える子も、ほとんどは小人族だろう。

　普通の人間に、魔族、長耳族エルフ、小人族、獣族。

　優しそうな顔をした奴、平和そうな顔をした奴、生意気そうな顔をした奴、いっぱいいる。

　教室の後ろの方に座っているのは、冒険者あがりだろうか、怖い感じだ。

　ああいうのに絡まれてイジメられないだろうか。

　いや、いくら奴らでも、七歳の子供をイジメるなんてことはないはずだ。

　しかしルーシーはどこに……ああ、いた、一番前の席に座っていた。

　さすが俺の娘だ。一番前に座るなんてやる気まんまんだな。

　と、思ったが、どうやら机がでかすぎるのが問題らしい。

　机が大きすぎるので、前が見えにくいのだ。

　真面目な顔で先生の言葉を聞き、ノートを取っているが、机の高さ的に少し辛つらそうだ。

　明日からは座布団か何かを持たせるのがいいかもしれない。

　隣に座ってるのは、十歳ぐらいの少女だ。

　小人族だろうか。いや、感じとしては人族だ。髪が整っているところを見ると、貴族だろうか。

　彼女は時折、ルーシーに話しかけては、自分の魔術教本を眺めている。

　ノートを取る、という文化は知らないようだ。

　ルーシーは真面目な顔で彼女の魔術教本を指さしつつ、何かを言っている。

　小声なせいか、よく聞こえないが、何かを教えているのかもしれない。

　さっそく歳が近い子と友達になったのだろうか。なれたのだろうか。

　まだ授業初日とあってか、先生の方も大した授業をするつもりはないらしい。板書の内容を見るに、あくまで魔術の初歩の初歩から始めているようだ。ルーシーにとっては、もう何年も前に通りすぎた道だ。楽勝だろう。

「せんせい！」

　と、思ったらルーシーが挙手をした。

「何かね？」

「総魔力量は一生同じではなく、子供の頃に魔術を使えば増えると聞きました。先生の言ってることは違うと思います！」

　学校で教わる内容と、シルフィやロキシーから教わる内容は少し違う。

　でもねルーシー、そういうのは、あんまり言わないほうがいい時もあるんだ。

　自分の考えが間違っていると指摘されて、いい気分になる先生はそうそういないからね。

「君、名前は？」

「ルーシーです。ルーシー・グレイラット」

「グレイラット……というと、ロキシー先生のところの娘さんかね？」

「はい！」

「なるほど、君は幼い頃から英才教育を受けているようだ」

　教師の瞳が光る。

　この教師、まさかとは思うが、ここでロキシーをディスったりはしないだろうな。

[image: ]

　まさか、娘の前で親をディスったりはしないだろうな。

　俺は今日、我慢すると決めている。決めているが、明日からは別かもしれない。明日の君の夜道がデンジャーゾーンになるかもしれんぞ。

「確かに、一部ではそういった説も出回っている。確かに、君の父君や、母君はそうだったかもしれない。あるいは、君の父君の弟子である、ジュリエット殿もそうだったかもしれない。だが、真偽のほどはまだまだ定かではないのだ。君の父君や母君、ジュリエット殿が特別だったのかもしれない。魔族や獣族は適用外かもしれない。あるいはもしかすると、君の父君やロキシー先生が勘違いをしているのかもしれない。十分な検証はなされておらず、私はその研究に携わってはいない。ゆえに、私は『総魔力量は一生同じだ』と教えるのだ。私自身がそうであったからね」

　教師は滔とう々とうと語る。

　ルーシーに言い聞かせるように、あるいは自分に言い聞かせるように。

　ルーシーは真面目な顔でそれを聞いていた。

「諸君らも聞いてくれ。これから先、諸君らは様々なことを学ぶだろう。魔術のこと、魔術以外のこと。在学中に、あるいは学校を卒業した後でも、学ぶだろう。学校にいる間、私たちは魔術師の先達として、様々なことを教える。諸君らはその教えを信じてもいいし、信じなくてもいい。間違っていると断じて、間違っていることを証明してもいい。そしてもし証明することができたのであれば、今度は君たちが私たちに教えてくれ。それが本当に正しいのだと、納得させてくれ」

　ふむふむ。

　柔軟性の高い思考を持っているようだ。悪い先生じゃなさそうだな。

　むしろ、いい先生かもしれない。

「以上だ。ルーシー君、何か質問はあるかな？」

「ありません！　ありがとうございました」

「はい。では座りなさい。授業の続きをしよう」

　教師はにこりと笑って、ルーシーを着席させた。

　すると、周囲から拍手が湧き起こった。

　ルーシーはぎょっとした顔で背後を振り返り、顔を赤くして俯うつむいた。

　いいんだよルーシー。君は今、正しいことを言ったんだ。

　本当に正しいかはさておき、正しいと思った人たちが拍手をしたのだ。

　だから胸を張りなさい。

　と、思っていたら、隣の子がぽんぽんとルーシーの頭を撫なでて、何かを言った。

　するとルーシーは顔を上げて、にこりと微ほほ笑えんだ。

　うんうん。ウチの子と仲良くしてくれ。

　喧けん嘩かしてもいいから、仲良くしてくれ。




　それからしばらく、俺はルーシーの授業風景を見続けた。

　いい教師、悪い教師がいた。

　だが、ルーシーは臆おくすることなく教師に質問し、疑問をぶつけた。

　教師は答えたり、はぐらかしたり、時にはルーシーの間違いを指摘しながら授業を続けた。

　ルーシーは目立った。

　七歳の少女が、意欲的に授業を受けるというのは、珍しいことだろう。

　昼休みにお弁当を食べる時にはルーシーの周囲には人だかりが出来ており、夕方になる頃にはルーシーは人気者になっていた。

　彼らはルーシーを取り囲み、様々な質問をしていた。

　親のことに、家族のこと、住んでいる場所のこと、ルーシー自身のこと。

　まさに人気者だ。

　中には、俺の娘と知って取り入ろうという者もいるのだろう。

　だが、それでもいいのだ。人の出会いは一期一会、出発点は打算でも、終着点は様々だ。

　長い人生、悪い子との付き合いも少しはあったほうがいいのだ。

「ふぅ」

　最後の授業が終わった。

　俺は満足だ。ルーシーは初日から学校生活に馴な染じめていた。

　もちろん、心配していたわけじゃない。なにせ、シルフィの娘で、ロキシーとエリスと三人がきちんと教育したのだ。何の不安要素もない。

　いや、まぁ、不安要素があるとすれば、俺の娘だってことか。

　登校初日から端っこの席で、寝たふりを続けるような学校生活を送る可能性もなきにしもあらずだった。

　いや、実際にはそんなことはなかった。

　これから先、辛いことはあるかもしれないけど、きっと大丈夫だ。

　あとは、毎日学校に行き、楽しい思い出を作ってくるルーシーの話を晩飯の時に聞くだけでいい。

　俺は今日の光景を思い出しながら、にこやかな顔で美味おいしくご飯を食べることができるだろう。

　さぁ、帰るか。

　とりあえず、上着とヘルメットをオルステッドに返そう。

　そう思い、俺は衝立となっていた土壁アースウォールを魔術で解除した。

「……あ」

　土壁アースウォールの向こう側には、一人の女性が立っていた。

　白い髪に、スレンダーな体。動きやすいパンツルックで、上半身はノースリーブ。

　肩から伸びる白い腕は腰に当てられ、その顔はムッとした表情を作っていた。

　シルフィだ。

「ごほん……何用だ」

　精一杯、オルステッドの声音を使ってみた。

「ルディ、なんでこんなところにいるのかな？」

　もちろん、無駄だった。

「いや、あの……シルフィエットさんはどうしてここに？」

「ララが、散歩の途中でお父さんを見たって、顔を隠して変な格好してたって」

「ああ…………なるほどねぇ」

　レオか。レオが裏切ったか。奴は目で見ず、鼻で俺の存在を捉えたのだ。

　あるいはオルステッドのにおいも混じっていただろうが、レオが俺がいるといえば、ララが気づく。

　レオとララは意思疎通ができるって話だったしな。

　どうりで、ララが俺の方をじっと見ていたわけだ。

「……そんな格好までして」

　シルフィの肩がわなわなと震えている。

　これはお怒りだ。シルフィは怒ると凄すごいんだ。

　具体的にどう凄いかは言えない。言えないが、シルフィが怒り、不機嫌になるのは大抵は俺が全面的に悪い時なので、家中から非難の視線が突き刺さる。

　とても居づらくなるのだ。

　それと、一週間ぐらい、夜は一人で寂しく寝ることになるかもしれない。

「そんなに、ボクとルーシーが信用できないの？」

　シルフィの目から涙がこぼれた。

　アカン。これはアカンやつだ。怒るよりアカンやつだ。

　ひとまず、俺はその場に正座した。

「いや、違う、違うんだ。ただ、俺はルーシーの勇姿を見たかっただけなんだ。授業中に、先生にズビシッと質問をして、懸命に勉学にいそしむルーシーの姿を見たかったんだ。俺は、ほら、その、あんまりさ、ルーシーを育てる場にさ、参加してないからさ」

　しどろもどろに答えると、シルフィは泣きながら俺を見た。

「ほんとに？」

「はい。ただ、我慢できずにやってしまったことでもありますので、今回のことも、全て終わったらシルフィに言うつもりでした」

「…………それは嘘でしょ？」

「本当です。謝るつもりではいたんです」

「そんなに、ルーシーの授業を見たかったの？」

「はい」

　そう言うと、シルフィは手を伸ばし、俺を立ち上がらせた。

　もう、泣き止やんでいた。

「じゃあ、ボクが悪かったんだね、ルディがそこまで見たいって思ってるのに、見ることすらダメって言ったから」

「いや、シルフィは何も悪くないよ。俺もあの場では納得したんだから」

「うん…………あっ」

　などと話していると、ふとシルフィの視線が上を向いた。

　しまった、という顔をしている。振り返ってみると、理由がわかった。

「あー……」

　いつしか、教室の窓から生徒たちがこちらを見ていた。

　その中には、ルーシーの姿も当然のようにあった。

　ルーシーは少しだけムッとした顔で、俺とシルフィを見ていた。
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「あのね、今日はね、ベリンダちゃんって子と仲良くなったんだよ」

　結局、俺とシルフィはルーシーと仲良く三人で帰ることとなった。

　ルーシーの手を握りながら、三人で並んで、だ。

　ルーシーは俺が来たことでまたむくれてしまうかと思ったが、そんなことはなかった。

　初めての学校がいろいろと楽しかったらしく、一つずつ説明してくれた。

「ベリンダちゃんはね、ラノア王国の大臣さんの娘さんなんだって。小さいけど賢いから、学校に入れられたんだって言ってた。学校で一番になって、お父さんを見返すんだって」

「へぇ、凄いねぇ」

「あとね、一番最初は青ママの授業だったよ。青ママは最初、みんなにバカにされて、私ぷくーってなっちゃったけどね、青ママがね、ちょっと魔術を使ってみせると、みんなシンとなってね、青ママがね『ま、私の授業を聞く聞かないはあなた方の自由です』って言ったの！　かっこよかった！」

「その話、晩ご飯の時に青ママにしてあげようね。きっと喜ぶよ」

　予定とは違ったが、しかし、これはこれでいいものだ。

　ルーシーの手を握り、シルフィと並んで歩く。

　道に横一列になって歩くのはよくないことだが、なに、気にすることはない、ここは俺の町だ。

「ルーシー、学校は楽しかったかい？」

「うん！」

　ルーシーはとても嬉うれしそうに頷いた。

　それを見て、俺は思った。何の心配もなかった、と。

「ね、パパ。ルーシー大丈夫だったでしょ？」

　まるで俺の考えを読み取ったかのように、ルーシーはそう言った。

「ああ、大丈夫だったね。偉いよ」

「さすがパパの娘でしょ？」

「あはは、パパなんかよりずっと凄いよ」

　ルーシーは立派だった。どこからどう見ても立派だった。保護者なんて必要なかった。

　それに対してパパはどうだい。ぜんぜん大丈夫じゃなかった。保護者が必要だ。

「ところでルディ」

　ふと、シルフィに指をさされた。

「ん？」

「いつまでその格好でいるの？」

　俺は自分の姿を見返した。

　分厚く白いコートに、黒いヘルメット。いまだに俺はニセオルステッドのままだった。

「明日返すよ」

　まぁ、うん。明日で問題ないだろう。今日中に返すとは言ってないし、オルステッドも急ぎじゃないはずだ。それにしてもこのコート、生地がいいな……。

　感じとしては赤竜の皮に似てる気がするけど、アイシャあたりに聞けばわかるだろうか。

「……ところでルーシー」

　そう思った時、ふと、俺の中で疑問が湧いた。

　一応、確かめておこう、という程度の小さな疑問だ。

「なーにパパ」

「問題だ。パパの髪の色は何色でしょう」

　もちろんこの質問はルーシーを信用していないわけじゃなかった。念のためだ。

「茶色！」

「正解だ。ルーシーは賢いなぁ。これは将来に期待できる。さすが俺の娘だ」

「も～、バカにしないでよ～」

　ちょっとむくれるルーシーに笑いつつ、俺は幸せな帰路についたのだった。

「でもルディ、約束は破ったんだから、三日は我慢してもらうからね」

「はい」

　ちょっと我慢することになったが、俺は幸せなのだった。




　翌日。

　町中において、奇妙な噂が流れた。

　オルステッドがルーシーを狙っている、というものだ。

　まぁ、俺があんな格好をして歩いていたせいだろう。

　人の噂は七十五日。それが事実無根だということは俺はもちろん、シルフィもウチの家族全員も知っていることだから放っておこう。

　なんて思いつつ、コートを返しに行ったら、オルステッドに怖い顔で睨にらまれ、弁解に一苦労することになってしまったのだが……それはまた別の話である。







「ルーシーの家族」




　私の名前はルーシー・グレイラット。

　グレイラット家の長女だ。

　私には大勢の家族がいる。

　三人のママ。

　三人の妹。

　三人の弟。

　二人のおばあちゃん。

　二人のおばさん。

　三匹のペット。

　全部で十三人と三匹。大勢だ。




　ママから紹介しよう。

　ママは三人いて、白い髪のママと、青い髪のママと、赤い髪のママがいる。

　白い髪のママは、私を産んでくれたママで、パパの一番最初のお嫁さんだ。

　ママの中では一番年下で、一番甘えん坊だとパパは言っていた。

　白い髪のママは饒じょう舌ぜつな人で、私にいつも言った。

「友達を作ることが大事だよ。それと、弱い者イジメは絶対にダメ」

　白い髪のママは、友達を大事にするということの大切さを言い聞かせてくれた。

　青い髪のママは、ララのママで、パパの二番目のお嫁さんだ。

　ママの中では幼く見えるけど一番年上で、一番頼りになるとパパは言っていた。

　青い髪のママは、無口な人だったけど、たまに私に言った。

「好きなように生きて、わからないことがあったら誰かに聞きなさい」

　青い髪のママは私に何かを言い聞かせることはなかったけど、何でも知っていて、聞けばなんでも教えてくれた。

　赤い髪のママは、アルスのママで、パパの三番目のお嫁さんだ。

　ママの中では一番年上に見えるけど、一番幼いのだとパパは言っていた。

　赤い髪のママは言葉があまりうまくなかったけど、私にいつも言った。

「誰かを守ることが大事よ。そのためには強くならなくちゃいけないわ」

　赤い髪のママはそう言って、私を鍛えてくれた。

　私は三人のママの教えを守ろうと思っている。

　友達を作って、その友達を守るために強くなる。でも弱い者イジメは絶対にしない。そして、困ったら青ママにどうすればいいかを聞く。そうすれば間違いはないし、褒めてもらえる。パパにも「ルーシーは賢いね、さすがお姉さんだ」と褒めてもらえる。




　妹と弟は六人だ。

　一番上の妹のララは、とっても優しい子だ。

　青ママとおんなじ色の髪を持っていて、長い髪を一本のおさげにしている。

　不思議な子で、金髪のおばあちゃんや、ペットのビートとお話ししていることが多い。

　おばあちゃんもビートも喋しゃべらないのに、ララだけがお話ができるのだ。

　そんな子で、いつもボンヤリしているせいか、広場に遊びに行くと、近所の子供にお下げを引っ張られてイジメられていることが多い。

　すぐに私が助けてあげるけど、あんまり嫌そうな顔はしていなくて、拍子抜けする。

　お昼寝が大好き。よくレオの背中に乗っかって、気持ちよさそうに寝ている。




　一番上の弟のアルスは、勇敢な男の子だ。

　赤ママとおんなじ色の髪を持っていて、短く切りそろえている。

　おませさんでやんちゃだけど、いつも私やララを守ろうとしてくれる。きっと私と一緒で、ママの教えを守ろうとしているんだと思う。赤ママにすっごく期待されていて、最近では毎日走ったり、剣の素振りをしたりしてる。

　アイシャおばさんと仲がよくて、一緒にいる時はいつも嬉うれしそうだ。




　一番下の弟のジークは、泣き虫な男の子だ。

　アルスの後ろをよちよちとついていこうとしては、置いていかれて泣いている。

　その度に私はアルスを叱しかる。するとアルスはジークの手を引いて、レオの背中に乗っけてあげるのだ。

　ララはジークがレオによじ登ろうとすると、自分はちょっと後ろに下がって、前に引っ張りあげる。そしてジークが落ちないように後ろから抱きしめて、すやすやと眠ってしまう。

　あと、実は私だけが知っているんだけど、ジークは凄すごい力持ちだ。凄く重い箱とかを、ひょいっと持ち上げてしまうのだ。




　もう一人、クライブという弟もいる。

　ララと同い年で、本当は弟じゃない。

　白ママのおばあちゃんの子供だ。ママ曰いわく、従兄弟いとこみたいなもの、らしい。

　なんて呼ぶのかよくわからないけど、私は彼のことを弟として扱っている。

　よくウチに遊びに来ては、アルスと仲良さそうにしている。

　私のことも好きみたいで、よく抱きついてくるので、頭を撫なでてあげると、恥ずかしそうに笑う。




　一番下の妹たち、リリとクリスティーナは、生まれたばかり。

　まだまだ小さくて、よくわからない。けど、きっとみんないい子に決まっている。

　私はそんな兄弟姉妹のお姉さんだ。

　お姉さんだから、しっかりしなさいと、ママたちには何度も言われてきた。私は言われた通りにしようと思っている。弟も妹もみんな可か愛わいいから、みんな守ってあげたい。




　おばあちゃんも二人いる。

　金髪のおばあちゃんは、パパのお母さんだ。名前はゼニスさん。

　とても綺き麗れいな人だけれど、喋らないし、話しかけても返事をしてくれない。

　いつもボンヤリしていて、お庭でビートと一緒にいることが多い。でも、私が悲しんだり、怒ったりしてる時は、なぜか頭を撫でてくれる。不思議なおばあちゃんだ。




　茶髪のおばあちゃんは、アイシャおばさんのお母さんだ。名前はリーリャさん。

　元々は、おじいちゃんの家に仕えるメイドだったらしくて、まるでメイドのような立ち居振る舞いをする。

　三人のママは、このおばあちゃんには一目置いているけど、昔、私はなぜ、茶髪のおばあちゃんが自分のおばあちゃんなのか、わからなかった。

　以前、道端で誰かが「メイドなんて下々の者なんだから、顎あごでこき使えよ」なんて話していたので、私もやってみたら、近くにいた赤い髪のママに凄く怒られた。お尻が真っ赤になるまで叩たたかれて、一晩そこで反省しなさいと、家の外に放り出された。

　ペットのレオと身を寄せ合って震えていると、茶髪のおばあちゃんが家に入れてくれた。

　おばあちゃんはその時、私に、何があったのかを教えてくれた。

　私はその時、茶髪のおばあちゃんはメイドだけどおばあちゃんで、顎で使っちゃいけないのだと知った。




　おばさんも二人いる。

　どっちもまだ若いのでおばさんと言うと怒るし、おばさんはおばさんだけど、私にとってはお姉さんみたいな存在だ。

　上のおばさんは、金髪のおばあちゃんの娘で、パパの妹。名前はノルンさん。

　いつも一生懸命な人で、よく私と遊んでくれて、いろんなことを教えてくれた。

　私はこのおばさんがとても好きだ。

　将来は、このおばさんみたいになりたい、と思っている。

　ちょっと前にお嫁に行ってしまって、今は家にはいない。

　たまにしか家に帰ってこなくて、帰ってきたら下のおばさんとよく口くち喧げん嘩かしている。

　仲が悪そうに見えるんだけど、口喧嘩しながら笑ってて、なんだか楽しそうに見える時もある。




　下のおばさんは、茶髪のおばあちゃんの娘で、パパの腹違いの妹。名前はアイシャさん。

　茶髪のおばあちゃんと一緒で、いつもメイド服を着ていて、家のことを取り仕切っている。

　私が家で何かをする時にお世話になるのは、大体このおばさんだ。

　お料理もお洗濯も、なんでも教えてくれた。

　アイシャおばさんは何でもできる人で、とても優秀だとママが言っていた。パパの仕事も手伝っているらしい。

　なのに、たまに茶髪のおばあちゃんに怒られてる。不思議だ。




　ペットは三匹いる。

　大きな白い犬のレオは、守護魔獣だ。

　とても賢くて、私たちの言葉を理解している。

　家族全員を見守っている感じで、パパも何かあったらレオを頼りなさい、と言っていた。

　ララがお気に入りで、家にいる時はララにベッタリだ。




　アルマジロのジローは、青ママの乗り物だ。

　臆病な性格で、叱られると、すぐにお腹を見せるか、ボールのように丸まってしまう。

　でも、私たちが出かけている時に何かあると、唸うなり声を上げて相手を威嚇することもある。

　彼なりに私たちを守ろうとしてくれているのだ。




　トゥレントのビートは、アイシャおばさんの菜園の守護神だ。

　植物の魔物なので何を考えているのかはさっぱりわからないけど、金髪のおばあちゃんや、ララと一緒にいることが多い。

　菜園の作物を荒らそうとする相手には容赦がなくて、よくパパが大好きな「米」の実を食べようとした小鳥なんかが捕まっていて、ビートの養分にされている。

　ちょっと怖いけど、家族に襲いかかったことはない。

　それどころか、私たちが近づくと門を開けてくれたり、木の実をくれたりする。彼も家族なのだ。




　十三人と三匹。

　私に家族はいっぱいいる。

　ママも妹も弟も、いっぱいいる。

　でも、パパは一人だ。

　一人しかいない。

　私はパパが大好きだ。

　物心つく前は、パパのことを避けていたらしいけど、今は大好きだ。

　パパの匂いは、とっても安心する。

　たまにお髭ひげがジョリジョリしているけど、それも好きだ。

　パパはあんまり、お髭には触らせてくれない。

　たまにぼーぼーに伸びてる時があって、私がそれに触ろうとすると、やんわり手を取って、「ごめんね、いま剃そってくるからね」とお風呂場の方に行ってしまう。

　そんなのいいのにと思うけど、パパなりに考えがあるのだろう。

　お髭を触らせてくれないのは残念だけど、でもそんなことで私はパパを嫌いになったりはしない。

　ただ、パパはあんまり、私に期待してくれていないのだと思う。

　なんとなくだけど、そう思う。心配はしてくれるし、愛してもくれるけど、期待はしてくれていないのだと思う。

　きっとそれは、パパが凄い人だからだ。

　うん。私はよく知らないけど、パパが凄い人だっていうのは、なんとなくわかる。

　パパが私ぐらいの頃は、魔術だってとっくに聖級を使えたし、学校に通うどころか、教える立場になっていたらしいし。

　五歳になって、町中や公園で遊ぶようになって、いろんな人とおはようの挨拶をするようになったのだけれど、そういう人たちは、みんなパパのことを知っていて、パパのことを尊敬していた。

　特に、凄く偉そうな人ほど、パパを褒めるのだ。

　ママたちも凄いのだけど、パパは別格なんだと、私は子供ながらに理解している。

　そんなパパが、私に……いや、私たちに期待してくれないのも、仕方ないのだと思う。

　でも、私はパパに褒めてほしい。

　ママたちの教えは守るし、弟や妹たちも守る。すると、ママたちはたくさん褒めてくれる。

　けど、パパにも、褒めてほしいのだ。

　私はもう七歳だ。

　今日から学校に行く。大人の人も通う学校で、白ママと青ママとパパが通っていた学校だ。

　赤ママは通っていなかったけど、たまに先生として剣術を教えていると聞いている。

　あなたなら大丈夫。今まで教えたことをきちんと守れればやっていけます。と青ママは言ってくれたけど、少し不安だ。

　大人の人がいっぱいいるところ。そんなところでちゃんとやっていけるのか。お友達はできるのか。

　期待もあるけど、不安が大きい。

　でも、きっと、そこで頑張ったら、パパも褒めてくれると思う。

「ルーシーは凄いね。さすが俺の娘だ」って、褒めてくれると思う。

　そしたらきっと、期待もしてくれると思う。

　だから、それを目指して頑張ろうと思う。














「婚活のイゾルテ　前編」




　はるか昔。

　まだ水神流という流派がなかった頃。

　とある国が海竜王の存在に脅かされていた。

　彼らは海竜王の縄張りで漁をしたことで、その機嫌をそこねたのだ。

　その結果、毎日のように漁船が襲われ、港町にも海竜が出没するようになった。

　騎士団がそれに対抗したものの、巨大な身体を持ち、海中を自在に動きまわる海竜は強く、国は急速に疲弊していった。

　王国の存亡の危機である。

　この事態を重く見た国王は、海竜王を討伐した者には、娘を娶めとらせ、王位を譲ると宣言した。

　それを受けて、数々の騎士が、勇者が、英雄が、海竜王に挑み、そして破れた。

　そこに現れたのが、一本の古ぼけた剣を腰に下げ、ボロをまとった一人の男だ。

　最近の脚色では、水も滴る色男であったと言われているが、実際の伝承では決して美男子ではなく、顔は垢あかで黒ずみ、放浪者のようであったと言われている。

　彼はレイダルと名乗った。

　レイダルは国王の前に進み出て、言った。

　私が倒しても大丈夫か、と。

　王は当然ながら頷うなずいた。半ば諦めかけていたとも言えるし、こんな小汚い男にどうにかできるはずもないと思っていたのだ。

　だが、レイダルは強かった。

　海一面を凍らせ、海竜たちの動きを止めると、またたく間に海竜王に迫った。

　氷を砕き、のた打ち回りながらレイダルへと襲いかかる海竜王。

　レイダルは、古ぼけた剣で海竜王の必殺の一撃を受け流すと、カウンターでその首を叩たたき落としたのだ。

　海竜王の首を持って帰ったレイダル。

　彼は英雄として国に迎えられる……はずだった。

　国王は一生遊んで暮らせるだけの財宝をレイダルに渡した。

　が、それだけだった。

　直前になり、この小汚い男に王位と娘をやることを、よしとしなくなったのだ。

　レイダルは怒らなかった。

　だが、深い悲しみに沈んだ。

　彼は、王女が好きだったのだ。

　パレードや式典などで民の前に現れる王女、いつも遠目に見る彼女のことを、愛していたのだ。

　王女と婚姻することが叶かなわぬのであれば、自分はこの国から去ろう、と考えた。

　あるいは彼が本気になれば、力ずくで王となることも可能だったろうに。

　しかし、レイダルの代わりに、怒りをあらわにした者がいた。

　王女である。

　王女は王を叱しっ責せきし、叩き、蹴り飛ばし、城を飛び出した。

　そして、国を去ろうとするレイダルに追いつき、その膝に縋すがりついて、言った。

「私は国を捨てました。すでに王女ではなく、苗字みょうじはありません。私を手に入れても、国は手に入らず、あなたも王にはなれないでしょう。それでもいいのであれば、どうか私を娶ってください」

　レイダルはにこやかに王女を抱き上げて、国を後にした。

　二人は夫婦となり、いずこかへと消えていった。

　数十年後。

　世界のどこかで水神流という流派が生まれたという。




　その逸話に倣い『水神の伴侶は家を捨てる』という掟おきても生まれた。





★　★　★






　イゾルテ・クルーエル。

　アスラ王国における水神流の責任者であり、アスラ王国騎士団の剣術指南役の一人。

　現在は水帝であるが、先日水神流の五つの奥義のうち三つ目を習得し、数ヶ月後には水神襲名の儀式を行い、水神となる人物だ。となれば、世間からは水神レイダと呼ばれるようになるだろう。

　年齢不詳。

　見た目は二十代である。

　青みがかった美しい黒髪に、凛りんとした顔立ち。

　誰がどう見ても美人と映るだろうが、一部の噂うわさによると、若作りの成果であるとも言われている。

　アスラ王国において、彼女の年齢を知る者は、アリエル王女ただ一人である。

　さて、そんな彼女は、現在絶賛婚活中である。

　水神となることで長い長い修行の日々は終わる。

　これからも鍛え続けてはいくだろうが、節目ではあるし、そろそろ真面目に結婚相手を……というところである。

　が、そんな彼女の婚活は難航していた。

　もちろん、相手がいないわけではない。

　なにせ、もうすぐ水神になる人物だ。声をかけてくる者は数多くいる。

　例えば、同じ水神流の剣士たち。イゾルテの美しい容姿に惹ひかれ、真しん摯しに修練を積む彼女に心を打たれる男は少なくない。

　とはいえ、彼らも剣士である。

　剣で身を立てようと思っている者たちである。

　自分より強い女を妻に迎え入れようとする度量を持つ者は少ない。

　イゾルテとしても、剣士であるなら自分と同等か、せめて王級の腕を持つ者がいいと選えり好みしていた。

　例えば、アスラ王国の貴族。

　元々、水神流の女剣士というのはアスラ王国ではモテるのだ。

　受け身な水神流の女剣士は剣神流と違って自己主張が激しすぎず、物腰柔らかでお淑しとやか、しかしながら時に挑発的でもあり、己の意見をしっかり持っている。

　さらにイゾルテともなれば、アスラ王国の宮廷作法などにも通じている。

　若く綺き麗れいで、性格もよく、男を立ててくれる。

　その上、腕も立つ女剣士。そんな人物を妻にして昼は脇に侍はべらせ、夜はベッドで乱れさせたい。

　そう思うアスラ王国の貴族は多い。

　無論、そうした変態的な趣味が目当てで、下卑た笑いをしながら近づいてくる相手はイゾルテとしてはお断りだ。

　だが、時には「この人でもいいかな」と思えるような人物に出会うことはある。

　顔がよく、性格がよく、家柄も良い。

　ついでに剣術もそこそこ。そんなイケメンが変態趣味をうまく隠し、キラリと白い歯を見せながら近づいてくるのだ。

　王子様だ。

　そんな相手には、イゾルテはあっさりと転ぶ。

　周囲に「あいつは裏でクズいことやってるからやめときなよ」と言われても転ぶ。

　王子様方の顔と愛想がいいからだ。外そと面づらがよければ、イゾルテはあっさりと転ぶのだ。

　まあこの人でもいいかな、と。

　だが、そんな王子様も、イゾルテが一つの条件を出すと、あっさりと結婚の申し出を断ってしまう。

「私はいずれ水神になり、水神レイダ・リィアを名乗ることになります。私と結婚するとなれば、家を捨てなければなりません。水神の伴侶は、苗字を持ってはならないのです」

　水神の慣習である。

　これを守らなかったところで損はなく、守ったところで得もないだろう。

　ただ代々の水神が守り続けてきた慣習である。先代の水神レイダであるイゾルテの祖母も守った。

　イゾルテの父も苗字を持たない。クルーエルは母方の苗字である。

　ゆえに、祖母を尊敬するイゾルテもまた、それを守るつもりであった。

　だが、残念なことに、イゾルテがコロッと騙だまされた王子様も、貴族である。

　貴族として生まれ、貴族として生きてきた。彼らは家柄で生きてきたのだ。

　いくらイゾルテに惹かれても、家を捨ててまで婚姻したいと思う人物は皆無であった。

　イゾルテは悩んでいた。

　婚活を始めて数年。

　そこそこいいところまでいくが、最後の段階でつまずく。

　このままでは水神襲名までに結婚できないのではないか……と。

　自信はあった。身だしなみも整えている、料理だって得意だし、化粧だってお手の物だ。

　肌や髪の手入れだって、一日たりとも欠かしたことはない。

　会話術だって得意なつもりだ。水神流の訓練には、話術も含まれている。相手を挑発し、先手を取らせるための話術だ。それを応用すれば、相手をおだて、良い気分にさせることも簡単である。

　努力をしているのだ、これでも。

　なのに、結婚できない。あのエリスや、ニナですらできたのに、自分はできない。

　そりゃあ、彼女らには幼馴染おさななじみがいた。結婚に際しての掟もない。

　でも、その部分は自分の魅力でカバーできるとイゾルテは考えていたのだ。

　選り好みしている自覚はあるが、それでも自分の理想の相手はいずれ見つかるはずだと思っていた。だって、努力しているんだから。

「これで何人目ですか？」

「………………二十一人目です」

　でも二十一人に振られた。

　彼女の方から振った相手を含めれば、もっといるだろう。

「そうですか」

　現在、イゾルテは自宅のリビングにて、己の兄と向き合っていた。

　道場に隣接する自宅である。

　イゾルテの兄タントリス・クルーエルは水神流の上級剣士である。

　彼はクルーエル家の長兄であるが、妹に比べ特別な才能があったわけではない。

　血のにじむような努力はしたが、結局は上級止まりの才能しか持ちあわせていなかった。

　だが、正直な男である。

　祖母であるレイダが「聖級でもあげようかね」とこぼしたところ、「身の丈に合わぬ肩書きは必要ありません」と蹴るほどに。

　そんな彼は、レイダが存命の頃より、道場の経営を任されていた。

　そして、イゾルテの今後についても。

「高望みしすぎではないのですか？」

「いえ、そんなことは……」

「君には才能があり、立場もある。相応の相手を選ぶ権利はありますが、選びすぎて候補がいなくなるのでは、意味がありませんよ」

「わかっています」

　イゾルテは、昔からこの兄に頭が上がらなかった。

　二人は、早くに両親を亡くしている。

　幸いにして水神である祖母がいたから生活には困らなかったが、祖母は忙しく、二人の面倒を見る余裕はほとんどなかった。

　そんな時、イゾルテの親代わりになったのがタントリスだった。

　彼は親代わりとなりイゾルテを支え、育ててくれた。

　剣術の道場というのは、実力の世界である。才能あるイゾルテは、十歳になる前に兄を抜いてしまった。

　だが、それでも兄に頭が上がらないのは、そうした背景があるからだ。

「クルーエル家のメンツを考える必要はありません。水神として生きていくのであれば、この先、過酷な運命が待ち受けているでしょう。容姿や家柄ではなく、あなたが心を許せる相手を見つけなさい」

「……」

　タントリスはすでに結婚し、子供もいる。

　もちろん、イゾルテも会い、話をしたことはある。が、その相手をあまり好ましいとは思っていなかった。

　アスラ王国貴族の令嬢だ。

　ある貴族が、水神レイダとの縁をつなぐためだけに行った結婚だった。彼女は明らかにタントリスのことを見下しており、剣術への理解もない。道場に顔を出したことなど、一度もなかった。

　子供こそできたものの、タントリスとはほとんど別居状態だ。

　結婚はこんな相手とはしたくない。そう思えばこそ、イゾルテは相手選びには慎重だった。

　……まあ、顔や態度であっさり流される程度の慎重さではあったが。

　それでも、剣術で中級以上という条件はつけていたのだ。

　家柄にはこだわっているつもりはない。が、剣術指南役となり、アリエルの護衛をする機会が増えた結果、会話する機会があるのも、そういう相手ばかりになったのだ。

　別に、貧乏貴族や、平民、なんだったら冒険者とかでもいいのだ。

　それを補ってあまりある何かがあれば。

「選り好んでいるつもりは、ありません」

「では、私の見繕ってきた相手でもいいではないですか」

「いえ、自分の相手ぐらいは、自分で探します」

　そして、意固地で頑固だった。

　無論、タントリスの薦めてくる相手が、ブ男ばかりというのもあったが……。

　選り好みはしないと言いつつも、絶対に自分の条件は譲らない。

　結婚などできるはずもなかった。

「そうですか……」

　タントリスとしても、それを咎とがめるつもりはない。

　水神に連れ添いがいなかったことなど、これが初めてではないのだ。クルーエルの血筋を残すことは、自分がやっている。ただ、妹が無事に幸せになるのを見届けたいという思いはあり、そして妹が結婚に幸せを求めている以上、それを応援したいという気持ちはあった。

　とはいえ、妹が助力を求めていないというのなら、タントリスも何かをする気はなかった。

　彼は才能こそないものの、水神流剣術を学ぶ武人ではあるのだから。

「そういえばイゾルテ、今日は陛下に呼ばれていたのでは？」

「……はい」

「時間は大丈夫なのですか？」

「まだ時間はあります」

「万が一にも、陛下をお待たせするわけにはいきません。今日の話はここまでにしておきましょう。行ってきなさい」

「はい、兄上。行ってまいります」

　イゾルテはそう言って一礼すると、自室へと戻っていった。これから身支度を整えて王城へと出発するのだろう。

　彼女を見送った後、タントリスはため息をついた。

「ふぅ……」

　このままだと水神襲名までの結婚は無理だろうな。

　と思いつつ、タントリスは若手に稽古をつけるべく、道場へと向かうのだった。




　イゾルテはアスラ王城シルバーパレスを歩く。

　盾を持つ戦乙女いくさおとめの紋章が描かれた白銀の胸むね鎧よろいを鳴り響かせ、青と白の上着をはためかせ、ブーツをコツコツと鳴らして歩く。

　王城を歩く彼女を見て、見回りの兵士が直立不動となり、槍やりを立てた。彼らの目には、憧どう憬けいの色があった。アスラ王城に水帝イゾルテの名を知らぬ者はいない。そして、その凛とした姿に憧れを持つ兵士も多いのだ。

　ちなみに、彼女の脳内に「行き遅れは嫌だ」とか「いい男がどこかに転がっていないか」といった考えが巡っていることを知る者は少ない。

「これはイゾルテ殿、いずこへ？」

　そんな彼女の前に立ち塞ふさがったのは、一人の男だった。

　ヒョロリと細く、背も低く、頭髪も薄く、全体的に気弱そうな男だ。

　年齢は四十少々といったところだろうか。

　人族。ルーデウスが見たら「窓際族かもしれない」と考えそうな風貌をしている。

　どう見ても騎士や剣士には見えないが、彼はイゾルテによく似た白銀の胸鎧を身につけていた。

　ただし、その鎧の意匠は、イゾルテのものとは違った。

　城壁冠をかぶった、祈る乙女の紋章である。

「これは、イフリート卿。ご機嫌麗しゅう」

「ああ、よいよい。我々は同格なのだ、膝はつかずとも……」

　シルヴェストル・イフリート。

　アスラ七騎士の一人『王の城壁』。

　顔に似合わぬその名を持つ彼こそが、アスラ王城シルバーパレスの警備の最高責任者である。

　イゾルテもまた一介の騎士である。

　騎士は下級ではあるが貴族に相当する。

　だが、シルヴェストルの立場は城内の騎士・兵士の最上位に位置し、なおかつ中級貴族でもある。

　通常ならば、イゾルテは廊下の端に寄り、彼が歩み去るまで膝をついて頭を下げ続けなければいけない立場だ。

「しかし」

「我らは女王陛下の騎士」

　唐突な鋭い言葉に、イゾルテは背筋をピッと伸ばした。

「それでよい。我らは国のためではなく、陛下のために働くのだ。膝をつくべきは、女王陛下ただ一人」

　シルヴェストルから立ち上る凄すごみに、イゾルテはこくりと頷いた。

　シルヴェストルは小兵である。

　病気がちで、体は強くない。剣も決して上手ではない。魔術も決して上手ではない。

　であるにもかかわらず、王国の騎士学校を次席で卒業した男である。

　彼は人を育て、使うことに精通していた。適材適所という言葉の意味を本当に理解している男だった。そのたったひとつの才能のために、アリエルがアスラ王国の田舎の片隅でくすぶっていた彼を本国へと呼び戻し、自分の騎士としたのだ。

「時にイゾルテ殿はいずこへ？」

「陛下に呼ばれています」

「おお、それは。ならばこのような場所で私のような者に呼び止められている暇はありますまい」

「何か、用があったのでは？」

「なに、大した用があったわけではありません。せがれがイゾルテ殿を紹介してほしいと言うので、バカ息子のワガママで申し訳ありませんが、もし時間の許す時があれば会ってほしいと、一言伝えたかっただけで」

　それはイゾルテにとって食いつきたい話であった。そのバカ息子のせがれとやらについて詳しく聞きたいところであった。

　だが、今は何を隠そう、主君に呼び出されているのである。

「わかりました。では、そのお話はまたお暇な時にでもじっくりと」

　ただキリッとした顔でそう言うに止とどめ、イゾルテは先を急いだ。




　王城の奥へと進むほどに、人の姿が少なくなる。

　簡易的な鎧を身につけた兵士が少なくなり、高価な鎧を身につけた騎士が多くなる。

　下級貴族に相当する騎士たちであるが、彼らもまたアリエルに忠誠を誓った者である。

　裏切る可能性が極めて低い騎士である。

　そして、最奥を奥へとのぼると、さらに人影が少なくなる。

　もはや兵士や騎士すらいなくなり、無人の廊下が続く。

　時折、やけに物腰の鋭いメイド──近衛侍女とすれ違うが、それだけだ。

　その近衛侍女もまた、アリエルの息のかかった者である。裏切る可能性は、騎士たちよりさらに低い。

　そして、アリエルのいる『王の間』。

　その豪華な扉の前には、一人の男が立っている。

　黄金の鎧に身を包み、巨大な戦せん斧ぷを持った一人の巨漢が立っている。

　アスラ王国最強の門番が立っている。

　彼がアリエルを裏切る可能性は、皆無である。

　アスラ王国黄金騎士団にして、アスラ七騎士の一人。

　『王の門番』ドーガ。

　彼のバケツを逆さにしたような形をした黄金の兜かぶとには、門の前に立つ戦乙女の紋章が描かれている。

「イゾルテ・クルーエル。ただいま参上しました」

「……うす」

　ドーガはイゾルテの名乗りを受けて、のそりと動いた。

　鈍重な動きにも見えるが、イゾルテはその動きに隙すきがないことを見切っていた。

　いざとなれば、このドーガが凄すさまじい速度で戦斧を振るうことを知っていた。

　そして、おそらくドーガが本気になれば、自分はこの男を突破して後ろの扉の奥に到達することができないことも察していた。

「……ん？」

　そんなドーガが、イゾルテへと手を伸ばした。

　イゾルテはそれを見て、眉をぴくりと動かした。

　ドーガは素朴な顔をしている。野卑ではないが、イゾルテの好みではない。

　好みでない相手に体を触らせることには、少々の嫌悪感を伴った。

「身体検査ですか？　どうぞ」

　だが、国王の部屋である。

　当然だ、いかに騎士であっても、王の私室に武器を持ち込むことなど、許されるものではない。

　ドーガは、王の部屋に絶対に武器を持ち込ませないことで知られていた。

　たとえ、アスラ王国の大臣であれども、ドーガの手によって入念な身体検査が行われ、小さな木き匙さじ一つでも、持ち込ませない。

　身体検査も当然のことである。

　あるいは、胸なども触られるかもしれない、と思いつつも、イゾルテは我慢することにした。

「うす」

　しかし、ドーガはイゾルテの体には触らなかった。

　彼が手を伸ばした先にあったのは、髪だ。髪へと手を伸ばし、何かをつまんだのだ。

「……？」

　ドーガの指には、一片の花びらがつままれていた。

「ついてた」
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「？」

「イゾルテ、綺麗だから、こういうの、つけてちゃいけない」

　兜の奥で、ドーガの顔がにこやかに笑っていた。

　イゾルテはきょとんとしながら、体のこわばりを解いた。

「あ、武器を」

　そして、ハッと気づいて剣帯から剣を外し、ドーガへと差し出した。

　だが、ドーガはそれを受け取らなかった。

「イゾルテは、アリエル様の騎士。アリエル様を守るのに、武器は必要」

「……」

　身体検査もされない。武器も取り上げられない。自分は、アリエルの騎士として、この男に信用されているのだ。アスラ王国で五本の指に入るであろう実力を持つ、この男に。

　そう思い至り、なぜか、少しだけ胸の鼓動が速くなった。

（いや、でも、あの顔はない……）

　首をブンブンと振りつつ、深呼吸。

「イゾルテ・クルーエル。入ります」

「どうぞ、入りなさい」

　アリエルの返事を待って、部屋の中へと入った。





★　★　★






　アスラ七騎士。




　それは『王の懐刀』ルーク・ノトス・グレイラットを筆頭に、アリエルに絶対の忠誠を誓う七人の騎士のことである。

　騎士の中でも特殊な立場を与えられ、ある程度は独自に動くことを許されている。

　イゾルテもその一人である。

　アスラ七騎士の一人『王の大盾』。

　いざという時に王を守る、水神流剣士にふさわしい呼び名である。

　イゾルテ、シルヴェストル、ドーガ。

　人はこの三人を『左翼の三騎士』と呼ぶ。

　アスラ七騎士のうち、主にアリエルの警護を担当する三騎士である。

　だが、イゾルテはそれに違和感を感じていた。

　アスラ七騎士とは、アリエルに絶対の忠誠を誓った七人の騎士のことを指す。

　少なくとも、そう言われている。

　というのも、イゾルテはその七人が集まった経緯について詳しく知らないからだ。

　アリエルに忠誠を尽くしているとはいうが、そのほとんどはアスラ王国とは関係ない、外部から集められた人員だからだ。

　恐らく、それぞれアリエルを絶対に裏切らない理由があるのだろうとは想像できるが……。

　だが、イゾルテは違う。

　イゾルテは、自分が裏切る可能性があると知っていた。それは、先代水神のことだ。イゾルテの祖母が死んだ時のことがあるからだ。

　先代水神レイダは死んだ。

　アリエルが王位を取ろうとする戦いの中で、アリエルに味方する龍神オルステッドの手によって殺害された。

　無論、戦いの中での出来事である。

　イゾルテも剣士であり、戦いが終わった以上、不必要な感情を引きずるつもりはない。

　それに、イゾルテは祖母から水神流のことを託されている。アリエルに逆らえば、水神流はアスラ王国より追放されかねない。ゆえに、アリエルを裏切り、たてつこうなどと考えたことはない。

　イゾルテはそう割り切っていたのだ。

　だが、彼女がどれだけ割り切り、口ではもう逆らわないと言ったところで、真偽は誰にもわからない。

　心の奥底は誰にも見えない。

　実は、祖母を殺されたことを恨みに思っており、虎こ視し眈たん々たんとアリエルの命を狙っている可能性もある。あるいはアリエルではなく、実行犯である龍神オルステッドの命を、だ。

　実際、アリエルは王位を取る際に、数多くの貴族や騎士を謀殺した。

　それを恨みに思っている者は、少なからず残っている。

　彼らは普段は何気ない顔をしてアリエルに忠誠を誓いながら、機会を狙っている。

　イゾルテもまた、そうと見られてもおかしくはない立ち位置にいる。

　実際、イゾルテは騎士の宣誓もしたし、アリエルに忠誠も誓った。

　だがそれはアリエルの人柄に惚ほれ込んだからではなく、愛国心からでもない。

　水神流という自分の居場所と矜持きょうじを守るためだ。

　今のところは信頼関係で守られているが、それが脅かされるのであれば、この先、絶対に何があっても忠誠を誓い続けるとは言えないかもしれない、と。

　裏切ろうと思っているわけではない。

　ただ、裏切る可能性が存在している。

　それを、イゾルテ自身はよく知っていた。

　であるにもかかわらず、彼女は七騎士に抜ばっ擢てきされた。

　違和感があった。何か裏があるのではないか、と。

「イゾルテ。私の紹介でお見合いをするつもりはありませんか？」

　だから、王の間でそんな提案をされた時も、警戒度は高かった。

「なぜ、陛下がそのような話を？」

「私としても、水神となるあなたが身を固めてくれることはプラスに働きますからね。候補者は私と血のつながりのある人物ばかりで、少し性癖に難のある者が多いですが……中にはあなたの好みに合う人もいるでしょう」

「陛下とのつながりというと……王族の方ですか!?」

「ええ、そうなりますね」

　王族とのお見合い。

　そう聞いて、イゾルテの胸は高鳴らずにはいられなかった。チョロいものである。

「しかし、私が水神となれば、家を捨てねばなりません。王族の方にとって、それは不都合があるのでは？」

「家を捨てても、血のつながりは残ります。家族と縁を切らねばならぬわけではないでしょう？」

「それは、確かにそうですが」

「大丈夫。皆、そのことは了承しています。彼らには、あなたと結婚しても、王家として援助を惜しまないと約束しました。あなたは実際に彼らに会い、ただ、一番いい人を選べばいいのです」

　これは懐柔策だろうか、とイゾルテは思った。

　なにしろ条件が良すぎる。

　アリエルと血のつながりがある王族。傍流かもしれないが、本物の王子様とも言える相手である。

　貴族の子弟ではない、王になる可能性が微粒子レベルながらも存在する、本物の王子様である。

　そして、アスラ王家は皆、顔が良く、上品だ。

「どうですか？　悪い話ではないと思います」

「ぜひ！」

　イゾルテは二つ返事で了承した。

　断る理由がなかった。

　あるいは彼女が海千山千のアスラ貴族であれば、アリエルの言葉の裏の裏を考えて断ったかもしれない。

　が、あいにくと彼女はただの剣士だ。婚活中の乙女でもある。

　難しいことは考えなかった。

「では、後日よりお見合いを始めましょう。ルークかシルヴェストルあたりに暇な日取りを何日か伝えておいてください。あとはこちらでセッティングします」

「ハッ、よろしくお願いします」

「はい。では、退室なさい」

　イゾルテは夢見心地でアリエルの私室から退出した。

（王族とお見合い……）

　心なしか足取りがふわふわしている。

　胸もどきどきわくわくしている。

　早速、シルヴェストルに一番近い休日を伝えに行こう。

　そう思った時、ふと自分の喉がカラカラに渇いているのに気づいた。

　理由がわからず呼ばれたことで、少し緊張していたのかもしれない。

「喉が渇きましたね」

「うす」

　ぽつりと呟つぶやいてそう言った瞬間に後ろから呼びかけられ、イゾルテは腰を落としながら即座に振り返った。

　そこには、ドーガが立っていた。

　その大きな体に似合わないような小さなコップを持って。

「どうぞ、冷えてます」

「……どうもありがとうございます」

　イゾルテはそれを受け取り、一瞬だけ毒でも含まれているかもと疑ったものの、口に含んでごくりと飲んだ。

　ドーガの言う通り、その水はつい先ほどまで氷だったかのように冷たく、イゾルテの喉を潤した。

　水が体の奥底に浸透していくような感覚を受けて、イゾルテは自分が思った以上に緊張し、疲れていたのだと気づいた。

「……ふぅ」

「イゾルテ、お疲れ様、です」

　ドーガは水を飲み、息をつくイゾルテを見て、にこやかな笑みを浮かべた。

　鎧の隙間からでも、その笑みが一切の下心を持たぬ、純朴なものであることが見て取れた。

「……」

　よく気がつく人だ。

　少なくとも自分は、この男に背中を任せることを躊ちゅう躇ちょしないだろうと、自然に思えた。

　顔は好みではないが。

「ドーガ殿もお疲れ様です。守衛の任務、頑張ってください」

「うす！」

　まあ、それはそれとして。

　これから始まる見合い三ざん昧まいの日々を思い浮かべ、イゾルテは口の端をキリリとニヤケさせながら、その場を後にしたのだった。







「門番のドーガ　前編」




　アスラ王国には、七騎士と呼ばれる七人の騎士がいる。

　アリエル・アネモイ・アスラに絶対の忠誠を誓う者たちだ。

　筆頭たる傍騎士、『王の懐刀』ルーク・ノトス・グレイラット。




　攻撃を司るつかさど右翼の三騎士。

　『王の大剣』シャンドル・フォン・グランドール

　『王の[image: ]ふ槍そう』オズワルド・エウロス・グレイラット

　『王の猟犬』ギレーヌ・デドルディア




　防御を司る左翼の三騎士。

　『王の門番』ドーガ

　『王の城壁』シルヴェストル・イフリート

　『王の大盾』イゾルテ・クルーエル




　七人。

　出自や出身のはっきりしている者もいるが、その半数はアリエルとルークが独自にスカウトしてきた人物である。平民や下級貴族から上級貴族、はては不死魔族と人族のハーフに至るまで、あらゆる人物が揃そろっている。

　彼らに共通するのは、アリエルへの絶対の忠誠心であると言われている。

　今回はイゾルテが、アリエルの言った「少し性癖に難のある」という言葉の「少し」という意味の認識の違いに悩まされている間に、騎士の一人について話そう。





★　★　★






　彼は、アスラ王国ドナーティ領に存在する小さな村で生まれた。

　少々愚鈍なところがあり、村の子供たちから子分のような扱いをされるような子供だった。

　だが、体は頑強で、病気もなく健康であった。

　そんな少年の父は村を守る兵士であり、一日のうちほとんどを外で過ごしていた。

　数名しかいない兵士なので、休みはほとんどなく、夜中も家を空けているのが常だった。

　少年が五歳の頃、妹が生まれた。妹は母親に似た可か愛わいらしい女の子であったが、母親は産後の肥立ちも悪く、亡くなってしまった。

　少年は泣いた。

　友人に殴られても、蜂に刺されても、ぬぼーっとして泣かなかった少年が、わーわーと泣いた。

　泣きじゃくる彼に父親は言った。

「今は泣いてもいい。でも泣き止やんだら、お前がこの子を守ってやってくれ」

　妹を抱く父親を見上げ、少年は何度も頷うなずいた。

　そして、その日から彼は泣かなくなった。

　さらに翌日から、彼は父親の言いつけを忠実に実行するようになった。

　妹を守る、という言いつけである。

　妹を守るにあたり、少年は家の玄関を守ることにした。丸一日、家の片隅に置いてあった薪まき割わり斧おのを持って、家の前に立ったのだ。そして、妹が泣きだした時だけ家の中に駆け戻り、妹の世話をした。

　その姿を見て、彼の友人は彼を笑った。

　何をやってるんだ、家の中で見てやれよ。

　村の大人は、彼に言った。

　なんだったら、妹の世話はうちでやろうか？　うちは子供も多いから、一人ぐらい増えても大丈夫だよ。

　だが、少年は頑としてそれを聞かなかった。

　乳飲み子の世話の仕方を教えてもらいはすれども、妹を他人の手に委ねることはなかった。

　そんなある日。村に異変が起きた。

　夜中にとある家の家畜小屋が荒らされ、無残にも食い殺されていたのだ。

　足あとの大きさから、狼おおかみの仕業であると推察された。兵士たちは村中を駆けまわり、夜は戸に鍵をかけて絶対に開けないように、と村人に伝えて回った。

　翌日。一つの家がやられた。

　夜中にどうやってか狼が家の中に入り込み、子供の首を一瞬で噛かみ砕いて絶命させ、窓から外へと出ていったのだ。

　一家は朝起きた時に何が起きたかわからず、ただ転々と血の後を追いかけ、そして町外れで血だまりと、そこに沈む赤子の衣類を見つけ、半狂乱になった。

　その一連の事件で、兵士たちは自分たちの見立てが間違っていることを悟った。

　村に潜んでいるのは狼ではない、魔物であると。小型で、狼と同程度のサイズしかないが、しかし狡こう猾かつな魔物であると。

　その通り、実行犯は魔物であった。

　頭は狼、後ろ足も狼。だが肩からは猿の手が生えており、時に二足歩行で歩き、木の上にも登る魔物であった。

　大きさは大型犬と同程度だが、その頭は体のサイズに対して不自然に大きく、その頭が、彼に知恵を与えていた。

　突然変異の魔物である。

　人の味を憶おぼえた魔物は、怯おびえる村人をあざ笑うかのようにある家の麦畑の中に潜み、一日をかけて次のターゲットを定めた。その家では、大人は夜も戻ってこなかったからだ。魔物を追いかけ、見当違いのところを探しているのだ。

　家に残っているのは、子供二人。

　魔物は舌なめずりをしつつ、その猿の腕を使って屋根へと登り、暖炉の煙突より中へと侵入した。

　翌日。

　夜の見回りを終えた少年の父親が己の家で最初に見たものは、血だまりだった。

　「嘘うそだろ」と真っ青な顔で家の中を見渡すと、すぐに無残な姿で転がる死体も見つかった。

　魔物の死体である。頭をカチ割られた魔物の死体だ。

　そして、その死体と、ベッドですやすやと眠っている娘の間には、息子が薪割り斧を握りしめ、すさまじい形相で仁王立ちしていた。

　死闘であったことは見て取れた。

　少年は血だらけで、腕の骨も折れていた。

　とはいえ、それだけだった。

　魔物は小さいとはいえ、それでも狼と見間違えるほどはある。つまり少年より二回りは大きかった。

　であるにもかかわらず、少年は魔物を切れ味の悪い薪割り斧で叩たたき殺したのだ。

　妹を守ったのだ。

　それが少年──後に北帝ドーガと呼ばれる男の初陣であった。




　その後もドーガの門番としての人生は続いた。

　十歳の時には、彼は村の門を守った。

　転移事件が起こる直前、魔物の大暴走が起こった。アスラ王国中の森から魔物が湧いて出て、いくつもの村が被害にあった。大量の魔物に襲われ、呑のみ込まれてしまった村もある。

　ドーガの村も魔物に襲われた。

　だが、ドーガは勇猛果敢に木こり斧を振るい、これを退けた。その時にドーガが倒した魔物の数は、五十とも百ともいわれる。

　大量の死体を作ったドーガだが、しかし、彼の父親はその戦いで死んでしまった。

　父親の死体の前で呆ぼう然ぜんとするドーガ。

　それを見た騎士が、ドーガを王都の守備隊へと推薦した。

　自分は妹を守るのだと渋るドーガに、彼は言った。

「いいか坊主、俺たちは家族から離れて、いろんなところに赴いて、村を守っている。つまり、国そのものを守ってるってわけだ。国が平和でいれば、家族は安心して過ごせる。つまり、国を守ることは、家族を守ってやることにつながってるんだ」

　この時、愚鈍なドーガはその言葉が理解できなかった。

　結局ドーガが動いたのは、金銭面でのことだった。

　父親が死に、金は必要だった。王都に行けば二人が暮らしていけるだけの給金が手に入る。

　そう聞き、王都へと移ることを決意したのだ。

　王都の兵士となったドーガ。

　そんな彼が守ったのは、スラム街と下級市民街を隔てる小さな門だった。

　スラム街の人間が暴徒と化し、下級市民街へとなだれ込んだ時、ボトルネックになるために作られた門だ。夜の通行こそ禁止されているものの、特別に守る価値があるわけではない門だった。まぁ、田舎育ちで学もない少年にふさわしい場所だったと言えよう。

　妹と一緒に王都に越してきた彼には、一つの部屋が与えられた。

　小さくも、しかし妹と暮らせる部屋である。

　彼はそこから兵舎へと通い、毎日朝から晩まで、時には夜通しで門番を続けた。

　ドーガは愚鈍ではあったが、不思議と人好きのする人間だった。

　当初は十歳そこそこで兵士となった彼を疎ましく思い、嫌がらせをする者もいた。

　だが、彼の純朴な性格と、妹を思う断固たる態度が、同僚たちの心を解きほぐし、一年もする頃には、ドーガは兵士たちの仲間と認められていた。

　そして二年目。

　ある日の夜、ドーガが守る門に、一人の女性が逃げてきた。

　女性はドーガに縋すがりつき、助けてくださいと懇願した。ドーガが迷っていると、すぐに厳しい顔をした一団が現れ、ドーガに向かって「女をよこせ」と叫んだ。

　ドーガは困惑した、どうしたらいいかわからなかった。

　あるいは、ドーガと一緒に当直についているはずのハンスが居眠りをしていなければ、彼が判断してくれただろうが……。

　女性はドーガが困惑していると見るや、すぐに門を走り抜けようとした。

　ドーガは即座に彼女の襟首を掴つかんで、引き戻した。夜の間は誰も通すなと言われているからだ。

　しかしその瞬間。

　女が逃げると察知した男たちが襲いかかってきた。

　ドーガは戦せん斧ぷを振るった。兵士になった時、村の鍛か冶じ師しから餞せん別べつにもらった戦斧だ。

　全員を殺害した。

　血まみれで立つドーガを見て、女性は小便を漏らし、四つん這ばいになってへたり込んだ。

　物音で飛び起きたハンスは、門の前の惨状を見て、仰天した。

　これは大変なことになると思った。ドーガが無差別殺人を犯してしまった。居眠りをしていた自分にも、罰が下るだろう。そう思いつつ真っ青な顔で死体を確認したハンスは、その顔を見てあることに気づいた。

　彼らは下級市民街で暴れまわっている盗賊団だったのだ。下級市民街ということで騎士団もロクに人手を回してくれず、ほとほと手を焼いている者たちだった。

　そんな連中を、ドーガが一人で全滅させてしまったのだ。

　ドーガは昇進した。

　下級市民街とスラム街の間の門を守る兵士から、中級市民街と下級市民街の間の門を守る兵士となった。なぜか、ハンスも一緒だった。

　それからしばらく、ドーガはその門を守り続けた。

　雨の日も、風の日も守り続けた。成人を過ぎても守り続けた。愚鈍な彼を、ハンスが助けた。

　いつしかハンスは、ドーガの一番の理解者となっていた。

　そして、その間にも妹は美しく成長し、ハンスと結婚した。

　あるいはハンスの狙いは、ドーガの妹だったのかもしれないが、しかしドーガにとってはどうでもいいことだ。なぜなら、ハンスは居眠りをする男ではあるが、悪い奴ではなかったからだ。

　妹を幸せにすると、ドーガの前で聖ミリスに誓ってくれたからだ。

　ドーガは一人になった。

　妹が結婚したことで、父親の言いつけを最後まで守り通したと考えた。

　もう、門を守る必要はなかった。

　でも、ドーガは門を守り続けた。雨の日も、風の日も守り続けた。

　そんなある日、王都に激震が走った。

　アリエル・アネモイ・アスラが戴冠式を行うと宣言したのだ。

　戴冠式。何日も続くお祭りである。その間は兵士たちの給金は上がり、食べ物もタダで手に入る。ドーガの同僚たちは喜び、ハンスもまた小躍りした。

　だが、そうなれば兵士の仕事も増えた。

　中級市民街ではなく、もっと別の場所の警備も厳重にしなければならなくなった。

　町の人間から臨時の兵士が募集され、元々の兵士であったドーガたちは、もっと重要な場所の警備を任されることになった。

　ドーガとハンスは、増えた給料で妹に何かいいものでも買ってやろうと、喜んで働いた。

　さて、戴冠式の日程が中ほどまで差しかかった、ある日のこと。

　ドーガはその日、何の因果か、王城の勝手口の門番をしていた。人通りの少ない場所であるが、時折、許可証を持った使用人が通り抜ける門である。ハンスは一緒ではなかった。

　ドーガとほか数名の兵士たちが守る門。

　そこに、一人の男がやってきた。古ぼけた鎧よろいを着て、長い棒を持った男だ。

　彼は言った。

「ここを通してくれないか。アリエル陛下に謁えっ見けんしたい」

　無論、門番は突っぱねた。

「この門は許可なき者は通さない！　許可証を出せ！」

「許可証はありませんが、アリエル陛下にお目通り願いたいのです」

「許可証がないのであれば通せない、帰れ！」

「では仕方ない。このめでたい日に陛下のご威光を陰らせるかもと思い、この門に来てよかった」

　男はそう言うと、門を強行突破しようとした。

　棒が魔法のように動き、他の門番は一瞬にして打ち倒された。

　だが、ドーガだけは倒されなかった。どれだけ男の棒が急所に突き立てられても、なお立ち続け、門を守った。

　ドーガの振るう斧は、男には一切当たらなかった。己の振るう斧が当たらないのはドーガにとって初めての体験であったが、彼は愚直にも斧を振り続けた。

　男はそんなドーガの戦いぶりを、非常に喜んだ。

「素晴らしい！　こんな男がこんなところで野に埋もれているとは。わかった。君の力に免じて、この門を通るのはやめよう。いや、すまなかった。お詫わびといってはなんだが、私の弟子にならないか？　君ならきっと強くなる、才能がある、さぁ！」

　ドーガは男が何を言っているのか理解できなかった。

　だが、どうやら門を通るのを諦めてくれたと知り、一瞬の気のゆるみから気絶した。

　立ったままの気絶である。

　そして、ハッとドーガが目覚めた時、彼はまだそこにいた。

　ドーガの斧を持ち、門を守るように立っていた。ただし、彼は大勢の兵士に囲まれていた。

「やあ、おはよう！　君の代わりにこの門を守っておいてあげましたよ！」

　それがドーガとシャンドル──北神カールマン二世アレックス・カールマン・ライバックとの出会いだった。




　ドーガは、シャンドルの弟子となった日、自室に帰ってくると、ベッドに倒れ込むように眠った。

　駆けつけてきた兵士の中に治癒魔術師がいたため、傷は残っていなかった。

　だが、北神カールマンとの戦いは、ドーガの底なしの体力を完全に空にしていた。

　ドーガは生まれて初めて、疲労で眠りについたのだ。

　二日間眠り続けた後、彼は目覚めた。

　その時、枕元には涙目の妹と、ほっとした顔のハンスがいた。

　ついでに、やけに嬉うれしそうな顔をしたシャンドルもいた。

「おはよう、さぁ弟子よ、ついてきなさい」

　シャンドルはすさまじい力でドーガを立ち上がらせると、彼に鎧を着せて、いずこかへと連れていこうとした。

　ドーガは、意味がわからず、ハンスに助けを求めた。

「すまないドーガ。だが、悪い話じゃないんだ。俺も混乱してて、よくわからないけど、名誉な話だと思う。だから、まぁ、とりあえず行ってこいよ。頑張ってな、失礼のないようにな」

「うん。その、兄さん、頑張ってください」

　要領を得ないハンスの言葉に、ドーガは目を白黒させながら、しかしシャンドルの力には逆らえず、先日守っていた門へと向かった。門にたどり着くと、シャンドルは懐からこれ見よがしに許可証を取り出し、門をくぐった。

　あっという間に王城の中である。

　ドーガは初めて見るきらびやかな空間に驚きつつ、シャンドルの後に続いた。

　そして、気づいた時には、金髪の綺き麗れいな女性の前にいた。

「その子ですか？」

「はい、陛下！」

「少し話をさせていただきます」

　シャンドルにドンと背中を押されて、ドーガは女性の正面に立った。

　女性はとても綺麗で、なんというか、神々しかった。

「私はアリエル・アネモイ・アスラです。あなたは？」

　その名前を、ドーガは知らなかった。

　彼は王都の兵士でありながら、戴冠式を行っている者の名前も知らなかったのだ。

　もちろん、実際に見たこともない。

　しかし、気づけばドーガは膝をついていた。なぜか、そうしなければならないと思ったのだ。

「お、オレ……ドーガ、です」

「あなたは、なぜ兵士になったのですか？」

「と、父ちゃんが、い、妹を、守れって、だから……」

　ドーガはうまく口が回らなかった。

　今までの長い人生を、他人に語って聞かせられるほど、口達者ではなかったのだ。

　だが、ドーガの口から出てきた言葉は、あっさりとアリエルを納得させた。

「なるほど、妹を守るために。立派ですね」

「で、でも、もう、妹は、ハンスが守ってて、その、ハンスと妹が一緒んなって、えっと」

　アリエルがチラリと目配せをすると、彼のそばにいた騎士が「彼の妹はハンスという兵士と結婚していて──」と補足をした。

　ドーガは知らないが、ルークである。

「だから、オレはもう、あんまり守らなくてもよくて……」

　ややしょんぼりとした顔で言うドーガに、アリエルは微ほほ笑えんだ。

「違いますよ、ドーガ」

「え？」

「あなたは、守らなくてもよくなったのではありません」

「ど、どゆこと、ですか？」

「ハンスはあなたの弟になったのですから、あなたは妹と弟、二人を守らなければならなくなったのです。今までの、二倍」

　その言葉に、ドーガは衝撃を受けた。そんな風に考えたことはなかった。

　だがしかし、その通りであった。妹を守ると言ったハンス、彼は確かにドーガのことを義兄あにと呼ぶようになった。ならば彼は弟だ。

　妹を守らなければいけないのなら、当然、弟だって守らなきゃいけない。

「そ、そっか、オレ、もっと守らなきゃいけなかったんだ」

「そうです。しかし、今までのやり方では、あるいはあなたは二人を守れないかもしれません」

「えっ!?　な、なんで？」

「あなたは力が強いですが、その腕の届く距離は短いのです。二人が危機に陥った時、その手の届く範囲に二人はいないかもしれない」

　ドーガは自分の手のひらを見た。

　思い出すのは、父親の死に様だ。彼は近くにいたのに、ドーガの視界の外で魔物に殺された。

「じゃ、じゃあ、どうすれば、いいん、ですか？」

「私を守ってください」

「え？」

「私は国のために働きます。国をよくします。その私を守ることは、国を守ることです。そして国を守るということは、二人を守るということなのです」

　ドーガは理解できなかった。

　どうして目の前の人を守ることが二人を守ることになるのか、さっぱりわからなかった。

　だが、アリエルが本気でそれを言っているのは、理解できた。

　それと同時に、似たようなことを言った人がいたのを思い出した。王都の守備隊への推薦状をくれた、騎士だ。

『いいか坊主、俺たちは家族から離れて、いろんなところに赴いて、村を守っている。つまり、国そのものを守ってるってわけだ。国が平和でいれば、家族は安心して過ごせる。つまり、国を守ることは、家族を守ってやることにつながってるんだ』

　その時は納得できなかった。できなかったから金で動いた。

　でも、今は、なんとなく理解できる。ドーガが全然違うところを守っていても、妹もハンスも幸せそうに生きているから。

「ドーガ。私への忠誠を誓い、私を、ひいては国を守ってくれますか？」

「はい、陛下」

「ではドーガ、あなたを騎士に任命します」

　その日、ドーガは七騎士の一人となった。




　それ以来、ドーガは最後の門を守り続けている。

　最後の門、すなわち王の間の扉である。

　時にアリエルの命令を受けて別の場所に行くこともあるし、一日のうちの何時間かは、アリエルの私室からちょっとだけ離れた場所でシャンドルに稽古をつけてもらう。

　月に一度は非番があり、妹とハンスのところに行って、ご飯を食べることもある。

　ドーガがいない時には、別の者が代わりに王の間を守ることになっている。

　大抵の場合は『王の大盾』イゾルテ・クルーエルである。

　が、最初はそうではなかった。

　騎士として任命され、キンキラに輝く黄金の鎧を授けられた彼は、頑として、『最後の門』の前から動こうとはしなかった。守ると決めたからには、生半可な者には任せられないとばかりに。

　事実、守り始めてから一ヶ月の間は、シャンドル以外にその場を任せることはしなかった。

　アリエルに休めと言われなければ、何日でも飲まず食わずで寝ずの番をした。

　王の間に近づく者全てに身体チェックを行った。

　男であろうと女であろうと関係なく、小さなフォークですら、取り上げた。

　そんな中、七騎士に一人の人物が加わった。

　『王の大盾』イゾルテ・クルーエルである。

　彼女は剣術指南役という仕事もあったが、ギレーヌが七騎士でなかった当時、七騎士中唯一の女性ということで、王女の身辺警護を担当するに適任と認められた。

　ある日のこと。

　シャンドルが黄金騎士団のメンツを集めるべく、アスラ王国の各地へと飛び回ることが決まった。

　シャンドルがいなければ、ドーガは交代ができない。一ヶ月も立ちっぱなしでは、ドーガは倒れてしまうだろう。

　ということで、シャンドルはドーガをイゾルテと試合させた。

　その時点でシャンドルがドーガに名乗らせていた称号は『北王』であった。

　まだ教え始めてすぐだというのに、かなりの腕前であったからだ。

　が、言うまでもないことであるが、イゾルテの圧勝であった。ドーガの戦斧をそよ風のように受け流し、何度も何度もカウンターを打ち込んで、ドーガを倒した。

　あるいは実剣を使い、殺意を持って挑めば、イゾルテが一瞬でドーガを殺害していただろう試合だった。

　ドーガは無尽蔵な体力をもってイゾルテに襲いかかるが、指一本も触れることなく、敗北した。

　花のように細い女性が、自分の横幅より大きい斧を受け流し、トゲのような一撃を放つ。

　ドーガは何度もそれを受けて、彼女を認めた。自分の代わりにこの門を守るのにふさわしい人物であると。

　同時に理解した。

　この女性は、たおやかで美しい花なのだ、と。

　自分が触れてはならない存在なのだ、と。

　つまりドーガはイゾルテに────恋をしたのだ。





★　★　★






「最近お前、元気ないよな……」

　ドーガがそう言われたのは、妹夫婦との食事の時であった。

　テーブルの上には、質素だが大柄なドーガが満腹になるほどの料理が並んでいる。

　さらにその奥には、妹と、その夫ハンスの顔が並んでいた。ハンスの横には可愛らしい彼の娘も座っている。

　ドーガはぶどう酒がなみなみと注がれたジョッキを片手に、きょとんとした顔でハンスを見た。

「具合でも悪いのか？」

「……な、なんで？」

　ドーガが内心の動揺を悟られないように言うと、ハンスは料理を指さした。

「全然食べてねえ」

　見ると、確かにテーブル上の料理はあまり減っていなかった。

　大好きな妹の料理である。

　今までのドーガであれば無言でかっこみ、幸せそうに頬ほおをパンパンにふくらませて完食する。

　ドーガの好物のぶどう酒もだ。

　彼は祝い事でしか飲まれないぶどう酒が大好きであり、こういう場では浴びるほど飲む。

　そのため、ハンスの家には樽たるで常備されていた。

　それがなぜか、料理は半分ほどしか減っておらず、ぶどう酒の飲み方もチビチビという感じだ。

　ドーガを知る者からすると、異常な光景であった。

「もし体の具合が悪いとかだったら、ちゃんとお城の治癒術師に診てもらえよ？　お前ももう騎士様なんだから、言えばそれぐらいやってもらえるだろ？　まあ、顔色が悪そうには見えないけど」

「……？」

　ドーガはきょとんとして首をかしげた。

　彼自身は、自分の異常には気づいていなかった。

「疲れてるんだったら、もう少し休みを多くしてもらったらどうだ？　そりゃ、お前は働き者だし、陛下の警護なんて名誉な仕事だ。けど、根を詰めすぎて倒れるなんてシャレになんねえぞ……まあ、お前が倒れるなんて想像もできねえけどな」

　「うす」

　ドーガは頷きつつ、料理を食べ始めた。

　確かにおかしい。

　味はいつも通りだ。美味おいしい。でも、食べ物が喉を通る瞬間、何か違和感があるのだ。

　いつもなら、もぐもぐと咀嚼そしゃくしてごっくんと飲み込むと、「早く次も！」という感じだ。

　けど、今日は違う。喉を通る度に、何か拒絶するような感覚が腹の中から押し上げてくる。

　満腹の時のような、でももっと不快な感覚だ。

　ぶどう酒もおかしい。なんだかあんまり美味しくない。ぶどう酒を飲むと、いつもは「ぷはー」という感じだが、今日は「ふぅ……」という感じだ。

　こんなことは初めてであった。もしかすると、本当に病気なのか。それとも、ハンスの言う通り、疲れているのか……。

「なあ、ほんとに何があったんだよ。話してみろよ」

「……」

　黙りこくるドーガに、ハンスはさらに畳みかけた。

「義兄にいさん、いや、ドーガ。お前には下町で衛兵やってた頃から、ずっと世話になり続けてる。お前の悩みぐらい聞いてやれなかったら……俺は、これからどんな顔して生きてきゃいい？　聖ミリス様に顔向けもできない」

「……うす。でもオレも、よくわかんない」

「最近、城であったこととか、なんでもいいから、話してみろよ」

　ハンスが深刻な顔で言うと、ドーガは顔を上げた。

　ドーガは言われるがまま、自分の記憶をたどり、そして、ぽつりぽつりと喋しゃべり始めた。

　最後の門の警護をしていたら、猫が迷い込んできたこと。お昼のお弁当を少しあげたら、よく来るようになって、嬉しかったこと。

　町中を鎧姿で歩いていたら、一人の若い兵士に呼び止められて「尊敬しています」と言われ、嬉しかったこと。

　最後の門の警護をしていたら、イゾルテが来て、髪についた花びらを取ってあげたらお礼を言われて、嬉しかったこと。

　シャンドルに新しい技を教えてもらった時に「やはり君はスジがいい」と褒められて、嬉しかったこと。

　城から宿舎に帰る途中で馬車に轢ひかれそうになり、御者台の男に「失うせろウスノロ！」と罵声を浴びせられたけど、すぐに馬車からルークが降りてきて謝罪をして、宿舎まで送ってくれたので、嬉しかったこと。

　シャンドルに騎士団に稽古をつけるから訓練場に行けと言われ、行ってみたらギレーヌとイゾルテもいて、嬉しかったこと。

　城を歩いていたら衛兵の人が「イゾルテが結婚するかもしれない」という噂うわさを教えてくれて、あんまり嬉しくなかったこと。

　パーティの警護の時に、イゾルテがドレス姿で現れて、凄すごく綺麗で嬉しかったこと。

　その彼女が、よく知らない男と踊っているのを見て、あまり嬉しくなかったこと。

　貴族の子女がイゾルテの根も葉もない悪口を言っていて、嬉しくなかったこと。

　イゾルテがかっこいい男と一緒に歩いているのを見て、悲しかったこと。

　イゾルテが──。

「もういい、わかった。よくわかった」

　ハンスはドーガの話を遮った。

　今の話で、大体わかってしまったのだ。

「要するに、お前はイゾルテって人に、恋をしてるってこった」

「……」

　ドーガは頬をポッと赤らめた。

　なぜ今の話でバレてしまったのかわからないが、図星であった。

「それで、そのイゾルテが結婚すると聞いて、その裏付けみたいな光景を見て、ショックを受けたんだ」

「…………うす」

　ハッキリ見て取れるほど、ドーガがどんよりと落ち込んだ。

　どうやら、これも正解らしい。

「なるほど」

　ドーガの反応を見て、ハンスは理解した。

　この色恋沙汰に無縁そうな義兄が、どうやら恋をしてしまったことを。

　同時に、ハンスの脳裏に、自分の初恋の記憶が浮かんだ。

　ハンスの生家の隣に住んでいた、八百屋の一人娘。五つも歳が離れていたが、幼馴染おさななじみには変わりなく、小さな頃からお世話になった。

　優しくて頼りになる美人のお姉さん。五歳ぐらいの頃から、ずっと好きだったお姉ちゃん。

　将来の夢は、そんなお姉ちゃんと結婚することだった。

　実際、成人したら兵士に志願して、給料が安定したら結婚を申し込もう、そう思っていた。

　そんなハンスの十二の夏、彼女は肉屋の一人息子と結婚して、相手の家の家業を継いだ。

　ハンスも知っている男で、ハンスが物心ついた頃には、すでにオッサンだった男だ。

　彼女とは、五つは歳が離れていただろう。そう思えば、言うほどオッサンではないのだが……。

　最初は信じられなかった。

　ガタイはよかったが、決して美男子とは言えない人物だった。

　彼女はきっとイヤイヤ結婚したんだ、いずれ自分が取り戻してやる、とか思っていた。

　だが、一年後、幸せな顔で男に寄り添う彼女の、そのぽっこりと大きくなったお腹を見て、ようやく理解して、枕を涙で濡らした。

　あるいは、自分がもっと早い時期に告白していれば、あんな思いはしなかったかもしれない。

　もちろん、今が嫌というわけではない。

　彼女と結婚していれば、ドーガの妹とは結婚することができなかっただろう。

　妹はドーガに似ても似つかず、小柄で可愛らしく、しっかり者だ。

　そんな彼女との愛の結晶は、今はドーガの代わりにモリモリとご飯を食べている。丈夫な子だし、ハンスに似ず利口だし、何より可愛らしい。

　今のハンスは誰よりも幸せだという自信がある。

　しかし、その幸せも、辛つらい失恋があったればこそだ。

　あの経験のお陰で、ドーガの妹に恋をしていると自覚してからすぐに行動できたのだ。

　最初は軽薄だと思われたかもしれないが、最初から最後まで、ハンスはドーガの妹に対して、真しん摯しな態度を取り続けた。

　門番の仕事もそれまで以上にしっかりやった。

　好きだと告げて以来、娼婦しょうふなんか一度も抱かなかった。

　その結果、数多くのライバルに勝利し、今の幸せを手にすることができたのだ。

　だからこそ、ハンスは言った。

「今すぐ結婚を申し込め。そのイゾルテさんに」

　その言葉に、ドーガは顔を上げ、きょとんとした顔を向けた。

「いや、結婚じゃなくてもいい。交際でもいい。なんだったら、好きだったと伝えるだけでもいい」

「……」

「このまま手をこまねいて見ていたら、絶対に後悔するぞ」

「……でも」

「釣り合わないなんて考えるな。お前はアスラ王国を代表する黄金騎士の一人だ。俺たち守備隊の誇りで、憧れなんだ。胸を張っていけ」

　ドーガは少し考えた。

　家柄の釣り合いに関しては、ドーガはよくわからない。だが美醜については、少しわかる。

　美しすぎるイゾルテに自分が釣り合っていない。

　そのことについて、少し考えた。

「ダメ元でもいい、想いを伝えて玉砕しろ。このままじゃ、彼女の結婚を祝福することもできないぞ」

　が、ハンスの言葉で、すぐに結論を出した。

「うす！」

　イゾルテに告白してみよう、と。







「イゾルテとドーガ　後編」




「これで、何人目ですか？」

　ここは水神流の道場から離れた、イゾルテの自宅である。

　そのリビングにて、彼女は己の兄と向き合っていた。

「…………二十六人目です」

　イゾルテは俯うつむきながらそう答えた。

　タントリスはそんな彼女の目を見ようとしたが、イゾルテは目を逸そらしたままである。

「風の噂うわさで、君から振ったと聞きました」

「……はい」

「なぜですか？」

　イゾルテは口元をキュッと結んだ。

「いえ、その……皆、良い方なのです。性格もいいし、物腰も穏やかで……ただ……」

「ただ？」

「良すぎるせいか、欠点の方が目立ってしまって」

　イゾルテは見合いをした相手のことを思い出した。

　アリエルに紹介された王族たちのことだ。

　彼らは皆若く、快活で、見合いの場においてイゾルテを楽しませてくれた。

　ただ……彼らは正直だった。アリエルに言われていたのか、自分の性癖についても話してくれた。

　五人とも、本当に正直に話してくれた。

　顔がよく、優しく、結婚したらイゾルテのことを精一杯支えると言ってくれた、アトレ・オルペウス・アスラ。

　顔がよく、逞たくましく、水神流について深い理解を持ってくれた、ベイジル・ウェンティ・アスラ。

　顔がよく、優雅で、経済面でも水神流の力になれると言ってくれた、カルロス・シオドス・アスラ。

　顔がよく、面白く、会話中に何度も笑わせてくれた、ダニエル・リプス・アスラ。

　顔がよく、可か愛わいく、思わず守ってあげたくなるような、エリオット・スキロン・アスラ。

　彼らは全て話してくれた。イゾルテにベッドの中でしたいこと、あるいはベッドの外でしてほしいことや、してほしい格好や、最終的にイゾルテにどうなってほしいかなど……。

　とてもじゃないが、経験値の低いイゾルテには、ついていけないことを。

　気づいた時には、断っていた。

　まともじゃないとすら思ってしまった。

　見目麗しい彼らがそうした欲望を持っていることに、おぞましさすら覚えた。

　正直なところ、イゾルテは今、若干の男性不信になっていた。

　全ての男性がそこまでひどいとは限らないのは知っているが、しかし世の男性は少なからず、ああしたことをしたいと思っているのだ、と。

　そう思うと、なんかもう結婚なんてしなくてもいいかな、なんて気持ちも少しはあった。

「欠点とは？」

「言えません、口では言えないようなことです」

「なるほど……アスラの王族ですからね」

　アスラ貴族に変態的な嗜し好こうの持ち主が多いことは有名である。

　上流階級はあらゆる面で満たされているため、下々の者と同じ程度では満足できないのだ。

「しかし困りましたね、全員を断ってしまうとは」

「いえ、全員というわけでは。まだあと数名は残っております」

「とはいえ、このままでは決まらないでしょうね……」

　タントリスは昔のことを思い出し、そう言った。

　昔からイゾルテは自分が何かを選ぶ立場になると、アレが嫌だ、コレが嫌だ、と厳選しすぎてしまうきらいがあった。

　そうしているうちにめぼしいものは誰かに取られ、余り物を掴つかまされるのだ。

　婚期を逃したのも、そのせいだ。

「……よし、ではこうしましょう」

　タントリスは彼女の性格を考慮し、一つの結論を出した。

「次の相手と結婚しなさい」

「しかし、それは……」

「相手は、条件的には望むべくもない相手のはずです。選ぶ立場だから、君は彼らの目立つ欠点を気にしてしまうのです。しかし、その欠点も、結婚して一緒に暮らせば、些さ細さいなものに見えてくるかもしれない。出会ってすぐにはわからなかった、より大きな長所が見えてくるかもしれない」

　タントリスとて、このような強引な論法は好きではない。

　選ぶ時間というものは必要だと思っている。その人物の根っこの部分を知るためにも。

　だが『アリエルの紹介』という部分が、そうした強引な方法でもなんとかなるだろうと思わせた。

　アリエルの紹介であれば、大きな失敗にはつながるまい、と。

　買いかぶりすぎである。

「…………わかりました」

　しばしの沈黙の後、イゾルテも覚悟を決めた。

　確かに、自分は選びすぎていた。昔からそうだった。きっと今すぐには変わるまい。

　その性格は水神流とは相性が良く、もうすぐ水神にもなるが、結婚とは相性が悪い。

　このままいけば、一生独身で過ごすことになるかもしれない。

　水神という存在は、確かに誇れるものだ。

　周囲は賞賛し、褒め、称たたえてくれるだろう。

　彼らに笑顔で応え、会話し、良い気持ちになり、家に帰ってくる。そして、誰もいない部屋で一人飯を食い、寝間着に着替えて一人で眠るのだ。

　なんとむなしいことか。

　称賛のために水神になるのではない。

　イゾルテの中には剣士とは別のイゾルテも存在している。

　その存在は常に一人ぼっちなのだ。ゆえにむなしく感じてしまうのだ。

　結婚をして手に入る夫や子供が、別の自分を癒やすことになるかはわからない。

　だが、称賛されて帰ってきた時、自慢する相手ぐらいはいたほうがいい。

　もしかすると、その相手はイゾルテの自慢話を聞いた後、とても変態的な行為を要求してくるかもしれないが……。

　……いや、覚悟はできた。

「それで、次の相手はいつ、どこで？」

「はい。今日、ここまで馬車で迎えに来てくださるそうです」

「王族の方が迎えに、ですか……？」

「はい」

　候補者は残り三人。

　イゾルテは知らないことであるが、すでに五人があっけなく振られたことで、彼らも本気を出したのである。

　厳選な抽選の結果で順番を決めて、一人ずつ本気でアタックせんとしていた。

「……ん？」

　と、そこでイゾルテは気づいた。

「道場の方が騒がしいですね」

　道場はクルーエル家の自宅と隣接している。

　とはいえ、ここは水神流の本家とも言える場所であり、それなりの敷地面積もある。

　本来なら音など聞こえないところだが、そこはイゾルテも水帝であった。

　騒がしさ、それも怒気や殺気を孕はらんでいるとなれば、さすがに気づく。

「もうおいでになったのでは？」

「まだ聞いていた時刻には早いはずですが……いえ、もしかすると、私が間違えていたのかもしれません、なにはともあれ、行ってきます。万が一にも、王族の方に失礼があってはいけません」

「そうですね。急ぎましょう」

　イゾルテとタントリスは、頷うなずき合い、道場へと足を運んだ。




　道場は騒然としていた。

　道着姿の門下生たちが、一人の男を囲んで、怒声や挑発の声を浴びせているのだ。

「あ、師匠、道場破りです！　男が突然来て、師匠を出せと！」

　イゾルテとタントリスはそれを聞いて青くなった。

　門下生が王族に対してこのような仕打ちをしたとなれば、道場の取り潰つぶしもありうる。

　彼は名乗らなかったのだろうか。アスラ王家の者で、イゾルテを迎えに来たと。

「やめなさい！」

　イゾルテの一喝で、場がシンと静まった。

「道を空けなさい！　その方は私の客人です！」

「……しかし、この男は」

「全員、道場脇に正座！」

　イゾルテの声で、門下生たちは蜘く蛛もの子を散らすかのように、道場脇へと移動し、整列して座った。先代の頃から、この動作だけはみな早い。

　まあ、それはさておき、すぐに謝罪をしなければならない。

　そう思いつつ、イゾルテは門下生たちの退どいた先を見た。

「……？」

　そこにいたのは、二メートルを超す大男だった。肩幅だけで一メートル近くもある。岩のような巨きょ躯くだ。

　しかし、イゾルテにとって、見覚えのある巨躯であった。

「ドーガ？」

「……うす」

　呼びかけ、振り返る顔はやはりそうだ。

　何を隠そう、アスラ七騎士の一人『王の門番』のドーガであった。彼は怯おびえるように身を縮こまらせつつ、所在なげに立っていたが、イゾルテを見ると、ほっとしたような顔で向き直った。

「命拾いをしましたね。この男は北帝ドーガです。本気になればあなたたちなど片手で……」

　と、イゾルテはそこまで言いかけて、ふとドーガの服装に気づいた。

　騎士の礼服だ。

　イゾルテは、ドーガの礼服姿など見たことがなかった。いつも黄金の鎧よろいか、あるいは鈍にび色いろの鎧に身を包んでいるからだ。それが正装であると言わんばかりで、アリエルも何も言わなかった。

　普段と違う窮屈そうな見た目に加え、その手には花束が握られていた。

　ドーガがでかいため小さく見えるが、かなり大きな花束だ。

「なぜ、ここに？　陛下の身に何か？　それとも、緊急で招集が？」

　訝いぶかしげに眉をひそめるイゾルテ。

　彼女に対し、ドーガはゆっくりとした動作で近づき、その手に持った花束を差し出した。

　この時点で、イゾルテにも「まさか」という思いはあった。

　正装に、花束。

　もちろん、「そんなはずはない」という思いも同じぐらい強かった。

　しかし、次の言葉で「まさか」が勝った。

「い、イゾルテ・クルーエルさん……す、好きです！　け、結婚、してください！」




　まさか、ドーガがアスラ王家の者だったなんて。




　思い当たるフシはあった。

　彼は唯一、アリエルの私室の警護を任された男性だ。

　ルークは特別として、シャンドルですら武器を持っては近づけない部屋の警護を任されている。

　深夜ですら、彼がアリエルの私室の前に立っているのだ。

　それにしては、別に去勢をされたとかいう話は聞かない。

　ドーガは安全で無害な男だと噂されているが、それでも男だ。

　この巨体に、北帝としての戦闘力。二つをもってすれば、アリエルの寝所を襲うことなど容易たやすい。

　なぜこのような男が、とイゾルテはいつも疑問を持っていた。

　だが、そう、アリエルの身内であったのなら？

　幼い頃からよく知っている仲だったのであれば……。

　ドーガの出自は、アスラ王国のはずれにある村だという話だが、王族にはいろいろある。

　アリエルが一度は遠い異国の地に逃げたように、ドーガもまた幼い頃に身を隠していたのなら。

「イゾルテ」

　タントリスに呼ばれ、イゾルテは思考の海から戻ってきた。

　危ないところだったかもしれない。恐らく、ドーガはアスラ王国の闇の一端だ。うかつに触れれば、いかなイゾルテとて消されてしまいかねない。

「どうしました？」

　直面すべきは現実であった。

「……いえ」

　改めて、イゾルテはドーガを見た。

　彼は先ほど、こう言った。

『結婚してください』

　間違いなく言った。

　一時期言われたくてたまらなかった言葉だから、聞き間違えるはずもない。

　ドーガの態度は堂々としたものであった。堂々と真正面から乗り込み、花束を手渡し、結婚してくださいと宣言する。

　イゾルテとしては、もう少しロマンチックなほうが好みである。

　が、しかし考えようによっては、これもロマンチックと言えなくもない。

　衆目の前で花束を渡されつつ堂々と告白されるというのは、イゾルテの脳内ロマンチック告白リストに載っていた。

　無論、汗臭い道場ではなく、美しい噴水の前だったり、きらびやかなパーティ会場だったりするが……。

　そこは目を瞑つぶろう。

　他のいろいろなものにも目を瞑ろう。

「……ちょうどいいタイミングではないですか。誉れあるアスラの七騎士なら、あなたとも釣り合いましょう」

「はい……でも、しかし……」

　と、そこでイゾルテは周囲の視線に気づいた。

　門下生たちの視線である。

「とにかく、場所を移動しましょう。ドーガ、ついてきてください」

「うす」

　イゾルテは踵きびすを返した。

　ドーガは差し出した花束が受け取られず、一瞬だけ悲しそうな顔をしたが、すぐにイゾルテの後についていった。




　こうして、ドーガはイゾルテの屋敷へと招かれた。

　現在、彼はソファの上でかちんこちんに固まりつつ、小さく座っている。その膝には、変わらず花束があった。

　そして、彼の正面にはイゾルテが座っている。

　凛りんとした座り姿である。その佇たたずまいは気配を感じさせず、表情には何も映っていない。

　あるいは、彼女は何も考えていないのではないかと錯覚させる。

　タントリスの姿はない。

　彼は二人を応接室へと残し、お茶の用意をしている。

「……」

　その間、イゾルテはじっとドーガの顔を見ていた。

　ドーガはその視線を受けて、真面目な表情を作っている。頬ほおがぷるぷると震えていることから、緊張しているのが見て取れる。

　が、イゾルテが見ているのはそこではない。顔だ。

　純朴な顔である。イゾルテの好みではない。いろいろなものに目を瞑ったところで、やはり好みではないものは、好みではない。

「…………」

　正直、これなら今までの五人の方がよかったと思うところはある。

　ほとんど同じスペックなら、顔がいい分、彼らの方が素敵だ。

　だが、次に来る王族の顔は、ドーガより下かもしれない。

　とはいえ、先ほどの兄とのやりとりもある。

　これで決めなければいけない。

「それにしても、あなたが王族だったとは、驚きです」

　イゾルテがため息をつきながら言うと、ドーガはきょとんとした顔をした。

「オレ、王族じゃ、ないです」

「……え？　では、養子か何か？」

　それは、王族であることを隠しているのか。

　という探りの言葉であった。

「オレ、ドナーティ領にある小さい村で生まれて、ずっと門番してきました。父ちゃんは村の兵士で──」

　だが、ドーガから出てきたのは、極めて平凡な兵士の成り上がりストーリーであった。

　いや、平凡ではなかったかもしれない。

　その内容から何かを知ろうとしていたイゾルテだったが、妹が結婚し、ドーガが涙を流すくだりでは、つい感情移入し、泣いてしまいそうになってしまった。

「それで、オレ、イゾルテ……さんが、結婚するって聞いて、その前に、せめて自分の想いだけでもって思って」

「……」

　しかし、つまり彼はまったく関係のない人間ということだ。アリエルから紹介された王族でもなんでもないのだ。

　それならばと、イゾルテは断ることにした。

　残念だが、王族を紹介してくれているアリエルの顔は立てなければならない。

（ん？　残念？　なぜ？）

　しかし、そこでふと自分の考えに疑問を持った。

　が、すぐに結論に至った。

　彼は正直者で、勤勉で、一いち途ずだ。今聞いた感じだと、性癖に関してもドン引きしたくなるものはない。

　北帝になるほどの実力もあり、七騎士ということは給金も安定している。酒は好きなようだが酒乱というわけでもなく、派手な遊びとも無縁。

　ダメなのは顔だけだ。それも特別にダメというほどでもない。ちょっと、イゾルテの好みと合わないだけなのだ。

「あ、あの……！」

　難しい顔をするイゾルテに対し、ドーガが意を決したように声を上げた。

「お、オレ、イゾルテさんのこと、初めて見た時から、この花みたいに綺き麗れいだと思ってて、その、ずっと好きでした！」

　ドーガはそう言って、再度、花束をイゾルテへと差し出した。

「そうですか、初めて見た時から」

　イゾルテの視界に、花がいっぱいに入った。

　深い青色の花であった。イゾルテはこの花の名前を知らない。だが、美しい花だ。

　この花のようだと言われると、少し心がときめいた。

「……うす」

　イゾルテの記憶が確かなら、彼との邂かい逅こうは戦いだった。

　アリエルの護衛の件で、ドーガと戦った時だ。

　あの時から、ずっとだという。

　思い返せば、彼はイゾルテに対しては少し優しかった。ずっと信頼してくれていた。アリエルの部屋に入るのに、武器も取り上げなかった。

　無論それは、同じ七騎士だからというのもあるだろうが、それだけではないのかもしれない。

　なんて考えていると、真面目な顔でイゾルテを見てくるドーガの顔が、二割増し程度、よくなって見えた。

　なんか、この顔も悪くないのではなかろうか。

　角度によっては愛あい嬌きょうもある。そもそも、普段は兜かぶとをかぶっているから見えないし。

　そんな風にすら思えてくる。

「いやいや……！」

　イゾルテは首を振った。

「申し訳ありませんが、今はアリエル様の紹介で王族の方と結婚することになっています」

　そう、ここで彼と付き合うことにでもなったら、アリエルの顔に泥を塗りかねない。

　イゾルテも騎士。絶対の忠誠を誓っているわけではないが、それでも忠誠は誓っている。

　自分の都合で主君の顔に泥を塗るなど、あってはならないことだ。

「あなたも陛下の騎士なら、陛下のご意向に逆らうことはできないでしょう？」

「……うす」

　ドーガは、少し困った顔をしていた。

　イゾルテがそうであるように、ドーガも騎士だ。

　そしてドーガは勤勉だ。王族でないのだとしても、だからこそアリエルから信頼を得てあの場所の門番になれたのだ。彼とて、アリエルを裏切るようなことはできまい。

「……では、お帰りください」

「うす」

　少しは食い下がるかとも思ったが、ドーガはすぐに立ち上がり、イゾルテに背を向けた。

　あっさりとしたものである。

　意気揚々としているかにも見えた。まるで、最初から断られるとわかっていて、言うだけ言ってスッキリしたかのようだ。

　ちょっといいかなと思っただけに、その態度はやはり少し残念に思えた。

「……ふぅ」

　イゾルテはため息をついて、テーブルを見た。

　そこには、青色の花びらが一枚落ちていた。

　花束はない。持って帰ったのだろう。

「せめて、花束だけでも、もらっておけばよかった……」

　青い花びらを指でつまみ、イゾルテはぽつりと呟つぶやいた。




　結局、イゾルテはその日、次の王族も断ってしまった。





★　★　★






　翌日。

　イゾルテは城の練兵場にいた。剣術指南としての仕事をするためだ。

　兵士や騎士見習いに剣術を教えつつ、彼女は昨日のことを反省していた。

　昨日の王族。

　フレイザー・カエキウス・アスラ。性癖は相変わらずひどいものだったが、悪い人物ではなかった。

　だが、ドーガと比べると、不誠実さが目に見える気がした。

　でも、せめて断るのではなく、保留ということにでもしておけば角も立たなかったのに……と。

　ともあれ、残り二人。二人しか残っていない。

　この二人をよく見極め、どちらかを選ばなければならない。

　なんて考えていると、彼女の元に伝令兵が近づいてきた。

「イゾルテ殿！　陛下が至急、お呼びとのことです！」

　その言葉で、イゾルテは察した。

　恐らく、候補者を次々に断っていることで、アリエルからお叱しかりを受けるのだろう。

　甘んじて受けねばなるまい。イゾルテとしても、アリエルには謝罪しなければならないと思っていたところである。

「わかりました」

　イゾルテはそう答えると、練兵場を後にし、そのまま練兵場の出口にある騎士の個室にて、サッと土つち埃ぼこりを落とした。本来なら水浴びの一つでもしなければならないところだが、至急ということならば許されるだろう。

　その後、早足で歩いて王の間へと向かう。

「ん？」

　最奥に近づくと、違和感があった。

　何やらいつもより騒がしい。いつもなら兵士や騎士などいない、無人の廊下が続いているはずなのに、兵士が慌ただしく動いているのが見えた。

　何かあったのだろうか。

　そう思いつつも、今は陛下に呼ばれたということが優先である。

　特に周囲に聞くこともなく、イゾルテは王の間へと足を進めた。




　そして、王の間にたどり着いた。

　入り口にある豪華な扉の前で、イゾルテは眉をひそめた。

　そこには、いるはずの人間がいなかった。

　岩のような巨躯を黄金の鎧に包んだ、一人の男。

　アリエルがこの部屋にいる間は絶対に動かない、アスラ王国最強の門番。

　ドーガだ。彼の姿が、どこにも見当たらなかったのだ。

　その代わりとでもいうように、王の間の周囲には、城に駐在する騎士たちが整列していた。

　全員が腰に武器を帯びている。

　物々しい。

　その上、全員が手だれだ。本来ならここまで足を踏み入れることができないような、下級・中級貴族出身の騎士もいる。シルヴェストルの指揮だろう。こういう時、彼は後の問題を恐れずに最適な行動を取る。

「イフリート卿！」

　と、そこでイゾルテはある人物の姿を見つけた。

　王城の警備責任者『王の城壁』シルヴェストル・イフリートだ。

「これはイゾルテ殿、お早い到着で」

「いったい何事ですか」

　そう聞くと、シルヴェストルはなんとも難しい顔をした。どう説明したらいいのかと悩むような顔だ。

　数秒後、彼は肩をすくめてこう言った。

「陛下がお呼びです」

　全ては部屋の中で聞け、とでも言わんばかりに。

　イゾルテは彼から説明を聞くのを諦め、扉にノックをした。

「……イゾルテ・クルーエル。ただいま参上しました！」

「どうぞ、入りなさい」

　いつも通りのアリエルの声。

　周囲の物々しさとは裏腹に、彼女の声はあまりにも平常だ。

「失礼します」

　イゾルテが扉を開けて中に入る。

　そこには、不思議な光景が広がっていた。

　執務机に座るアリエル。その脇で腕を組み、疲れた顔をしているルーク。険しい顔で武器を抜いて構えている、近衛侍女たち。

　そして、ドーガだ。

　あまり部屋に入らないドーガが、そこにいた。黄金の兜を小脇に抱え、もう片方の手にはややしおれた花束を持って。

「イゾルテ、ご苦労様。早かったですね」

「練兵場にいたもので…………それで、これは一体、何事ですか？」

　そう聞くと、アリエルはなんでもないことのように答えた。

「ドーガが、私の騎士をやめるそうです」

「え!?」

　イゾルテはドーガを見た。

　ドーガは真面目な表情だ。冗談でこんなことをしているわけではないらしい。

「それは、つまり、どういうことでしょうか」

「さて、それはドーガに聞いてみてください……ドーガ、もう一度説明を」

　アリエルはそう言って、ドーガに視線を移した。

　ドーガは頷いて口を開いた。

「イゾルテ、言った。アリエル様の騎士は、自分と結婚できないって」

「……！」

　たった一言。

　それでイゾルテは自分がここに呼ばれた理由を察した。

「違います！　私はただ、陛下の顔に泥を塗らないように『陛下の騎士なら、陛下のご意向に逆らうことはできないでしょう？』と──」

「静かに、最後まで聞きなさい」

　アリエルの静かな声で、イゾルテは静まった。

　だが、イゾルテの内心は穏やかではなかった。

　会話の流れ次第では、自分はドーガに裏切りを唆そそのかしたと取られかねない。

　いや、部屋の外のあの物々しさを見るに、すでにそうと取られているのだろう。

　そんなつもりではなかったのに……。

「ドーガ」

　ドーガはイゾルテの心を知ってか知らずか、アリエルに促され、たどたどしい言葉で語りだした。

「オレ、よく考えた。オレ、妹を守るって父さんと約束した。国を守ることが妹を守ることにつながるって、アリエル様は言った。アリエル様は王様だから、アリエル様を守ることが、国を守ることになる」

「でも、妹は言った。もう十分守ってもらったって。悩むことはないから、今度は自分の好きな人を守れって」

「オレ、アリエル様のこと、好き。この国も好き。守りたい。でも、イゾルテのことは、もっと特別に好き。だから、アリエル様の騎士、やめる。やめたら、イゾルテを守りたい」

　ドーガはそう言って、黄金の兜をゴトリと執務机の上に置いた。

　そして振り返り、花束をイゾルテへと差し出した。

「……」

　イゾルテの目の前に差し出された深い青色の花は、少しだけしおれていた。

　昨日と同じ花束だ。

「だ、そうですが……どうですか、イゾルテ」

「え？」
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　唐突に行われた告白に、イゾルテは目をパチクリとさせた。

「あなたがどんな条件を出したのかは知りませんが、彼はアスラの七騎士より、あなたを選ぶそうです。女冥利みょうりに尽きますね。どうしますか？」

　その言葉。

　どうやら裏切りをそそのかしたことを責めたいわけではないらしい。

　その上で、ドーガの言葉に対し、どう返答するかと聞いているのだ。

「し、しかし、アリエル様の紹介の方々が……」

「あんな連中のことは、忘れてしまいなさい」

　イゾルテの胸は先ほどから早鐘を打っている。ビヘイリル王国で闘神と相対した時よりも、ドキドキとしている。そのまま倒れてしまいそうだ。

　実際、イゾルテの顔は真っ赤であった。

「わ、私は……」

　彼女はそこで、ふと、初代水神の逸話を思い出した。

　全てを捨てて、水神に嫁いだ姫のことだ。

　昨日聞いた話によると、ドーガはほとんど何も持たない男だ。

　巨体と力、数少ない家族。それから、アスラ七騎士の地位。

　その程度しか持っていない。

　そんな彼が己の家族や、七騎士という立場を捨ててまでイゾルテを選んだのだ。

　それも、昨日の今日の話だ。よく考えたと言ったが、ほぼ即決だ。

　ドーガは、なによりイゾルテに価値があると、そう言ってくれたのだ。

　今までの貴族や、アリエルの紹介で会った王族とは違う。彼らは、手持ちで一番大きいものを捨ててまで、イゾルテを求めはしないだろう。

　そう、初代水神に嫁いだ姫のようには……。

　この世界で、これほどまでにイゾルテを好いてくれるのは、ドーガだけかもしれない。

　一体これ以上、何の不満があるというのか。

　顔なんて、もうどうでもいいじゃないか。

「……」

　気づいた時には、イゾルテは花束を受け取っていた。

　大きな花束、青い花。少しだけしおれた花は、まさにイゾルテを象徴しているかのようであった。

　きっとドーガは、花が枯れてしまったとしても、好きでいてくれるだろう。

　結局、花の美しさなど、一時のものに過ぎないのだ。

「不束者ふつつかものですが、よろしくお願いします」

「……うす！」

　ドーガの満面の笑みに、自然と周囲から拍手が湧き起こった。





★　★　★






　その後、王の間でのプロポーズは語り草となり、末端の兵士にまで知れ渡ることとなった。

　ドーガの元同僚は涙を流して喜び、イゾルテに憧れを抱いていた者は涙で枕を濡ぬらした。

　ドーガは七騎士をやめ、イゾルテの夫となった。七騎士のドーガではなく、主夫のドーガとなった……かに思えたが。

「私の騎士をやめると言いましたが、イゾルテもこの国の騎士です。彼女はとても強いですが、私が死に、国が不安定になれば、あるいは謀殺される可能性もあります。もちろん、あなたはそんな彼女も守るのでしょうが……そもそも私が死ななければそうなることはありません。どうでしょうか、イゾルテを守るついでに、私も守ってみては？」

　そんな、アリエルの口車に乗せられて、騎士の地位を維持した。

　強欲なるアリエルが北帝ドーガを逃すはずがないのだ。

　無論、王の間を騒がせたことを咎とがめ、罰としてちょっとした労働を与えはしたものの、大したことではない。

　これによって、イゾルテだけでなく、ドーガも自分の下に根づかせることができた。

　アスラ七騎士はより盤石なものとなり、アリエルとしては上々の結果となった。

　声をかけた他の王族たちには借りを作ったが、些細なことだ。

　もっとも、結婚に伴い、ドーガが王の間を守る時間は激減した。

　夜は定時に帰り、イゾルテが遠出をする時は、必ずついていくようになった。

　結果としてイゾルテはアリエルの専属護衛のような立場へとシフトしていくのだが、それはさておき。

　ぎこちなくもドーガとの結婚を了承したイゾルテ。

　彼女は結婚までの間に交際期間を設け、実際に結婚したのは一年後であった。

　そんな期間もあって、結婚してからも、本当のところ、ドーガが一方的に好意を向けていただけで、イゾルテの方はさほど好きではないのではないか、という噂も流れた。

　王城におけるイゾルテのドーガに対する態度が、今まで以上に冷たかったからだ。

　だがそんな噂も、イゾルテが兵士の前で、ついドーガを「ダーリン」と呼んでしまい、真っ赤になって訂正するという事件を発端として、すぐに消滅した。

　きっと、二人きりでいる時は、オシドリのように仲が良いのだろう、と。

　こうして、二人は夫婦となったのだった。














「かつて狂犬と呼ばれた女」




　最近、我が友ドーガが結婚したらしい。

　北帝ドーガ。そう、俺の命の恩人であり、気は優しくて力持ちの彼だ。

　正直、彼が結婚すると聞いて、俺は不安だった。

　純朴な彼のことだ。きっと悪い女に騙だまされているに違いないと。

　もし彼が悪い女に騙されているというのなら、今度は俺が彼を助ける番だ。アリエルに言いつけてやる。

　そう意気込んで調査しようとしたところ、エリスに一通の手紙が届いた。

　イゾルテ・クルーエルという女性から。

　そう、あの水帝イゾルテだ。ビヘイリル王国の戦いで助けてくれた、清せい楚そ系の美人さんだ。

　彼女からの手紙には、この度めでたく水神となり、レイダの名を受け継いだと書かれていた。

　そして、ご縁に恵まれて結婚したとも……。

　……そのお相手は、ドーガだという。

　つまりドーガと、あのたおやかな女性が結婚したということだ。

　めでたいことである。しかしながら、彼女もビヘイリル王国では助けてくれたが、もしかすると普段は悪女かもしれない。そういう可能性は常に存在している。

　そう思ってエリスにどんな人物か聞いたところ、どうやら悪い人ではないそうだ。

　しかしながら、エリスが悪い印象を抱いていないからといって悪女でないとは限らない。

　そう思って、アスラ王国に行った時にアリエルにそれとなく探りを入れたり、ルークにさりげなく探りを入れたり、ギレーヌにそれとなく探りを入れたり、物陰からドーガを見つめたり、水神流の道場にご挨拶に行ってクルーエル家の当主の方に探りを入れたり……。

　なんてやっていたらアリエルから「存外に暇なんですね？」と嫌味を言われたり。

　や、違うんだよ。俺は暇だからこんなことをやってるわけじゃなくて、命の恩人が理不尽な目に遭うのが嫌なだけなんだ。

　ともあれ、結果、一つの事実が浮かび上がってきた。

　どうやらイゾルテは顔で結婚相手を選えり好みするタイプだったらしい。

　やはり悪女かイゾルテ、ならばこのルーデウス黙っておけぬ……と調査を続けた結果、この二人──ラブラブらしい。

　ドーガはとても幸せそうだし、イゾルテも人ひと気けのないところではドーガをダーリン呼びしてかなりベタベタとイチャついているらしい。

　イゾルテは顔で男を選ぶタイプだという情報もあったが、最終的にドーガを選んだ時点で顔以外の何かをドーガに見み出いだしたのだろう。きっと紆う余よ曲きょく折せつあって、ドーガがいいと思ったのだ。

　かく言う俺も、ドーガに命を助けられるまでは、使えなさそうなウスノロだと思ってしまっていた。悪男だった。バッドガイだ。ならばイゾルテのことも認めねばなるまい。

　そういう結論に至ったので、俺は二人にお祝いの言葉を告げ、帰ってきた。

　それにしても、イゾルテとドーガがなぁ……なかなか、誰と誰がくっつくってのは予想しにくいもんだ。俺だって、自分が三人と結婚するなんて思ってもいなかったしな。

　なんてしみじみ思いつつ帰路について数日後のことである。




「獣族の村に行きたいわ！」




　エリスであった。

　彼女は最近、イゾルテが結婚したことで嬉うれしそうにしていたし、今はソファでくつろいでいる時間だったのだが、どうしてそういう方向にいってしまったのだろうか。

「どうしたの、突然」

　俺はエリスの右隣に座りつつ、そう聞いた。

　ちなみにエリスの左隣には、プルセナがエリスの膝枕で寝っ転がって本を読んでいる。

　だから俺の席がちょっと狭い。

　リニアもプルセナもエリスの子分みたいな感じになっているが、プルセナの方はレオの付き人ということもあって、よく我が家にいるし、わりとエリスとこうしてくっついていることが多い。

　プルセナは犬っぽいから、構ってくれるエリスがいいんだろう。

　ちなみにリニアはエリスが苦手だ。猫っぽい奴だから、グイグイこられるのが嫌っぽい。

　ちなみに現在、エリスの足元にはレオが丸まっており、丸まったレオの真ん中らへんでララとジークがお昼寝している。

　エリスの大声を聞いても、起きる気配はない。もう慣れてしまったのだろう。

　なんとも穏やかで平和な時間って感じだ。

　さて、それにしても獣族の村か。

　エリスにとって獣族の村というのは楽園であり、劇薬でもある。

　獣族の村に行きました、可か愛わいらしい獣族がいました、気づいたらウチにその獣族の子がいました、じゃシャレにならないんだよ。

「ほら、前に行った時、リニアたちの妹と仲良くなったじゃない、どうしてるか気になったのよ！」

　ミニトーナとテルセナだったっけ。

　確か、今や二人は姉たちを差し置いて、今は立派に戦士長候補とかになっているはずだ。

　……プルセナが失脚していなければ候補ではなく、補佐とかだったかもしれない。

　プルセナも、こんなところで寝っ転がってくつろいでいたりせず、戦士長としてバリバリのキャリアウーマンをしていたかもしれない。

　ま、失脚したといっても、プルセナも今やウチのルード傭よう兵へい団の副団長。

　我が社のために、身を粉にして頑張って働いている。

　傭兵団もかなり大きくなってきていて、二人も相応の地位についてきたという感じもある。

　だから、あまり焦っている感じは見て取れない。

「ほら、ララが大きくなったら行くって言ってたわよね！」

「……一応、ララが十五歳になったらって話だったけど」

「別になる前に行ってもいいじゃない！」

「それもそうか」

　ララが救世主なる存在で、レオとツーカーの関係を続けていくというのなら、幼い頃から獣族たちと交流を深めておくのもいいだろう。

　とはいえ、だ。

「いきなり行って迷惑じゃないかな」

「大丈夫よ！　ね、プルセナ」

「いきなり行くこと自体は大丈夫なの」

　プルセナのぞんざいな返事。

「大丈夫って言うけど、お前も行くんだぞ」

「それがどうかしたの？」

「嫌じゃないの、お前？」

　プルセナは前回、村の備蓄に手を出してしょっぴかれ、とはいえ情状酌量の余地もあってレオの付き人の立場に落ち着いた。

　一応、ララが成人するまで勤め上げれば族長候補に戻れるっぽいが……。

　わりと見た感じ、出世街道からは外れてしまった感がある。

　今さらプルセナが戻って族長候補面づらしたところで、頑固な獣族の面々が認めるとも思えない。

「ボス。私はルード傭兵団の副団長……。群れのサブリーダーと言っても過言ではないの。リニアの下なのは気に食わないけど、他の群れに対しては威厳ある態度を取らなきゃいけないの」

「いや、お前一応ドルディア族の族長候補じゃん……」

　こいつもしかして族長になるの諦めてねぇか？

　なんかこう、族長になれなくても、ルード傭兵団の副団長ならまぁ、それでもいっかとか思ってないか？　世間的にはウチはマイナー企業だぞ。

「ふふ、ボスはわかっていないの。ルード傭兵団の副団長である私が、ドルディアの族長になる。ドルディアに強力な群れとのつながりが出来ることになるの。これは族長選抜において、一歩抜きん出る要素になるの。いわゆる凱がい旋せんってやつなの。胸を張って戻れるの」

　俺とつながりがある時点で、ドルディア族はすでにルード傭兵団とつながりがあるということになると思うのだが……。

　とはいえ、俺とのつながりなんていつ切れるかわからない。

　血縁が二股をかけてくれていたほうが安心というのはあるだろう。

「あ、でも聖獣様とララ様を連れていくのはまだちょっと待ったほうがいいの？」

「ほう。それは？」

「獣族にとって、聖獣様の旅立ちは特別な意味を持つの。きっと儀式とか半分お祭りで、盛大にやるつもりなの。本来なら、その日に初めて救世主様を見るの。それに意味があると思ってるの」

　だから、現段階でララの顔見せはしないほうがいいと。

「ドルディア族は、きっと何年もかけて準備するの。大森林のあらゆる種族に協力を求めて、大々的なやつをやるつもりなの」

「なるほどな……金銭面なら、別に俺の方で支援してもいいけど」

　種族全体のお祭りとなれば、俺のポケットマネーではどうにもならないかもしれない。

　しかしながら、俺もグレイラット家の長。

　我が娘、ララの晴れ姿となれば、我が社の社長に土下座してお金を借りるくらいのことは堂々とやってみせよう。

「それはダメなの。ドルディア族にもプライドがあるの。そのために獣族のリーダーを任されている種族なの。全部自分たちでやるの」

　風習とか因習ってやつなのかね。

　非効率的ではあるが、ドルディア族がプライドをもって全てをやりたいというなら、邪魔をするつもりは毛頭ない。

「でも、今から段取りぐらいは詰めていってもいいの」

「そりゃそうだ」

　こちらも、どういう儀式をやるのかわからなければ、ララにどういう用意をさせればいいのかもわからない。

　危険な儀式ということはないだろうが、何をやるかわかっているほうが安心もする。

「じゃあ、ちょっと行ってくるか」

「決まりね！」

　エリスがバッと立ち上がった。プルセナが転がり落ちて、プギュッと声を上げる。

　その際にレオの尻尾でも押し潰つぶしたのか、レオが唸うなり声を上げ、プルセナは平謝り、ララが寝ぼけ眼で顔を上げ、俺に向かって手を広げたので抱っこしてあげる。

「じゃあ、行きましょ！」

「いやいや、まずはオルステッド様にお伺いを立ててからだよ。忙しいかもしれないからね」

「えー！」

　エリスはぶーたれていたが、仕事を放棄して遊びに行くつもりはない。

　とはいえ、ララ関連のことであるなら、社長が反対するということはあるまい。

　そもそも、今まで一度だって「そんなことをしている暇があるならコレをやれ」とか言われたことないし。

　それに甘えてはいかんが。

「あ、そうだ」

　と、俺が行く方向で検討を始めた時、リビングを出ていこうとするエリスが、思いついたように声を上げた。

「ギレーヌも連れていきましょう！」

「いや行かないでしょ」

　ギレーヌがドルディアの里でどんな扱いを受けていたのか、詳しく知っているわけではないが、ギュエスのあの態度を思い出すに、絶対にロクな過去がないぞ。

「なんでよ！　ギレーヌはアスラ王国の騎士よ！　こないだ会った時も、金色の鎧よろいを着ていたのよ！　プルセナの言う通りなら、ガイセンでしょ!?」

「……エリスのおっしゃる通りなの」

　プルセナは目を合わさず、気まずそうに、尻尾を股の間から出して先端を指でモジモジいじくっていた。完全に同調圧力に屈している。絶対にギレーヌが里でどんな扱いを受けていたのか知ってる顔だ。

「……」

　まぁでも、ギレーヌの方はドルディア族に思うところがあんまりなさそうなんだよな。

　ギュエスも最終的にはギレーヌに対する考えを改めてくれたっぽいし、一度ぐらい、和解の機会があってもいいんじゃないだろうか。

　このままだと、ギレーヌは一生里に帰れず、もしかすると死ぬ間際に「一度ぐらい帰っておけばよかったな」なんて漏らすかもしれない。

「わかった。聞いてみるか」

「やった！」

　エリスは意気揚々と、リビングから出ていった。

　なぜか、レオがそれに続いていく。ジークを背中に乗っけたまま。

　残されたのはプルセナと、そして俺の腕の中で再び眠りに落ちたララだけだ。

　俺はとりあえず眠ったララを起こさないように、ソファに座り直した。

　プルセナもまた、何事もなかったかのようにソファに座り、俺の膝に頭をのっけた。

　俺は膝を動かして頭を落とした。

「痛いの」

「人妻の膝に勝手に頭をのせるんじゃねえよ」

「ケチなの。大体ボスは妻じゃないの。夫なの」

「エリスの前では俺は乙女になるんだよ」

「ファックなの」

　ケチでもなんでもねえ。愛する娘の前で発情の匂いがしたらどうするんだよ。

　そう思ってると、プルセナは頭の位置を変えて、足を俺の膝にのっけてきた。

　まぁ、これならいいか。今日はスカートじゃないから足も見えないしな。プルセナの尻尾の先がサワサワしてなんか心地いいし。

「一つ聞いておきたいんだが……お前らにとって、ギレーヌってどういう存在なんだ？」

「お父さんたちは思うところがあるみたいだけど、私たちはカッコいい叔母おばさんだと思ってるの。里を出て、剣一本で剣王まで上り詰めるなんて、そうそうできることじゃないの。憧れなの。多分、私たちの世代は、みんなそう思ってるの」

「ふーん。そっか」

　やや不安な気持ちはあるが……。

　プルセナがそう言うなら、まぁなんとかケアしてみるかね。

　ギレーヌ自身が行かないって言えばそれまでの話だが、あのギレーヌがエリスに誘われて断るとも思えないし、行く前提で話を進めよう。





★　★　★






　社長は二つ返事で了承してくれた。

　ぜひ行ってこいと、お土産まで持たせてくれた。

　それを聞いていた新入社員が「どこに行くんですか！　誰と行くんです！　あの剣王ギレーヌとですか！　一体なにと戦うんですか!?」とうるさかったが、あまり詳しく説明しても理解できないかと、適当に返事をしたら、勝手に納得していた。案外あいつ、チョロいっぽい。




　そして、出発当日。

　そこでは、リニア＆プルセナとギレーヌが対面していた。

「初めてお目にかかりますニャ！　リニアーナ・デドルディアですニャ！」

「お噂うわさはかねがねなの！　プルセナ・アドルディアですなの！」

　ギレーヌに会った二人は、随分と畏かしこまっていた。

　なんていうか、ＯＧに会った体育会系みたいだ。

「自分ら、先に里を出て名を上げたギレーヌ叔母様に憧れてましたニャ！」

「いずれ自分たちの名前が売れてきたら、挨拶に行こうと思っていましたの！」

「ギレーヌ・デドルディアだ。よろしく頼む」

　対するギレーヌはというと、引退した暴走族の族長みたいに、鷹おう揚ように頷うなずいた。

　決して下手に出ているわけではないが、ふんぞり返っているわけでもなく、しかし余裕がある。そんな態度だ。

　よく躾しつけられた大型犬に近いだろうか。

　俺の知っている、いつも通りのギレーヌというわけだ。

「それにしても、本当に来てもよかったんですか？　何か用事があったのでは？」

　エリスと共にギレーヌに会いに行った時、彼女は練兵場にてシャンドル、イゾルテと何やら話し込んでいた。お取り込み中だったと思うのだが……。

「ああ、騎士たちに新しい剣術を教えることになったんだが……」

「そういえば、そんな話ありましたね」

　アリエルから聞いていたな。

　現在アスラ王国には剣術指南として剣神流、水神流、北神流の三人が揃そろっている。

　そのうち一人は剣術など教える気は毛頭ないが、後進の育成には口を出したくてたまらない老害ガキおやじだが……それはさておき、異なる流派が三人、何も起きないはずがなく、シャンドルの提案で、ある試みが行われることとなった。

　剣神流、水神流、北神流のいいところ取りをしたまったく新しい流派を、アスラ王国の騎士剣術として育てていこうという試みだ。

　剣王、現水神、元北神がそれぞれ己の流派を教え、それを元北神がうまいことまとめて、新流派にしちゃおうということだ。

　俺に言わせてもらえば「それ、北神流の新しい派閥が生まれるだけじゃね？」というところだが、

「あたしはお前に教えたようなやり方しか知らんからな。細かいことは任せることにした」

　意外にもギレーヌの存在がうまいこと作用した。

　ギレーヌは真面目だが不器用だ。教え方も、自分の知っているやり方しかできない。

　ゆえに、アスラ騎士剣術は剣神流を主体に、水神流と北神流を取り入れていくという形になったのだ。

「でも、だからこそ忙しいのでは？」

「そうだな……だが、エリスお嬢様に言われてはな」

　ギレーヌが視線を送る先には、予想した通り、エリスの姿があった。

　エリスは腕を組んだいつものポーズで、いつもよりかなり上機嫌だ。

「もうお嬢様じゃないわ！」

「そうだったな。エリス奥様」

　ギレーヌが苦笑すると、リニアとプルセナがくすくすと笑った。

「なによ」

「今日のエリス、随分嬉しそうニャ！」

「なんかいつもより子供っぽいの」

「なによ……」

　エリスは同じポーズのまま、ぷいっと横を向いた。

　なんだかんだ言って、エリスは未いまだにギレーヌのことが大好きだ。

　今は新しい家もあるし、家族もいる。だが、エリスにとって、フィットア領の城じょう塞さい都市ロア……すなわち実家にいた家族は、もうギレーヌだけという感覚なのだろう。

　ちょっと歳の離れた姉とか従姉いとことか、仲のいい叔母とか、そういう感じだ。

　そのギレーヌとまた旅に出られると思ったら、嬉しくてたまらないのだろう。

「じゃあ、行きましょうか」

　こうして、俺たちは再び大森林ドルディアの里へと向かったのだった。







★ ギレーヌ ★




　あたしの人生の始まりは、決して順調とは言えないものだった。




　獣族には時折、『獣返り』と呼ばれる子供が生まれる。

　一言で言えば、理性を持たない子供だ。

　生まれた時から、牙が生え、何かに怯おびえた獣のように暴れるのが特徴だ。

　言葉もロクに憶おぼえず、全てに対して敵意をむき出しにする。

　あたしも、そうだった。

　幼い頃のことなどほとんど憶えていないが、物心ついた時、あたしの心は怒りに支配されていた。

　体の全てが窮屈で、苦痛で、苛いら立だちがあらゆるものに向いていた。

　周囲の人間は全て、敵だった。

　なぜそう思うかなど、考えたことはない。今でもわからない。

　ただ、今でもその怒りは心の奥底に渦巻いており、何か気に食わないことがあれば、カッと頭に血が上る。

　記憶にあるのは、怒声を上げる大人と、怯えた顔の兄弟たちの顔ばかりだ。

　『獣返り』は、成長と共に収まっていく場合が多い。大抵の場合は、五歳かそこらで、少し頭と機嫌が悪い程度の症状になっていく。

　だが、あたしはそうではなかった。五歳を過ぎてもなお、暴れん坊のままだった。

　手のつけられない悪童だった。

　五歳といえば、ある程度は、ものを考えられるような年齢だったが、何も考えていなかった。常に癇かん癪しゃくを起こしている子供だった。

　同年代の子は、大体全員半殺しにした。意味などない。目に入った時に気に食わなかったらそうした。

　ドルディアの里では、そうした乱暴な子供は、裸に剥むかれて冷水をかけられる。場合によっては、一晩暗い納屋に閉じ込められたりもする。

　大抵の獣族は、そうされるとおとなしくなる。そういう性質なのだろう。

　だが、あたしはそうじゃなかった。『獣返り』の子供は、そうじゃないからだ。

　……いや、今でもわからんな。あんなことをされて心が折れる奴がいるのか？

　ともあれだ、お前たちも知っての通り、治らん子供は、ある日『事故』で死亡する。

　死ねと言わんばかりに、魔物の闊かっ歩ぽする夜の森に放置されたりする。

　あたしも、そうされかけた。いや、そうされた。

　あたしは馬鹿だ。何をされているかなどわからなかった。

　それでも、なんとなく、里全体があたしのことを排除しようとしていることはわかっていた。

　そういう匂いには敏感だったからな。

　死なずに済んだのは、当時武者修行中だった旅の剣士……ガル・ファリオンに拾われたからだ。

「こいつ、いらねぇならくれよ」

　そんな言葉で、ガル・ファリオンはあたしを拾った。

　本当に、捨てられているものを拾うように、あたしを里から連れ出した。

　助けられたからといって、懐なついてなどいなかったさ。可愛くない子供だったろう。

　噛かみつき、引っかき、吠ほえて、しかしガル・ファリオンはそんなあたしを軽くいなして、押さえつけ、首輪をつけ、剣を持たせてこう言った。

「俺様が思うに、お前は根っからの剣士だ。喧けん嘩かをする時はそいつを使え」

　今思うに、ガル・ファリオン──師匠は頭がおかしかったと思う。

　だってそうだろう。あたしに剣を持たせて、それで好きなものを自由に斬っていいと言ったんだ。

　あたしにだぞ？　あたしですらそんなことはしない。

　ただ、師匠は最低限のモラルを持っていた。

　それからしばらく、人里に行かなかったんだ。

　森でウロウロしながら、獣と魔物を狩って暮らしたんだ。




　朝は師匠に叩たたきのめされ、それが終わったら魔物の前に引きずり出され、戦わされる。

　死に物狂いで戦った。怪我をすることはあったが、大怪我をすることも、死ぬこともなかった。

　ちゃんと見極めていたのだろうな。あたしと、相手の強さを。ギリギリなんとかなる相手だけと戦わされたんだ。

　昼過ぎには殺した魔物を食って、自由時間だ。

　最初の頃は、あたしは師匠を殺すべく、襲いかかっていった。

　歯が立たないとはあのことだったな。

　簡単にあしらわれ、多少の痛い目を見て、でもそれで収まるわけじゃないから立ち上がって襲いかかるのを繰り返した。

　師匠は基本的には、いつもニヤニヤ笑いながらそれを受けていた。特に剣術の指導をするようなこともなくな。あたしが話を聞かないことなどわかっていたのだろう。

　ただ一点、剣を持たずに襲いかかった時だけは別だった。

　あたしが戦いの中で剣を捨てると、師匠は舌打ちを一つした後、いつもより激しめにぶん殴って気絶させてきた。で、気がついた時には手に剣を縛りつけられていたものだ。




　一年も経たつ頃には、馬鹿なあたしでも少しは学習するようになった。

　目の前の人間には勝てないし、闇やみ雲くもに暴れても痛い目を見るだけだ、と。

　当時のあたしにそれが学べるだけの脳があったのが、今思うと不思議でならないが、ま、どんな獣でも一年あれば勝てない相手ぐらいわかるということだろう。

　あたしにとってはそれが、人生で初めての、学びだった。

　そんな学びを得たのと同じぐらいの時期から、師匠はあたしに剣術を教えてくれるようになった。

　言葉で、ここはこうすればいい、ああすればいい。合理的に考えろ、着実に一手ずつ相手を追い詰めろ……。

　あたしは頭が悪い。師匠が教えてくれた百のうち、十も覚えちゃいない。今でもな。

　でも、師匠は根気強かった。

　知っていたんだろうな。阿あ呆ほうでも繰り返し同じことを教えれば、剣術が上達することを。

　まぁ、あたしには才能があったらしい。剣術はどんどん上達していった。

　同時に、そのお陰か、『獣返り』の影響も少しずつだが、改善の余地が見られた。

　毎日魔物を殺して回り、衝動を発散させていたお陰か、他人を見ても、今までほどイラつかなくなったのだ。

　見てイラつかないというだけで、少しでも話しかけられれば、すぐに爆発していたのだが……。

　ともあれ、これなら人里に出ても大丈夫だろうと師匠は判断し、あたしは街に出た。

　多少は人に慣れたといっても、最初の感想は「窮屈」だとか、「煩わしい」といったものだった。

　敵意を向けられることの方が多かったしな……。

　今でも、そういった気持ちはある。

　ただ、師匠は言った。

「気にするこたぁねぇ、お前が強くなりゃ、向こうがあからさまに馬鹿にしてくることはなくなる。それどころか、へーこら頭を下げてくるようになるぜ。子犬みてぇに懐いてくる奴だっていることだろうよ」

　当時は、知らん奴に子犬みたいに懐かれてもうっとうしいと思っていたものだが……エリスに出会った時にその考えは捨てたな。人には嫌われるより、好かれるほうがいい。

　それはさておき、そうしてあたしは、ようやく人の社会というものに入ることができたんだ。

　本当に、端の端だが。

　当時、まともに誰かと会話した記憶などない。あたしは言葉を満足に喋しゃべれなかったからな。

　ああ、いや、師匠はずっと獣神語で話しかけてきていたし、十年近くドルディアの里にいたから、獣神語は知っていた。

　喋ったことが、なかったんだ。

　初めて会話らしい会話をしたのはいつだったか、憶えていない。

　でも、師匠とだろうな。口答えだったか、質問だったか……。憶えていないが、師匠は特に驚くこともなく、それに応えたんだろうな。憶えてないということは、そういうことだ。

　会話できるようになったぐらいで、旅が終わった。

　剣の聖地に到着したんだ。

　あそこは、あたしにとっては居心地のいい場所だったな。

　会話も必要ないし、気に食わない相手は全員叩きのめしてよかった。

　ドルディアの里では、同じ相手を何度も叩きのめすと嫌な目で見られるが、剣の聖地では同じ相手を何度も叩きのめすと尊敬の目で見られるんだ。文句も言われない。ワガママも通る。

　つまり、相手を叩きのめし続けていれば、楽園なんだ、あそこは。

　わかりやすいだろう。

　そんなところで何年か暮らしているうちに、いつのまにか剣王という称号を得ていた。

　だが、そんなぬるま湯につかっていたせいか、ある日師匠に剣の聖地を叩き出された。

　剣聖以上になったら武者修行してくるのが剣の聖地の掟おきてらしいから、それかもしれんが、そんなことは一切言われず、とにかく追い出された。

　外の世界を見てこいと言われてな。

　それから外に出て、冒険者になって、パウロと出会い、別れ……。





★　★　★






「そして、私と出会ったのよね！」

　大森林、聖剣街道。

　そこを行く馬車の中で、あたしは自分の半生を話していた。

　こんな話をしても面白いのかと思ったが、エリスはいつも通り嬉しそうに聞いてくれた。

　リニアとプルセナも、興味深そうに聞いてくれている。

「そうだな」

　エリスは「その後のことはもう知っている」と言わんばかりにご満悦だ。

　剣の聖地に訪れたくだりでは「そうなのよ！　何度もぶちのめしたら認めてもらえるのよ！」と自慢げだった。

　あたしにとってもエリスにとっても、剣の聖地は第二の故郷のようなものだからな……。

　いや、エリスにとっては第三、あたしにとっては第一の、かもな……うむ。

　リニアとプルセナはというと、若干呆あきれの混じった目で見ている気がする。口が半開きだ。

　昔は、こういう口を見るだけで腹の奥底から怒りがにじみ出てきたものだが、あたしも落ち着いたものだな。

「いやー、壮絶な人生ニャ……あちしだったら最初に水ぶっかけられた時点でいい子になってるニャ……実際なったニャ……」

「私もお肉を食べさせてもらえないだけでいい子になるの。リニアと違って元々いい子だから元に戻るだけなの」

「あちしもいい子ニャ」

「あたしに比べれば、二人ともいい子だろうさ」

　そう言うと、二人はテレテレと頭の後ろをかいた。

「その後、ルーデウスと出会い、最低限のことを学んだ後、転移事件があった」

「確か、フィットア領でエリスと再会して、また剣の聖地に修行に行ったんだったニャ？」

「うむ、そうだ」

「修行が終わった後、ボスと一緒にアスラ王国に行って、アリエルの下僕になったの？」

「大体そうだな。一通り終わった後、まだ居てほしいからと、この鎧を渡された」

　今、あたしが着ているのは金色の鎧だ。

　アリエル陛下にドルディアの里に行くという話をしたら、絶対に着ていけと言われたので持ってきた。

　道中は脱いでいたが、もうすぐ着くというので今は身につけている。

「アリエルは賢いニャ」

「そうなの。やっぱり力を見せつけることが大事なの。そこんとこをよくわかってるの」

「どういうことだ？」

　リニアとプルセナ。若いドルディア族だ。確かリニアはギュエスの娘といったか。

　この二人は、学校に通い、首席で卒業……今や傭兵団を運営しつつ、五百を超える配下がいるらしい。

　傭兵団はルーデウスの配下ということだから、つまりオルステッドの配下となるのか。

　賢く、七大列強に大きな群れを任される娘。大出世だな。ギュエスも鼻が高かろう。

　ギュエスの顔はいまいち思い出せんが。

「あのギレーヌ叔母さんがアスラ王国の七騎士の一人に上り詰めたと聞いても、信じる奴はいないニャ」

「そうなの。でもその金ぴかの鎧を見れば一目瞭然なの。アスラ王国の紋章まで入っているの。凱旋なの。皆の見る目が違うの」

「そういうものか……」

　いまいちわからんが、優秀なドルディア族であるこいつらがそう言うなら、そうなのだろうな。

「そうよ！　文句なんて言わせないんだから！」

　エリスはあたしがこの鎧を身につけてから、いつもより鼻息が荒い。

　似合っているとは言ってくれたが、どうにも光が反射しすぎて好きではないのだがな……暗いところならいいんだが。

　だが、不安がないと言えば嘘うそになる。

　記憶に残るドルディアの里で、あたしを受け入れてくれるような様子はなかった。

　歳を取って落ち着いたとはいえ、昔のことを水に流すような連中でもなかろう。

「む」

「お」

「近づいてきたの」

　まだ視界には入らないが、懐かしい匂いがしてきた。ドルディア族の里の匂い。あまり良い思い出のない匂いだ。

　そう考えると、尻尾の付け根のあたりが少しムズムズしてきた。

　喉の奥から唸り声が漏れそうになる。すぐに立ち上がり駆け出したい衝動に駆られる。

「ルーデウス、おまえはどう思う？　本当に大丈夫だと思うか？」

　昔のあたしなら、そんなことは聞かなかっただろう。

　いや、黒こく狼ろうの牙に所属していた頃は、よくパウロにそう聞いていた気がする。

　パウロはいつも、なんと答えていたんだったか。

「えっ……ああ、大丈夫じゃないですか？　ま、ダメそうでもなんとかしますよ。任せておいてください」

　御者台に座るルーデウスからは、そんな返答があった。

　思い出した。パウロもいつも大体そんな感じの答えを返してきた。

『ま、大丈夫だろ。ダメでもなんとかなるさ、なぁ』

　ギースとタルハンド、エリナリーゼの三人が呆れ顔でため息をついていたのが、つい昨日のことのようだ。

　だが、思い出せば、確かになんとかなったな。

　なんとかならなかったのは、パウロがゼニスと結婚していなくなった時だけだ。

　御者台の方から「うん、多分大丈夫……オルステッド様からお土産も頂戴したし、菓子折りも用意したし……でもリニアとプルセナもいるしな……」なんて声が聞こえてくる。

　ルーデウスは、少々具合が悪そうだ。腹を押さえている。あいつは昔から、あたしが昔話をすると腹を押さえていた。なんなんだろうな。

　とはいえ、あいつももう立派な大人だ。

　子供の頃から頭が良く、世渡りも上手で、今や七大列強の一人であり、オルステッドの腹心だ。なんとかすると言うのなら、なんとかしてくれるのだろう。

「ギレーヌ叔母さんでも不安になることなんてあるんだニャ？」

「気持ちはわかるの。お父さんたちは頭の固い頑固者なの。私たちみたいなシティ慣れした新しいドルディア族の考えは、なかなか受け入れられないの」

「大丈夫よ、ルーデウスは凄すごいんだから！」

　昔と変わらぬエリスの言葉に口元を緩める。

　窓の外を見ると、馬車と並走して何人かの戦士が移動しているのがわかった。

　森の陰に隠れるように、猫のようにしなやかに、虎のように獰どう猛もうに、こちらを窺うかがっているのがわかる。

　風下だ、彼らの匂いはしない。

　だが、このあたり一帯に漂う匂いは、確かに同族のものだった。

　こうして、私はドルディアの里へと帰ってきた。







★ ギュエス ★




　ギレーヌ・デドルディアという女は、私たちの世代のドルディア族にとって、恐怖の対象であり、侮ぶ蔑べつの対象であった。

　その異常さたるや、尋常ではなかった。

　従来、そうした子供を『獣返り』などというが、あれはもっと異質なナニカだった。

　人ではなかった。言葉は通じないどころではない。こちらからの意思疎通は全て通じず、向こうの意思は何一つ読み取れない。

　常に怒りと苛立ちの匂いを沸き立たせ、目が合えば当然のように襲いかかってくる。

　何度殺されかけたかわからない。

　その度に裸に剥かれ、冷水をぶっかけられ、納屋に閉じ込められていたものだが、一切治らなかった。

　誰しも、あの罰を受ければ立ちどころに怒りを失い、物悲しい気持ちにさせられる。

　全員がそうだ。

　だというのに、あいつは、あいつだけは違うんだ。

　冷水を浴びせられても、一日中暗いところに押し込められても、より一層の怒りを持って、暴れまわるのだ。

　父がギレーヌを殺す決断をし、それに失敗した時も、変化はなかった。

　物好きな旅の剣士が連れていった時は、心底ほっとしたものだ。

　ドルディア族の里では死ななかったが、これでようやく安心だ。あんな生き物、どうせどこでも長生きはできまい。どこぞで野垂れ死ぬだろう、と。




　だから『剣王ギレーヌ』という名前が風に乗って流れてきた時も、眉唾だと思った。

　ドルディア族の剣士ギレーヌ？　ありえない。ギレーヌの名を知るどこぞの馬鹿が、名前を騙かたって箔はくをつけようとしたのだろう、と。

　私たちの世代では恐怖半分、戦せん慄りつ半分、自分たちを安心させるようにそう言った。

　子供たちは、ギレーヌの噂を聞いて目を輝かせていた。ギレーヌのことを知らないから、里から出ていった者が成功したように見えたのだろう。

　ともあれ、ギレーヌが大人になるなど、想像もつかなかった。

　あれだけ他者を傷つける存在が、他者に殺されずに成長できるはずがないのだから。

　大人になり、あれは哀れな『獣返り』だったと理解してもなお、負の感情は胸の奥底にこびりついたままだった。

　ギレーヌは外の世界で成功などしない。してたまるか。

　ギレーヌの名前を聞く度に、そんな感情が湧き上がった。

　十年以上も前に人族の子供たちが魔族の戦士を連れてやってきた時、ギレーヌの近況を知った。

　信じられない話を聞いた。

　あのギレーヌが子供に剣を教え、自分は文字や計算を教わっていると……。

　何の冗談だろうと思った。

　大人になったギレーヌは子供など、一瞬で食い殺すだろう。

　そういう生き物なのだから、と。

　でも子供──ルーデウス・グレイラットは言った。

　人は誰でも変われる、と。

　信じられなかった。きっと、自分の知るギレーヌとは、同じ名前の別の人間なのだろうと、そう思った。いや、願っていた。




　そんなギレーヌが、私の前にいた。




「……」

　ギレーヌのみならず、ルーデウス殿にエリス殿、ついでに馬鹿娘たちまでいる。

　何をしに来たのかと聞けば、ルーデウスの娘であり、聖獣様に選ばれし救世主であるララ様が成人する際についての話し合いだそうだ。

　確かに、ドルディア族では聖獣様のお相手、救世主が生まれた際には儀式を行う。

　大森林全土を巻き込んで、盛大な儀式を行う。

　準備に数年を要する大変な儀式だ。

　他種族であり、ドルディア族への造詣もさほど深くはないであろうルーデウス殿が協力的であるのは、非常に助かる話だ。

　恐らく、そういった方向に話を持っていったのはリニアとプルセナであろう。

　聖獣様の世話係として里を出立して以後、音沙汰がなかったが、ちゃんとやっているようだ。

　ついでに、今はルーデウス殿の配下として、ルード傭兵団という群れを率いているらしい。

　親としては鼻の高い話ではある。

　戦士長の選定についても、前回の失態を帳消しにできるほどではないが、戦士長選定に待ったをかけられて苛立ちの溜たまっているミニトーナとテルセナが納得できる功績であると言えよう。

　ミニトーナとテルセナは向上心が高い。

　これに発破をかけられ、より一層の研けん鑽さんを積むことだろう。

「救世主様……ララ様が聖獣様と共に旅立つ儀式は大森林に住まう全ての種族の同意と出席が求められます。顔の広いルーデウス殿に協力していただけるのは大変ありがたい」

「そう言ってもらえると助かります。自分たちで全てやるから、お前は黙って娘だけを差し出せばいいのだ、とか言われる可能性もあると思ってましたから」

「はは、他の人族が相手であればそう言ったかと思いますが、ドルディア族にとって大事な儀式であるとわかってくださっている方に、そのようなことは言いませんよ」

　ルーデウス殿との話し合いは、終始穏やかに続けられた。

　心なしか、ルーデウス殿もギレーヌの話題について触れないように、気を使ってくださっていたのかもしれない。

　そういう匂いがした。

「では、今から少しずつ、各種族に通達して、準備してもらうということで。こちらが用意するのはララの衣装ぐらいですか」

「伝統的なものですから。それも必要ありません。ただ……」

「ただ？」

「素材となる魔物は大森林の奥深くにおりますが、それを代々の戦士長が取りに行くことになっているのです……しかしその、今は里に戦士長が不在でして……」

「あぁ……」

　ちらりと娘たちの方を見ると、片やどこ吹く風でそっぽを向き、片や自前の骨付き肉にしゃぶりついている。

　ドラ娘どもめ……。

「まだ詳しくは決めていませんが、数年後、戦士長選出の儀を兼ね、その魔物を狩りに赴かせようと思っているのです」

「それは頭の痛い話ですね」

「わかっていただけますか？」

　ルーデウス殿は深く頷いた。

　以前来た時にも思ったが、随分と大人になられた。

　木箱に隠れて娘たちの入浴を覗のぞいていた少年とは、到底同じ人物と思えないほどに。

　それに対し、我が娘たちのなんたる様ざまか。

　これからは人族との交流も盛んになるはずだからと、社会勉強も兼ねて遠くの学校に行かせてみたが、その結果がコレだ。

　しかし、私の目から見てひどいドラ娘でも、人族の社会では傭兵団の団長と副団長、群れのリーダーなのだ。

　となれば、私の方が間違っているのかもしれないが。

「プルセナも、そのような形で構わないな？」

「問題ないの。なんだったら、別に今からやっても構わないの。ミニトーナもテルセナもギタギタにしてやるの」

「随分と自信ありげだな」

「当たり前なの、私がいつも誰と訓練してると思ってるの？」

　そう言って、エリス殿の方を見る。

　いや、あるいは……ギレーヌの方を見たのだろうか。

　まさかギレーヌは、エリス殿のみならず、プルセナまで鍛えたというのだろうか……。

「大森林はご無沙汰だから魔物を見つけるのに少し時間がかかるかもしれないけど、それぐらいはハンデなの」

　プルセナの隣で、リニアが訳知り顔で頷いている。

　かつて、プルセナがこういった態度を取れば、すぐに冷やかしたり、自分の方が上だと言い出したリニアが何も言わずに頷いている。

　それほど、ということか。

　二人に関しては不安だが、きちんと準備しているということならば、結構だ。

　それにしても、プルセナが戦士長になる可能性があるのか。

　不安だ。

「ならば、正確な日にちが決まり次第、また連絡する」

「わかったの。なら傭兵団の魔術師を一人、連絡役に置いておくの」

　ルーデウス殿は、魔術式の伝言版というものをこの里に設置していくらしいので、それで連絡を取れということか。

　便利になったものだ。

　そして、リニアとプルセナは、それを使える立場にある。

　二人は長くドルディアの里を離れていたがゆえ、考え方がドルディア族の常識から外れるかもしれないが、新たな知識や物品が、里に新しい風を運んでくる可能性もある。

　それはきっと、悪いことではないはずだ。

「それで……」

　会話が途切れる。

　儀式についても話した。戦士長の選定についても話した。

　もう、話すべきことはない。

　ならば、食事でも取り、今晩はゆっくり休んでいけ、とでも言いたいところだが……。

「……」

　先ほどから黙って座っているギレーヌの存在が、不気味だった。

　私の知っているギレーヌであれば、これほど長い時間黙って座っていることなどできようはずもない。

　この半分の時間で暴れだし、怪我人が出ているだろう。

　本当にギレーヌなのかと疑いたくなるところだが、匂いは嘘をつかない。

　しっぽの付け根がムズムズするような、苦手な匂いだ。

　かつては、この匂いが近づいてきただけで逃げ出したものだが……。

「ギレーヌ」

　名前が、思わず口をついて出た。

　このまま黙りこくっていても始まらない。私ももうドルディア族の族長なのだ。

　ドルディア族として、恥ずべきことのない態度を取らねば。

「なんだ？」

　ギレーヌは、尻尾をぴくりと振るわせて、こちらを見てくる。

「今さら、どの面つらを下げてこの里に戻ってきた？」

　出てきた言葉に、自分の背中から汗が噴き出るのがわかった。

　昔のギレーヌであれば、この一言だけで自分は半殺しであろう。

　今のギレーヌは……よく鍛えられている。なんと鋭い物腰なのだろうかと思う。初対面であれば、それだけで畏まった態度を取るべきだと判断するほどに。そんな力をつけたギレーヌが昔のままであれば、首を飛ばされてもおかしくはない。里の誰が死んでもおかしくはない。今すぐに、有無を言わせず叩き出すべきだ。

　だが、エリス殿がわざわざギレーヌを連れてきたのだから、向き合わねばなるまい。

　当時を知る者として、今の族長として。

「……！」

　エリス殿が立ち上がりかける。腰の剣に手をかけて。

　だが、眉根を寄せたまま、座り直した。

　いつしかギレーヌの手が、エリス殿の腕を押さえていた。

「……あたしは、剣の聖地で修行し、剣王の称号を得た。その腕っぷしを買われ、今はアスラ王国の王家に仕えている。この鎧を見ろ。かなりいい地位だ。よくしてもらっている……うむ。そんな面つらだな」

　ややたどたどしい言葉だった。

　だが、ギレーヌは平然とした顔でそう答えた。

「お前は、さぞ、この里の者たちを恨んでいるだろうと思っていたがな……」

「恨む？　なぜだ？」

　ギレーヌは小首をかしげ、そう聞いてきた。

「なぜ？　お前を排斥し、殺そうとまでしたのだぞ？」

「……言葉でわからぬ獣がいたら、そうするのが当然だろう？　恨むのはお門違いだ」

　ギレーヌは淡々と言葉を続ける。

「あたしは、剣王と名乗るのを許された時、師匠からこう言われた。『お前はドルディア族の剣王ギレーヌだ。誇りを持ってそう名乗れ。何かに誓いを立てる時はドルディア族の名に誓え』と」

「誇りだと？」

「ああ」

　ふざけるな。お前のような女がドルディア族を名乗るんじゃない。

　そう叫ぶことはできなかった。

　なぜだろうか。自分でもわからないが、そう口にしたギレーヌに、不思議な心地よさを覚えた。

「あたしは、ドルディア族の名に助けられたことはあっても、邪魔されたことはない。恨むことなどない」

　なぜかと考えると、まだ自分が若い頃、戦士長になる前ぐらいの時の記憶がよみがえったからだ。

　剣王ギレーヌの噂話が里に届き始めた頃のことだ。

　剣王ギレーヌの名は、多少の悪名高さもついて回っていたが、しかし決して、悪い噂ばかりではなかった。

　むしろ、半分以上はいい噂だ。

　その中には、困難な迷宮を踏破したという噂もあった。冒険者として大変名誉なことだと。

　ドルディア族のギレーヌが、だ。

　そんな馬鹿なことがあってたまるか。偽者に違いない。

　そう自分は主張したし、同年代の者たちもそうだそうだと口を揃えて言った。

　だが、自分はそれを、少しでも嬉しくは思わなかっただろうか。

　自分はドルディア族に誇りを持っている。だからこそ、里の出身者が名を上げることに喜びを感じなかっただろうか。たとえそれが、里から捨てられた者だとしても……。

「むしろ、申し訳ないとすら思っている。馬鹿ですまなかった」

　ギレーヌはそう言うと、頭を下げた。

　謝った。あのギレーヌが。

「そう、か……」

　目を閉じる。

　わかっていたことではあったはずだ。

　ギレーヌは、『獣返り』の一番悪い症状が出ていただけだと。

　親たちすら匙さじを投げたが、本来の『獣返り』は年齢と共に治るのだと。

　つまりギレーヌは、ちゃんと立派に育ったのだ、と。

　里の皆に見捨てられても、里の外で、常識と知識を身につけていた。

　そして、ドルディア族の名に誇りを持ち、名声を得てなお、ドルディア族と名乗り続け、そして堂々と帰ってきたのだ。今日、この日に。

　そして族長である私に対し、誠実な態度を取っている。

　ならば、私の言葉も決まろうというものだ。

「剣王ギレーヌ・デドルディア。よくぞドルディアの里に戻ってきてくれた。族長ギュエス・デドルディアはそなたを歓迎しよう」

「お心遣い痛み入る」

　ギレーヌは一度立ち上がり、片膝をついて頭こうべを垂れた。

　この作法は、剣神流の剣士が、目上の者にする挨拶だったか。

　あのギレーヌが、なんとも立派な挨拶をするものだ。

[image: ]

　そうか、ギレーヌ、私を目上として扱ってくれるのか……。

「今日は一晩泊まり、旅の話を聞かせてくれ」

「いいだろう。面白い話がたくさんある」

　私は受け入れることにした。

　過去は水に流しきれるものではないが、もう次の世代に替わろうという時期だ。

　次の世代である肝心の娘たちにはどうにも不安が残るが……まぁ、彼女らもいずれ変化していくのだろう。

　我が父も、そして祖父も、そうした悩みを持ちながら、族長の役割を全うし、そして次代に譲り渡してきたのだろうから……。




　こうして、ギレーヌ・デドルディアは帰郷を果たしたのだった。


















無職転生




～蛇足編～ 1








理不尽な孫の手





ＭＦブックス





2023年6月23日　発行





ver.001





©Rifujin na Magonote 2023





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦブックス『無職転生　～蛇足編～ 1』

2023年6月25日　初版第一刷発行





発行者　山下直久

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。












企画　株式会社フロンティアワークス

担当編集　今井遼介／大原康平（株式会社フロンティアワークス）

ブックデザイン　ウエダデザイン室

デザインフォーマット　ragtime

イラスト　シロタカ












本シリーズは「小説家になろう」（https://syosetu.com/）初出の作品を加筆の上書籍化したものです。

この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件・地名・名称等とは一切関係ありません。




[image: ]













item/image/cover.jpg





item/image/p034.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p273.jpg





item/image/allcover-001.jpg
AZ{‘F"/“/
EL v 1T W
’P—(\Z'/l
’Jlit\x
tfoson
th‘/V!1
5Ew e e
ﬁ‘x‘}?ﬂ'ﬂ
£8z20z8
EE R E Wi
PELECH
\/7!BE\/
e D
smrZle
L& 52 7%
S L
EEEB T
Gy Fe RN
2 B F
5 B, G
% e

S
L] £
: .
l?. >

74— hFHA > caglime

~BEIBRSRESABAROIANS A - AGSH RS

2R HOBWOABHE =AM

ST EUATY - S E R

MFZ7TR

FETOT4N

BERREROF

Rifujin na Magonote

BRREE. FELLOBBET—LE
Ya—9V—he

DNRRICESS) D8R fERICHEILE
. 2012FIC [WBERE~ RIERT o/
BARET~] OWebiE I EBIA.
2022FICAROBMBE L5268 % T
3.

2023F LYARDZDRERMDIBE

IR~ RRE~] OTITEMMT
%.

(62552 EHHALP &) EFHE
B3,





item/image/p227.jpg





item/image/p104.jpg





item/image/colophon.jpg
778 —. EmDOZIBBELEFELTVET

T 102-0071 RFREBFAEXELR 2-13-12
¥ &1t KADOKAWA MF7vo AfREEH AT
[BEARGROFEREIR [AZDEE]F

ZRTTA—REEIFURLZZFIAD £

BERDNAT—RZ2AALTT7 T —MMIZHHLTEZLY,

@ PC - AX—h7AVICEM L THEVET (—EBHML TORWERESZEOVET).

@7 r—NMIZHAIEZET E. FEEEITALO [ZIENE] D WEB THOHET

@ ANIT I AT BER. ER - X—ILEXERICHDDBEEITIEHILZ,

@ 2023 F 6 ARROBRTYT . PEEFRVERBICKIARZFE - 8T I25EADPHUET.






item/image/gaiji-0001.png
IR





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		『ウェディング・オブ・ノルン』



		「ノルンの嫁入り　前編」



		「ノルンの嫁入り　中編」



		「ノルンの嫁入り　後編」



		『ルーシーとパパ』



		「ルーシーの入学初日　前編」



		「ルーシーの入学初日　後編」



		「ルーシーの家族」



		『アスラ七騎士物語』



		「婚活のイゾルテ　前編」



		「門番のドーガ　前編」



		「イゾルテとドーガ　後編」



		『かつて狂犬と呼ばれた女』



		「かつて狂犬と呼ばれた女」



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p059.jpg





item/image/tobira02.jpg





item/image/tobira01.jpg





item/image/tobira04.jpg
[ RO EHKVE L





item/image/tobira03.jpg
PN P EE-HRHE





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/toc-001.jpg
FEHINTANN - RN - NN
NANSE< e R
NRNOE < HIE]
NANGE< S W
[R—N—2%X
A-A—O<HRI EE
[R—A—O<HRI  ®E]
[R—N—OKE]

j/7t%i%§

[N B |

[E#Q=—R EE

[N —R RIE |

PASESS

RO EHKVERC K]

[ROVEHRVEB QLK

139 114 90 61 35 8

204 178 152

234





item/image/p128.jpg





item/image/p006.jpg
e
\

[BROB& G RASLE " R L0 O R |
It may look like a calm life, but it's hard.

B R—INEK QDTN
BID—DN - PN






item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
% D
‘ N <3 S )
[ 4947 T 2 RS NI QM UR DR 42 1) 0589 0 (50

- - - "N .y 7 L
=S LRSS EVL IR PV SPVICIVIGEER L ) ¢ /7 o

D






item/image/p169.jpg





